






























































































































































































































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　麒き美び島じま女学院は、中高一貫の女子校である。

　創立百五十年という歴史をもち、今なお全国各地から入学者が集まってきている。

　今年、学院長が若い女性に代替わりしたというのもあり、伝統と改革を気品の器で混ぜ合わせたような校風は、現代社会においても奇跡的なバランスで格式を維持し続けていた。

　一度も来たことがないはずの校舎内なのに、どこか懐かしい匂いがする。

　春はる崎さき涼りょう香かは妙な居心地の良さを覚えながら、明るく広い廊下を歩んでいた。

　窓から流れ込む風は、海に囲まれた離島だというのに柔らかく、優しい味がする。

「……いい学校、なんだろうな」

　長い髪を手で押さえて、つぶやく。真新しいプリーツスカートの生地が揺れて、そよそよと音を奏でていた。

　廊下の先、突き当たりには大きな扉があった。

　全校生徒を収容するための講堂は、何度か建て替えられて、そのたびに質実剛健な作りへと変わっていったらしい。お嬢様学院に想像するような華やかさとは違っていて、パンフレット映えもしないお硬い雰囲気だという。

　だけど、それこそが華美なだけではない本当の『淑女』を育て上げる、という確固たる決意の現れなのかもしれない。

　涼香が両開きの扉をゆっくりと内側に引くと、中にいた少女の視線を感じる。

　ひいふうみい……合計、六人。

　教会の礼拝堂を思わせるような椅子の並んだ広々とした講堂に、点々と座る六人の少女たち。まだあどけない顔立ちをしたものも、あるいは涼香とあまり変わらず大人びた少女もいる。そりゃそうか、わずか一才違う程度だ、と涼香は中に立ち入った。

　さてどうするか、と出入り口に佇む。

　転入早々、学院長からの指令を受けて、涼香はここにいる。

　講堂に待つ六人の一年生に話しかけて、その緊張を解してくれるように、と。

　普通そんなこと、間違いなく初対面の涼香にやらせるようなことではないはずだけれど、転入に便宜を図ってくれた学院長の頼みだ。初日に不義理を働くのも今後のためによくない気がした。

　六人。ざっと顔を見回して、当たりをつける。生き馬の目を抜くような進学校では、人を気にしている余裕などなかった。こうして来たばかりの学院で、他人のことを慮ることになるとはなあ、と思う。

　まあひとまず緊張してそうな順から話しかけてみよう。




　涼香が最初に話しかけたのは、講堂の端に立つ少女だった。

　小柄できれいな黒髪をアップにまとめている彼女は、なるべく可能な限り自分の存在感を消そうと努めているように見えた。

　しかし凛とした横顔や瞳の輝きは、とても意思ひとつで殺せるようなものではなかった。

　ここにいる生徒たちの名前は、すでに聞き及んでいる。彼女は、そう。石いし田だ真ま悠ゆ。

「そんなところに立っていたら、疲れない？」

「え？」

　と戸惑いながら振り返ってきたのも一瞬のこと。真悠は淑女としてふさわしい所作で頭を下げてきた。

「いえ、ご心配ありがとうございます。けれど、大丈夫です。石田は、立ちっぱなしでいるのは、得意なんです」

　意地を張っているというわけでもなさそうだ。

　けれども、と続けようとしたところで、真悠はにこりと業務上のような笑みを浮かべた。

「一人前の侍女になるため、心身ともに常に強くないといけませんから」

　侍女。この学院にはそんな養成コースもあるのかと尋ねてみれば。

「あ、いえ、そういうわけではありません。勘違いさせてしまったら、申し訳ございません。これは……石田が、石田らしく生きるための道標なのです」

　先ほどまでのお仕事スマイルとは違って、胸に手を当てて少し誇らしげに微笑む彼女のそれは年相応にあどけなく、似合って見えた。

　初対面の方に語って恥ずかしそうにしてた真悠と別れ、涼香は次の少女の下へ向かう。




　椅子に座っていた少女は、近づいてきた涼香に気づくと、大げさなリアクションで立ち上がった。

　がばっと頭を下げる。ふわりと揺れた髪はお姫様のようにくるくると巻かれていて、いかにも蝶よ花よと育てられたのであろう気品が感じられた。

　皆みな瀬せ千ち沙さ都と。

「こんにちは。ちょっと息苦しそうだけど、どう？　外の空気でも吸ってきたら？」

「いえ！　ここで待つようにと言われておりますので！」

　仔犬を思わせる高い声だ。けれど、耳に痛いような不愉快さは微塵もなかった。あるい天性の才能なのかもしれない。

「おねえさまも、こちらにご用ですの？　一年生ではございませんのに！」

「私はね、皆瀬さんとお話するように言われて、ここに来たんだよ」

「えっ、そうなんですか!?　どうしてまたそんな、ハッ、なにかわたしにお話がございますの？　まさか、そう、あるいは特命……なにか、この麒美島女学院のヒミツに迫るような、お話を今から……？」

　頰を赤らめながら語る彼女は、ずいぶんと想像力が豊かなお嬢様のようだ。

「ごめんね、なにを話すかっていうのは、私も聞かされてないんだ。でも、そうだね、もしかしたらこれから、なにか素敵なことが起きるのかもしれないね」

　そう言って唇に人差し指を添えると、千沙都はパァと顔を輝かせる。

「それはなんだかすっごくっ……楽しみですの！」

　笑って、今度は鼻歌でも口ずさみそうな雰囲気でもう一度椅子に腰掛けたのだった。

　さて次は、講堂の前のほうに折り目正しく腰掛けている少女が目に映る。

　ただし、その周囲は緊張感というより、どこかピリピリとした戦意のようなものが張り詰めている気がした。

　横顔はきれいな顔立ちだ。だけど、体の中には、はちきれそうなほど大きなエネルギーを秘めている。それが第一印象だった。

　吉よし村むらうらら。

「お嬢さん、ひとり？」

「あ？」

　冷や汗がこぼれる。しかし涼香が上級生だと気づいてか、うららは笑顔を取り繕う。

「あ、どうも、そうですケド。ええと……センパイは、見たことがない人ですね？　どこかから制服ゲットして、学院に潜り込んできたんですか？」

「いやいやさすがに。転校してきたばかりなんだよ。正式に生徒になるのは、明日からだけどね」

「ははあ、そういう。まあ、あたしも高校からの外部生なんで、気持ちはわかるつもりですケド……。いや、こんな四月末にわざわざお嬢様学院に転入してくるような人の気持ちは、やっぱりわかんないですね！」

「へえ、じゃあどうして君はこの学校に？」

「決まってます」

　うららは無表情だった。ただ、その瞳だけが燃えていて、それはとてもお嬢様には見えない凶暴な光だった。

「天下をとるために、ですよ」

「……なるほど？」

　確かにこの麒美島女学院を優秀な成績で卒業した生徒は、淑女としてあらゆる社交界、政財界の華として咲き誇るのだと言われている。

　小さな体にたっぷりの野望を抱えた彼女は、それで話は終わったとばかりに正面に向き直った。




　これで半分。残りは三人だ。

　緊張している子に話しかけるなら、次は……と辺りを見回すと、ひとりの女の子がこちらにやってきた。

「おねーさん。さっきからあちこちキョロキョロして、どうしたんですかあ？」

　大輪の笑顔を浮かべた少女だ。

　指の先まで愛嬌が行き渡ったかのようで、かわいらしいというよりは、蠱惑的なムードを振りまいている。

　滝たき口ぐち汐しお音ね。

「いや実は、ここにいる六人と話してくるように言われてね」

「へえー。それで、どうでした？　気になる女の子、いましたかー？」

　上目遣いの表情は、どうすれば自分がかわいく見えるかをじゅうぶんに自覚しているかのようだった。確かにかわいい。

「うーんどうかな。でも、みんな個性的な子だね。あと、みんな顔がいい」

「うふふ、正直な人ですねー。この学院の中でも、ここにいる六人はトクベツな子たちですからね。そういうおねーさんこそ、すっごく美人さんですよねー？」

「え、そう？」

　汐音のような美少女に言われると、体の奥がポカポカしてしまう。

「照れちゃうなあ、ありがとう。汐音さんはいい子だね」

「そうなんですよー。あ、でも」

　そこでハッキリと壁の見えるような笑顔で、汐音は言った。

「だからって、勘違いはしないでくださいね？　わたしはみんなにいい子なんですよー」

　訂正しよう。彼女はどうやらただのいい子というわけではなさそうだ。




　気づけば、さっきまで揺れていた後頭部が見えなくなっていた。

　近づくと、小柄な女の子は椅子に寝そべっている。具合が悪いのかと思ったが、彼女はぼんやりとした瞳で前を眺めていた。

　そんなお嬢様学院にあるまじき姿勢だというのに、彼女の容姿は目を見張るほどに麗しく、品性を感じられた。長い銀髪が椅子から流れ落ちて、枝垂れ桜のように輝いている。

　藤ふじ麻ま里り帆ほ。

「あの、大丈夫？　気分でも悪くなっちゃった？」

　声をかけても、里帆は前を見つめたまま反応がない。

　しばらく経って、体を揺さぶろうかと思って手を伸ばすと、ハンバーガーも頰張れないような小さな口が開いた。

「私、きれい？」

「口裂け女かな？」

「ううん、感想はいらないの。里帆のことは、里帆がいちばん理解しているから」

　言って、ゆっくりと身を起こす。深く腰掛けたその姿は、自称するだけのことはある。あるのだが。

「ええと」

　彼女はあくびを嚙み殺す。緊張とは無縁な様子だった。

「待ち疲れちゃった。もう帰っていいのかな」

　どうやら自慢らしい髪を指でなでつけながら、里帆はそれきりまたなにも言わなくなった。個性的な集団の中でも、ひときわ個性的な少女だった。




　彼女に話しかけるのを最後にしたのは、講堂の最前列で一心不乱にお祈りをしていたからだった。

　そのまま立ち去ろうとも思ったけれど、彼女とだけ話さないのもなんだか気持ち悪くて、涼香は少女の横に並ぶ。

　ぱっちりと目が開いた。意思が強く、眩しいほどに明るい瞳であった。

　宮みや原はら未み華か子こ。

「わたくしに用ということは……貴女は、迷える子羊さんですか？」

「ううん、そういうわけじゃないんだ。ええと君は」

「宮原未華子です」

「ああうん、そう、未華子さん。あのね」

「どうかしましたか？　宮原未華子ですけれど。懺悔ではないということは、もしかしてわたくしの助けが必要でしょうか？　宮原未華子の。この、宮原未華子の！」

「いや名前言い過ぎじゃないかな！」

　思わず飛び出た指摘だったけれど、未華子は言うだけ言って満足気にうなずいていた。

「困ったときの宮原未華子頼み、という言葉が、この麒美島女学院に」

「あるの？」

「これから先、何百年と語り継がれてゆくことでしょう」

　あまりにも壮大な話だった。

「それじゃあ、なにかこの学院で困ったことがあったらお願いするね」と言うと、彼女は胸に手を当てて、清楚な笑みを浮かべたのだった。




　講堂の出入り口に戻る。

　そこには最初に話した石田真悠が控えていて、涼香が近づくとそれこそ女中のように扉を開いてくれる。気の利いた少女だ。

「ありがとうね」

「いえ、上級生に奉仕するのは、下級生として当然の行ないですから。というよりも、石田はお役に立てる機会を、いつでも窺っているのですけれど」

　口元に手を当てて、真悠はくすりと笑う。人に気を遣わせないような気さくさも、好ましかった。

「侍女になりたい夢、叶うといいね」

「はい。それも、そう遠くない話ですから」

　扉を開けてくれた彼女にもう一度お礼を言って、涼香は講堂を出ていった。




「それで、どうだった？」と。

　頼み事を終えた涼香が学院長室に戻ってくると、そうそうに問いかけられた。

　机を挟んだ向こう、革張りの椅子に腰掛ける女性は、若くして学院長の座についた涼香の叔母であった。その目には、好奇の色がありありと浮かんでいた。

「みんな、なんだかすごかったですね」

「そりゃあ、一年生の中から、特に選りすぐられた六人だからね」

　学院長の理性的な雰囲気に混じった、一握りのいたずらっぽさは、涼香の知る祖母のものによく似ていた。

　祖母が亡くなったのは、つい先日のことだった。

　その遺言に従って、涼香は死ぬほど苦労して入った超一流進学校のブランドを投げ捨て、麒美島女学院に転入してきたのだった。

「君の──春はる崎さき涼りょう香かくんの、妹になるかもしれない子たちだ。思う存分、かわいがってあげるんだよ」




　日本有数のお嬢様学校として有名な麒美島女学院。その特殊さから、国内で知らないものはおらず、女性に生まれた者なら一度は入学する事を夢見る。

　世界に羽ばたく優秀な淑女を育てるという理念の元に作られ、全国から集まった特別な女の子たちだけが、入学を許される中高一貫教育のこの学校は、とある離島に存在し、全寮制で、朝から晩まで、生徒たちは日々、淑女として磨かれ続けている。

　２０２０年春──。そんな学院に新たな制度が誕生した。

　姉妹制度。学院から指名された高等部２年生ひとりに対し、１年生２名の３人でグループを組み、日々の生活や勉強などあらゆる場面で２年生は１年生のメンターとして導く制度だ。

　これから涼香は、様々な学院生活を通して少女たちを自らの妹として導き、そして最終的にたったひとりの『妹』を選ばなければならない。はたしてその行く末はどのような形になるのだろうか──。




　少し悩んで、涼香は答えた。

「まだよくわかりませんけど……とりあえず、言われたことはなんでもやってみようと思います。今は漠然とした目標しかありませんし。それに」

　外に目を向ける。桜の花びらが風に乗って、ひらひらと舞い上がっていた。

「やり直すって決めましたから。ちゃんと、この学校で」
















　麒美島女学院において新設された姉妹制度。礼節を育むためという名目の下、その妹候補として、多くの一年生が声をあげた。

　しかし、その中で最終的に残ったのは六名の少女たち。いよいよ、彼女たちは最終面接へと足を進める。

　そのために。放課後の教室に残り、学院長からの声がかかるのを待っている状況。よほどのことがなければ、ここで落とされることはない……という話だが。

「ねえ、知ってる？　今回の面接」

「なにが？」

　滝口汐音は一年生の中でも、とくに有名な生徒だ。いい意味でも、悪い意味でも。彼女の笑みは、旅人を湖畔に誘い込む妖精のようなイタズラっぽさがあった。

　聞き返す吉村うららの耳元に、小さくささやいてくる。

「姉役の方って、どうやらふたりしかいないみたいなの。でも、姉妹制度ってひとりの姉に対して、ふたりの妹って話でしょ？　だったら、この六人のうち、ふたりは落ちちゃうのかもね」

「え、そうなの？」

　どきりと、うららの心臓が跳ねた。もっとも、この学院内ではよほどのことがない限り動揺を外には見せないように努めている。なぜならそれが、お嬢様っぽいからだ。

　だが、生まれながらのお嬢様。真のお嬢様オブお嬢様であらせられる汐音は、ふふふと笑うと、軽やかな足取りで窓辺の方へと歩いていった。

　いや答えないんかい。内心でうめくうらら。せめて出どころや、ソースを教えてくれればいいのに。

　だが、この学院で汐音ほど顔の広い一年生はいない。クラスでも、いつも春一番のようにセンセーショナルな話題を運んでくるのが、彼女だった。

　むう、とうららは眉根を寄せる。

「だったら、ぜったいに合格しなくっちゃ……」

　学院長の面接は、六人のうち、ふたりずつが呼ばれる。

　最初はうららと汐音の番だ。そのために本日は、こうして居残りをさせられていた。放課後の教室からは、夕焼けに照らされた海が見える。赤々と輝いて、まるで空と海の境界が消え去ったかのようだ。

　きれいな景色だとうららは思う。ここは立派な学校だ。

　自分は、他のお嬢様たちとは違い、平々凡々な庶民の出身だ。別に、周りもそれを揶揄したり、からかったりはしてこない。お嬢様どもは性格もお淑やかで礼儀正しい。

　ただ、それはそれ、これはこれ。

　うららには野望がある。その源泉はとても子供っぽくて、人に話せば呆れられてしまうようなことかもしれないが、夢なんてきっとそんなものだ。

「あ、滝口さん。そろそろ時間だってよ」

「はぁい」

　振り返りながら、蜜のように笑う汐音を見て、うららはぐっと歯嚙みする。

　連中は強く、しなやかで、それにとても可愛らしいやつらばかり。

　それでも──自分は、麒美島女学院の頂点に立ちたい。それはとてもとても、誇らしいことだろうから。




　──と、話を聞いた学院長が柔らかく微笑むのを、汐音は見ていた。

「でもね、吉川さん。この制度を開設するときにも話した通り、妹になったからと言って、内申点や教師からの評価が上がったりはしないのよ」

「そ、それはもちろん！」

　学院長室。横に座るうららの声が、わずかに裏返る。

「品行方正な上級生のお姉さまから礼節を学び、それをこれから過ごす学校生活の糧として役立てたいと願っております」

「そうですか。なるほど、よい心がけだわ」

　学院長は少しだけバツが悪そうな顔をした。

「ごめんなさいね、意地悪なことを言ってしまって。ただ、もしお互いの思いに行き違いがったら、いい気持ちにはなれないでしょう？　だから、吉川さんのことを、もうちょっと教えてもらいたかったの」

「いえ、こちらこそ……」

　この学院でいちばん偉いはずの人物に謝られて、うららはうまく言葉が出てこないようだった。

　そういうところもかわいいな、と汐音は思う。

「では、あなたはどうかしら。滝口さん」

「わたしは」

　花のように微笑んで見せる。

「なんだか、楽しそうだったから、応募しました」

　さっとうららの顔色が変わった。コイツ落ちたな、って目をしてる。

　くすっと胸の中で微笑む。その顔が見られただけで、言ったかいがあったかも。

「あら、どんなところが楽しそうだったかしら？」

「上級生のお姉さま方とは、お会いできる機会も限られておりますから。吉川さんみたいに、委員会や部活動に専念していない生徒は、季節の行事ぐらいではありませんか。それも、少し活躍を拝見できる程度。ですから、楽しそうだなあって言ったんですよ」

　するすると、立板に水のようによどみなく話す汐音は、終わり際にもう一度にっこりと笑った。

「素敵なお姉さまと一緒に、島内を散策したり、お茶を楽しみたいです」

　まるでなにも知らない童女のように微笑む汐音。隣から『カマトトぶりやがって……！』という声が滲んで聞こえてくるかのようだった。

　決して、そのようなつもりはない。先ほど言ったのは、すべて事実だ。

　この学院には面白い人が多い。一見お嬢様に見えても、様々なものを抱えていたりする。おいしいところだけ食べるなら、退屈はしない場所だ。

　だから、上級生とも触れ合ってみたい。姉妹という関係性は、ひとりっ子の汐音にはイマイチ、ピンと来なかったけれど。でも、細かいことは決まってから考えればいい。

　汐音は、ただ楽しみだった。

「そう。それでは、面接は以上です。あ、他になにか質問はある？」

「はい！」

　吉川うららが元気よく手を挙げた。

「私はこの制度が続いた場合、来年以降は姉として、妹の育成に励みたいと考えております！　ですので、どうぞよろしくお願いいたします！」

　大きく頭を下げるうららを見て、汐音は思わず目を瞬かせた。

　うーん、なるほど。

　学院長室を退出後、汐音はうららに笑いかけた。

「うららちゃん、なんだか妹になってもお姉さまを引っ張っていきそうだよねー。グイグイグイーって。あたし、うららちゃんの妹になっても楽しそうかも」

「はあー!?」

　ニヤニヤとからかうと、案の定、実にいい顔で悲鳴を上げてくれたのだった。
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「あ、ほら、次は私たちの番みたい。ただ学院長とお話するだけなのに、胸がドキドキしてきちゃいましたの」

「ああほら、落ち着いてください、千沙都さん。そんなにパタパタと、雪の日の仔犬みたいに……」

　彼女を落ち着かせようと、石田真悠は優しく声をかけた。

　皆瀬千沙都は中等部からの馴染みであり、大好きな友人だ。

　共に姉妹制度へと応募したのは、示し合わせたわけではない。まったくの偶然だ。けれど真悠はこのことを、不思議な運命だと信じている。

「ねえね、でもわたし聞いちゃいましたの、真悠さん」

「どうかしたんですか？」

　声をひそめて、大げさに困り顔を作る千沙都。

「実はね、今回の面接で、六人のうち四人しか選ばれないんだって。ふたりは落ちちゃうっていうんですの」

「えっ。それ、本当ですか？」

「わかりません。でも、みんな噂をしていたんですの……」

　しょんぼりと、千沙都は心から悲しそうに眉を落としていた。

「ねえ、どうしましょう。わたしが妹になれなかったら……。わたし、ぜんぜん自信なんてありませんもの……」

「それは」

　自信がないのは自分だって同じだ。

　他に応募した一年生は、あの世界的な歌姫を母にもつ滝口汐音や、親子三代で麒美島に通う名門の宮原未華子。それに、姉候補として有力と呼ばれている二年生、藤間帆南の実の妹である、藤間里帆などが名を連ねている。

　吉川うららだって高校編入組ながら、その学力と運動神経で、あちこちのクラブや委員会から誘いを受けている、目立った生徒だ。

　不安になる気持ちもわかる。

　だけど。

「大丈夫です、千沙都さん」

　真悠は、少し冷たくなってしまっている千沙都の手を、そっと握った。

「心配いりません。だって、千沙都さんはとっても素敵な方ですから」

「真悠さぁん……」

　瞳の潤んだ彼女の目元を撫でて、ゆっくりと頰へと指の背をなでおろしてゆく。

「石田の見る限りは、千沙都さんの魅力は、誰にも負けていませんよ。ただし……今のままだと、負けてしまうかもしれません」

「ええっ、そんなの困ります……。わたし、どうすればいいんですの……？」

「それはですね……」

　たどった指で、くいと千沙都の唇の端を持ちあげる。

「まゆふぁん？」

「自分が落ちるかもしれない、落ちたらどうしよう、落とさないでほしい……なんて顔でやってきた頼りない生徒を『じゃあ可哀想だから落とさないであげよう！』なんて思うような、麒美島の先生はいらっしゃいません」

　ピンと背筋を伸ばして、真悠は語りかける。

　まるで仕えた家のご令嬢を言い聞かせるように。

「選ばれるとなれば、他の方の叶わなかった夢を背負うことになるのです。ですから、毅然と微笑んでいてください。それに、千沙都さんには笑顔がいちばん似合いますよ」

　にっこりと微笑みかけると、千沙都はしばらく真悠の目を見つめたまま口をぱくぱくと開閉していたのだけれど。

　やがて目を伏せてこくりとうなずく。今度は自分の指で、唇の両端をいーっと持ち上げてみせた。

「わかりました、真悠さん。わたし、笑顔で面接に行きます……がんばって、そうしますの！」

「はい」

　真悠はぽんぽんと、千沙都の肩を撫でる。

「それでこそ、千沙都さんです」

「単純なところが美徳ですもの！」

「そうですね」

「あっ、ひどいですの！　真悠さん、そんなに笑わなくても！」

　真悠は口元に手を当てて笑う。

　でも、今言ったことはすべて、自分にも当てはまることだ。自分は千沙都のように可愛らしくなければ、純真にも素直にもなれない。

　だからといって、悪いところをアピールしても仕方ない。せめて、妹となって姉を支えたいのだ、という気持ちだけは強くもっておかなければ。それが自分の夢である『侍女』になることと繫がっていると、信じて。

「そういえば、千沙都さんはどうして妹になりたいと思ったんですか？」

　緊張を和らげる意味で、楽しそうな話題を振ってみると、彼女は目を丸くした。それから頰を薄っすらと赤く染めて、はにかむ。

「子どもっぽいとは思うのですけれど……だって、その、いつも寝る前に読んでいるお本みたいに、すてきな物語が始まりそうな予感が、するんですもの！」

　ああ、その笑顔ならきっと間違いない。

　真悠もまた「がんばりましょうね」と優しく微笑んだのだった。




　＊＊＊




「ほら、ちょっと、ねえ、里帆さん！　しっかりしてくださいまし！　もう面接の時間ですわよ！　真悠さんと千沙都さんが呼びに来てくださいましたわよ！　ああもう！」

　机に寄りかかって眠る少女を、宮原未華子は力いっぱい揺さぶっていた。

　しかし、この人形のような娘──藤間里帆はさっぱりと目を覚まさないのだ。

「里帆さんー！　もう、このまま担いで学院長室まで向かいますわよ！　この宮原未華子のパワーを思う存分、全校生徒に披露してやりますわ……」

　未華子は腕まくりをする。（実際は淑女としてはしたないのでフリである）

　里帆をよいしょと抱き上げようとしたところで、ぱっちりと彼女が目を覚ました。

「未華」

「子もつけてくださいまし」

「……もう時間？　起こしてくれてありがとうね」

「いえいえ、これも宮原未華子の務めですわ。そう、だから感謝など必要はありません。私わたくしがやりたくてやっていることなのですから。すべては宮原未華子が自身を高め、よりよく麗しい淑女となるための道程……」

「未華、早く行こ。遅れちゃうよ」

「あなたという人は本当にもう！　いえ、別に怒ってませんけど！　聖母を目指す宮原未華子が怒るなんてことはありえませんけどー！」

　とことこと廊下に歩いていく里帆を早足で追いかけながら、未華子は顔を真っ赤にする。

　里帆のマイペースさに振り回されるのも、いつものことだ。同じクラスになって一週間。未華子はすっかりと里帆担当係として任命されている節がある。

　といってもまあ、誰かの面倒を見るのは嫌いではない。より、母性が育まれるような気もするし。

　問題は、未華子が比較的頭に血が上りやすいタイプの人間である、ということぐらいか。

「そういえばお聞きになりました？　里帆さん。なんでも、今回選ばれるのは、応募者六名の中から四人だけという話ですわ」

「そうなんだ」

「ですから、少しは真面目に面接に臨まないといけませんわよ。途中で居眠りなんて言語道断ですわ」

　こんな小言を言っていると、自分は里帆の母親にでもなったような気持ちになってくる。手間がかかる子ほどかわいいとは言うが。

「でも大丈夫だよ」

「あら、大した自信ですわね」

「居眠りしてても、里帆は里帆のままだから」

「だからなんですの!?　さすがに里帆さんでも、そんな失礼な態度では落とされてしまいますわよ」

「でも、里帆は里帆だよ」

　こめかみに指を当てて、未華子は難しい顔をした。

　彼女の言いたいことを嚙み砕く。

「つまり、動物園のパンダは寝てても見物客からかわいいかわいいってもてはやされるから、同じように里帆さんの価値も減衰することはないって言いたいんですの？」

「里帆はパンダじゃなくて里帆だよ」

「モノのたとえですわー！」

　里帆は美しい少女だ。麒美島は誰もが美しく生きられるよう、礼節や品性を学ぶことができる学校だが、生まれ持った天性の美貌による差というものは、確かに存在する。

　特に里帆は、その美しさを維持するために、両親からの全身全霊のサポートをされて生きてきた。純粋培養の美の化身なのである。

　それは未華子も──麒美島のあらゆる女生徒も──認めるところだ。

　だからといって、妹になれるのはもっとも美しい生徒ただひとり……というわけではない。

「別にいいですけれど、里帆さん。少し意外でしたわ。あなたも妹候補に志望するというのは」

「そうかな」

「ええ。歯に衣着せずに言わせてもらうなら、面倒事はいかにも苦手そうですのに」

　里帆は少し間を取ってから、ぼんやりとした声をあげた。

「未華に、一生お世話してもらうわけにもいかないし」

「子をつけてくださいまし。あなたが困っているなら手助けしますけれど、そうではない方の面倒を進んで見てあげるほど、暇ではありませんのよ。というか一生って」

「うん、だからね」

　学院長室の前までやってきて、未華子はふと立ち止まった。

　隣に立つ里帆を見やり、眉をひそめる。

「だからって……まさか、あなた。お姉さまに面倒を見てもらう気ですの？」

　そう聞くと、里帆はまるで名画のように微笑んだ。

　蕾みたいな口を開く。

「だって、かわいい妹のお世話をするのは、お姉様の本懐でしょう？」
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　と、本日最後の面接を終えた学院長は、藤間里帆と宮原未華子に笑いかける。

「それじゃあ、きょうはここまで。最後になにか質問はあるかしら？」

「はい」

　真っ直ぐに手を伸ばした未華子に、どうぞ、と手のひらを向けて促す。

　未華子は緊張の色も見せず、堂々とまっすぐに問いかけてきた。

「今回の妹候補は、六人の中から四人が選ばれるとお聞きしましたわ。なにか選考基準のようなものはおありですか？」

　強い瞳だ、と学院長は思う。一年生の中でも、とびきりに。

「ああ、そのことね」

　苦笑いをする学院長の様子に、未華子は少し怪訝な顔をした。ちなみに、隣の里帆はこちらに視線を向けてはいるが、どうにも興味はなさそうで。なんとも、対象的なふたりである。

「うん、直接私に尋ねてきたのは、宮原さん、あなたが初めてだわ。だからね、ご褒美に……というわけではないのだけど、教えてあげるとしましょう」

　せっかくここまで残った六人の生徒の希望を、摘みたくはないのだ。

　これから、様々な困難に直面した彼女たちは、ありとあらゆる要素によってふるいにかけられ、蹴落とされてゆく。親しい友人同士であっても、競い合わされ、否応なしに優劣が決定づけられる。

　だから、せめてできる限り、この学院の中だけでは、と。

「あともうひとりね、姉候補を増やすことにしたの。もうじき、麒美島にきてくれるはずよ。だから、六人は全員、誰かの妹になれるわ」

　すると、未華子にも、また、さすがに里帆にも安堵の色が見えた。

　学院長はさらに笑って、付け加える。

「ただね、そのお姉様とうまくいくかどうかは、あなたたち次第。うまくいかなくても、きっと得られるものはあるでしょうから、がんばってちょうだいね」

　それはきっと妹たちだけではなく。

　忙しない日々の中で、人との関わり方を忘れてしまいそうになっていた、あの子──春崎涼香にとっても、同じように。




　一週間後。六人の少女たちは一同に会し、講堂に集められた。

　少し遅れてやってきた、春の香りを待つ、そのために。
















　祖母が亡くなった。

　その伝えを聞いた時、涼香は模試の最中だった。職員室に呼び出された涼香は、激しいショックを受けた。ふらつく足取りで教室に戻って模試の続けを受けようとしたのを、教師に止められて。

　そのとき、ようやく思ったのだ。

　自分は大切ななにかが、抜け落ちてしまったのだと。




　告別式は、多くの参列者で賑わっていた。

　はるばる遠方から駆けつけた人たちも大勢いて、誰もが故人の死を偲んでいた。元教師だった祖母の教え子は全国に何百人もいて、年齢層も様々だった。三十代から六十代。ただ、圧倒的に女性の数が多い。それは祖母が女子校に勤務していたからだろう。

　制服に身を包んだ涼香は塀の近く、鯨幕のそばにひっそりと佇んでいた。

　単語帳も持たずにこうしてぼーっとするだなんて、いつぶりだろう。

　都内で一番の進学校に入学した理由も、今ではおぼろげだった。まだ一年しか経っていないのに。そう、どこにでもあるような、ありふれた理由だ。母が、父が喜んでくれるから。成績があがると、周りの人が褒めてくれるから。人に勝つのは気分がいいから。

　どれが最初の目的だったんだろうか。いつしか、負けられないことだけが心を突き動かしていた。必死にがんばったところで、周りの連中もがんばっているのだ。現状維持がやっとの悪あがきに、擦り切れたのは心と、入学祝いに祖母から贈られたローファー。

　そうだ、祖母が喜んでくれたんだ。

　初めてテストで一番を取ったあの日に、祖母はすごいすごいと頭をなでてくれた。クラスで一番になりたくて、がんばって勉強した涼香の努力を、認めてくれたのだ。

　涼香は祖母が好きだった。忙しくてたまにしか会えない祖母だったけれど、品格があって凛としていた祖母は、いつも格好良く見えた。優しいだけではなく、少しいたずらっぽくてお茶目なところもあって。多少の無茶を言ったところで、周りの人は『仕方ないなあ』と嬉しそうにしていた。人の輪の中で、いつも人に囲まれていた祖母だった。

　それなのに。

「涼香、疲れたなら、先に部屋に戻っていてもいいのよ」

　そう言って、よほど疲れた顔の母親が声をかけてきた。

「……おばあちゃん、なにか言ってた？」

「え？」

「私のこと、なにか」

　涼香は祖母の見舞いにも行かなかった。

　勉強で忙しいと、ずっと先延ばしにしていた。自分のことしか見えていなかったのだ。

　母は目を伏せる。

「お婆ちゃんは、涼香のことを心配してたわ。いつか、体を壊しちゃうんじゃないか。もうちょっとのんびりとした学校を勧めればよかったな、って。ずっと、あなたのことを」

「……そっか」

　胸元をぎゅっと摑む。

　確かに一度だけ、誘われたことがある。

　なんでも涼香のやりたいようにさせてくれた祖母が、そのときだけ珍しく声をかけてくれたのだ。

　けれど。

　それもすべて、過ぎた話だ。祖母はもういないし、自分は自分の人生を歩むしかない。どうしてあのとき止めてくれなかったのか、なんて甘えだ。選んだのは自分なのだから。

「おばあちゃん」

　棺の向こうに飾られた笑顔は、もう涼香に語りかけてくれることはなかった。




　朝、五時半に起きて一時間勉強し、登校。帰ってきてからは塾。そのままずっと勉強し、二十三時には就寝。それが高校二年になった涼香の基本的な生活リズムだった。

　朝の食事は通学途中にコンビニで買ったもの。夜も同じように、塾の休み時間、出来合いのものを口にした。

　疲労感を覚えたことはない。ただずっと、背後から追いかけられているような焦りがあり、人間性が摩耗していく感覚に苛まれた。

　祖母が亡くなって、何日かが経ったある日のことだ。

　母の妹である、叔母が家を訪れた。

「涼香、少しいい？」

　夜の二十二時。部屋で明日の予習に手を付けていた涼香は、その声にドアを開く。こないだ告別式で会ったばかりの、叔母さんだ。

　スーツ姿で髪を後ろにまとめている。その瀟洒な立ち姿は、母よりも色濃く祖母の血を受け継いでいるようで、懐かしくも、寂しくもあった。

「叔母さん、どうかした？」

「や、お葬式のときも、あんまり話せなかったから。今どうかなって思ってね」

　涼香はちらりと振り返る。デスクライトに照らされた机には、解きかけの問題集があった。暗記ならともかく、数学は一度中断すると集中力が戻るまで時間がかかる。勉強の能率を気にしてしまった。

「うん、まあ、ちょっとなら」

「そっかそっか、ありがとうね。涼香、大きくなったじゃない。最近はずっと趣味の登山にもついてきてくれないんだから」

「それいつの話？　小学生とかじゃないかな」

「そうだっけか。ま、しょうがないね。最近忙しそうだもんねえ」

「ん……」

　叔母さんと登った山の風景を、今でも覚えている。それは涼香の学力に対するイメージと、重なっていた。少しでも足を止めると、クラスメイトたちはどんどんと上に行く。

　少し叔母さんと話しているだけなのに、背中がもう見えなくなりそうで。今もどこか、ソワソワしてしまう。

「そんなに勉強、楽しい？」

「……楽しいとかは、あんまり感じないかな。でも、やらなきゃいけないし」

「その年から、しっかりとした考え方しているねえ。じゃあ、ちょっとした気晴らしだ」

　差し出されたのは、便箋だった。

「これ」

「うん。私が預かってたの。お婆ちゃんからの、手紙だよ」

　涼香は一瞬固まった後、机からハサミを持ってきた。叔母の前で、便箋を開く。

　おばあちゃんの言葉を、聞きたかった。今の自分を見て、どう思っていたのかを聞きたかった。

　けれど。

「これって……なにこれ、転入届？」

　手書きのものはなにもない。入っていたのは、無機質な紙が一枚きりだった。

　裏を見ても、変わらない。手紙ではなかった。涼香は虚しさを覚えた。

（どういうことなの、おばあちゃん……。これじゃ、私……」

「いつ相談されてもいいように、準備だけはしてたみたいだね。でも、決めるのは、涼香ってことだよ」

　その紙には、いつしか祖母に勧められた高校の名前が、あった。

「あ」

　気づく。最後まで、気にかけていてくれたのだと。

　叔母さんがポンと涼香の頭に手を当てた。彼女は微笑む。

「だから、自分でしっかりと選んで……って、お母さんもお婆ちゃんも言うだろうけどね。しょうがない。ここは私が悪役になってあげようじゃないか。高校生に選択の責任を取らせようなんて、そっちのほうがよっぽど酷だよ」

「それって……？」

「この学校に、って、今は私が勤める学校だけどさ。一緒においでよ、涼香。悪いようにはしないから。心から『楽しい』って言えるようななにかを、見つけてあげるからさ」

　手を差し出してくる、叔母さん。

　涼香は彼女をぼんやりと見上げて、口を開く。

「私……」

　じんわりと、胸の奥が温かくなる。

　もう一度、やり直してもいいのだろうか。今さら、もう、一度選んだというのに。

「それって、逃げることじゃないのかな……」

「仮にそうだったとしても、なにか悪い？　誰かに迷惑かけてる？　違うでしょ。私たちはみんな、涼香の幸せを願っているんだよ」

「私の……幸せ」

　そんなのは……わかっていたつもりだ。

　一度だって、疑ったことはなかったはずなのに。

　うつむいていた涼香は、小さく顔をあげて。

「うんうん」

　けれど、叔母さんは近くで優しく笑っていてくれたから。だから。

「じゃあ、とりあえず……資料請求からお願いします」

「あれ!?　今のうなずく流れじゃなかった!?」

「よく知らない学校に、ふたつ返事で入るわけないって……」

　涼香は祖母の遺した転入届をぎゅっと抱きしめながら、ほのかに微笑んだ。

「自分のことは、自分でしっかり決めるからね、私」

　なんだか久しぶりに笑った気がした。




　その一週間後、涼香は届け出を提出し、麒美島女学院への転入を決めた。

　山登りのコースから外れても、きっとそこには新たな道がある。野花を眺めながら、散策するような足取りの人生も、きっと悪くないだろうと思えたから。

　なによりも、祖母の想いに報いたかったから。

　四月末。ハナミズキ香る季節のことだった。




　＊＊＊




　都心からヘリコプターに乗り、三十分強。アクアマリンの海に浮かぶエメラルド色の島が見えてきた。

　麒美島。住所こそ東京都だが、北太平洋に浮かぶ小さな島だ。人口は二千人と少し。そのほとんどが、麒美島女学院の関係者か、あるいはなにかしらの関わりのある住民だ。

「なんだか、きれいな島だね」

　初めて見た。というか、本州を出たのも生まれて初めてのことだ。

　だけど、向かいのシートに座る叔母さんは、足を組みながらも感慨深くうなずいた。

「そうだねえ。涼香が来るのは二度目かな」

「え？」

「生まれたばかりの頃、お婆ちゃんとお母さんと一緒に来たことがあるんだよ。ほら、我が家は三代続けて麒美島女学院出身だから。涼香で四代目になるね」

「そんなに」

　初めて聞いた。お母さんたちは、自分の選択肢を狭めないように、黙っていてくれたのだろう。その結果が、勉強のしすぎで気を滅入らせたとあっては、先祖不幸もいいところだ。

　学園内のヘリポートに着陸し、涼香は久しぶりに地面へと足を下ろす。しっかりと踏みしめることができる大地があるというのは、ありがたいものだと知った。

「叔母さん、あれが本校舎？」

「そうだよ、きれいなものでしょ。毎年ちゃんと手入れをしているんだからね」

　まだ授業中なのか、生徒の姿もなくひっそりと佇む様は、白亜の城のようだ。ネットでの評判も調べたが、麒美島女学院と言えばこの美しき学び舎がどこでも話題に上っていた。確かに荘厳で、象徴的な建物だ。視界に入ると、自然と背筋を伸ばしてしまう気がする。前に過ごしていた進学校の校舎はただの箱としか思えなかったのに。

「それじゃあちょっと付き合ってもらっていいかな、涼香。制服も中で渡すから」

「うん」

　すでに生活用品一式は、寮へと送ってある。小さな鞄ひとつ抱えて、涼香は新天地へと足を踏み入れた。

「勉強についていけるかな」

「転入試験の学力テストで全教科満点を取った姪に、なんの心配があるというのか」

　叔母さんに連れられた先には『学院長室』という札がかけられていた。これも祖母から受け継いだものらしい。叔母さんを学院長にするとは大胆な発想、的なことを言ったときには、苦笑いをされた。




　制服に着替えて、姿見を前にする。ブレザーに青いリボンタイ。前の学校の制服よりは似合っている気がするけれど、よくわからない。

「さ、それじゃ、お姉さん夫婦に写真送るから、笑って笑って」

「うん」

　ちょっと緊張した顔で、手を組んだ姿勢の直立不動。父も母もついてきたがっていたけれど、さすがに平日のきょうは仕事がある。ただでさえ、祖母の葬式で長く有給を使ってしまったらしいから。落ち着いた頃に、様子を見に来てくれると言っていた。

　ふたりとも、涼香が転入することに関して、不安半分安堵半分といった面持ちだった。少なくとも、涼香の現状よりはマシだと判断して判を推してくれた。

　それほどまでに進学校での自分は危うく思われていたのかと、妙に恥ずかしくなる。わかっていなかったのは、自分だけだったみたいだ。

「さ」

　学院長室の椅子に腰掛けた叔母さんが、顔の前で手を組む。

「今から私は叔母さんじゃなくて、学院長ね」

「うん」

　じゃない。

「はい。学院長」

「よろしく」

　ニコリと笑った学院長が、手を叩く。

　すると、いつの間に控えていたのか、ふたりの生徒たちがドアを開いて入ってきた。

　リボンタイの色は同じく青。涼香と同じ二年生だ。

　ひとりは長い黒髪の儚げな美少女。もうひとりはショートカットの勝ち気な美人だ。スカートの長い方と短い方で、高低差が２メートルぐらいありそうなほど正反対の印象。

「須佐野、明日葉……入ります」

「藤麻帆南。来ました」

　礼儀正しく頭を下げる様は、まるで鏡写しのようにそっくりで、麒美島女学院の教育レベルの高さを見せつけられたみたいだ。

　彼女らにならい、涼香は目礼する。自己紹介ぐらいはしたほうがいいのだろうかと思っていると。

「ようこそ。さて、こちらの子が例の春崎涼香くんだ。君たちと同じ『お姉様』候補となる」

　ふたりの視線が涼香に刺さる。それは好奇に色づいていた。

　いったい、なにがどうしたのだろうと瞬きを繰り返す涼香。

　そこで、学院長は机の上に履歴書のようなものを並べた。六名分のプロフィールファイルだ。明日葉と帆南、そして涼香はファイルを眺めて。

「君たちにはこの中から二名を『妹』として、教育してもらいたい。それが、本学院が本年度から開始する『姉妹制度』だ」

　明日葉と帆南は学院長の言葉を、粛々と受け止める。

　聞かされていなかったのは、涼香ひとり。

「ど、どういうことですか、学院長」

　学院長は祖母そっくりの笑顔で、快活に笑った。

「君が『楽しい』と思えることを見つけてあげるって、約束しただろう？」

　そんなものは、まったくもっての初耳なのである。




　クラスメイトはライバル。蹴落とすもの。努力をしなければ置き去りにされる。そんな環境で過ごしていた涼香に、今度は人と関わって過ごせと言う。

　新たなる環境。新たなる制服。そして、新たなる役割を与えられた涼香は、渋面を作りつつも、やがて「わかりました」と首肯した。

　その上、なんと今すぐ六人に会って、話をしてこなければならないらしい。もう、めちゃくちゃだ。悪役を演じる宣言が、有限実行すぎる。

　けれども。

「いいですよ、付き合います。今度こそ学院長の、山登りに」

「うん」

　学院長は嬉しそうにうなずいた。

「頂上から見る景色だけではない、道程の美しさを、君にはぜひとも体験してもらいたいな」

　学院長の思惑が、吉と出るか凶と出るかは、まだまだわからない。

　でも、ただひとつだけ確実なことがあるとすれば。

　この場に祖母が同席していたのなら、きっと『涼香ちゃん、がんばってね』と楽しそうに笑っていただろうから。
















「ふう」

　涼香は荷物を下ろした。まだ授業を行なっている時間帯の寮は静かで、休日の図書館に一番乗りして参考書を広げたような、心地よさがあった。

　ただ、さすがに明日からは騒がしくなるのだろう。本来は二人部屋のはずの寮だが、涼香については余った部屋があったからということで、特例の一人部屋だ。

　あまり叔母の権力でえこひいきをしてもらうのは困ると思いながらも、なるほど、と納得。若干カビ臭く、物置めいた日当たりの悪さ狭さ。『余った部屋』がその通りすぎる。

「でも、落ち着くな……」

　ベッドをぐいぐいと押す。スプリングは新しく、寝床だけはせめてと清潔なものを用意してくれたみたいだ。あとは自宅から持ってきたデスクライトを配置すれば、人の住処としては、じゅうぶんすぎる。

　麒美島女学院の隅々まで行き届いた気配りに辟易していたわけではないけれど、こういう風に『陰』の気配に満ちた場所に身を置くと、温泉に肩まで浸かったような安心感に包まれる。そんなことまで見越していたんだとしたら、叔母はどれだけ自分のことを理解してくれているのか。嬉しい反面、完全に手玉に取られて癪だな、とも思う。

「って、こうしてる場合じゃない」

　部屋を出て施錠する。わずかに錆びついた金属の鍵は、無骨な割にやたらと手に馴染んだ。

　もしかしたら、祖母や母もこの鍵を手にしたのかもしれないなあ、なんて思って、そこになんらかの感慨を抱こうとしたけれど、うまくいかなかった。とりあえず、うん、歴史を感じる……ということに、しておこう。




　早歩きで、寮の玄関へと向かう。人を待たせていたのだ。

　スリッパから上履きに履き替える。タイツ地のつま先を滑り込ませて、とんとんとかかとを収める。お嬢様学校だから、本来は靴べらを使ったほうがいいんだろうか。そのうち、誰かに見咎められてしまいそうだ。

「ごめん、おまたせ」

　出たところには、ふたりの同級生が立ち並んでいた。

「あ、いえ……大丈夫ですよ」

「もっとゆっくりでもよかったよ。おかげで授業をサボれるからね」

「帆南さん……」

　黒髪の美人が、たしなめるように声をあげる。彼女は須佐野明日葉。自分と同じく、姉候補のひとり。淑やかな所作にも気品があふれている。麒美島の生徒の理想像を体現したような子だ。

　隣のあくびを嚙み殺しているショートカットの美女が、藤麻帆南だ。こちらはリボンタイを外していたり、ブレザーの前を開いていたりで、どことなく不真面目な印象を受ける。顔に薄っすらと化粧を施しているのも、珍しい。

　ふたりは二年生であり、姉妹制度としては涼香の同僚（？）という立場だ。今回は、ふたりに学院内を案内してもらうことになっていた。

「途中、色々と姉妹制度についても教えてくれるんだって？」

「ま、あとでプリント見ればわかるようなことだけだけどね」

「それでも助かるよ」

　ひとまずは、だ。

　姉妹制度は、一年間で固定のふたりと付き合うわけではなく、三期に別れており、それぞれ違う妹を育てることになるようだ。

　その妹は同じふたりがあてがわれることもあれば、違うふたりに変わることもある。名目としては、多くの少女と触れ合うことによる、精神的な成長を促すように、だ。

　実際、多くの子と付き合うのも、少ない子と深く付き合うのも、どちらもメリットがあるんだと思う。

　そうして一年を通して『姉』をやりきった後に、付き合ったのべ六人の妹、そのうちのひとりと永遠の契りを結ぶ。契りとは、大げさな話だけれど。

　それが、スール制度の流れだ。

　なるほど……大変そうだ、と素で思う。

　本舎に足を踏み入れる。学院長室のある、四階建ての白亜の城だ。

　ここには、だいたいほとんどの設備がある。学び舎から、職員室から、学食、保健室、図書館、あとは一部の移動教室も。

「運動場にもここから行くし、体育館もだね。一通り、場所も説明しておくよ」

「うん、助かります」

　一階の学食を通りすぎると、左手には一年生の教室が並んでいた。ガラス張りの窓で、授業風景が覗けるようになっていた。

　すると、下級生の誰かがこちらに気づいたようだ。帆南か明日葉か、あるいは両方か。鈴虫の鳴き声のように黄色い声が広がってゆき、その騒ぎには老年の教師も苦笑いを隠しきれない。

　さすがの人気だ。帆南と明日葉はどちらも、曖昧な笑みを浮かべて、下級生たちに小さく手を振った。一年生は小鳥のヒナのようにまた、わあ、と色めく。

　おお……と涼香は、わずかに感動を覚えていた。

　こんな風にいかにもな、女子校の『お姉さま』がいるだなんて。

　自分がそのひとりに加わることになるとは露にも思わず、涼香は改めて帆南と明日葉を見つめた。

　もし最初から麒美島女学院に入学していれば、自分も当たり前にこのふたりのようなお姉さまに憧れる生徒になっていたのだろうか。だと思うと、なんだか面白い。

　実際、ふたりの顔の造形は、息を吞むほどに整っていた。白亜の城に佇むふたりの姿は、それだけで出来栄えのいいポートレートが生み出されそうだ。

　一年生の教室を通り過ぎた辺りで、帆南が振り返ってきた。

「でもさ、せっかく妹ができるんだったら、その子に案内してもらえばよくない？」

　涼香は確かに合理的だな、と思いながらも。

「そこはせめて、お姉さんとして格好つけさせてもらいたいなあ」

「姉なんてそんないいものじゃないよ」

「そういえば藤麻さんは、一年生に妹さんがいるんだよね」

「んー、まあね」

　帆南と並んで歩いていく。明日葉は後ろからついてきた。

　ちらりと様子を窺うけれど、特に前に出てくる気もないらしい。帆南が話すなら、任せようという態度だった。

　どうやら同級生だけど、仲がいいわけでもないのかな。実際、帆南と明日葉はずいぶんとタイプが違う。共通点は、並ぶと絵になるってだけだ。

「春崎は、学院長の姪なんだって？」

「そうだよ」

「ふうん、なんかいろいろ大変そうだね」

「今のところはまだ。本格的に学校生活が始まったら、そう思っちゃうのかも……」

　話題に出してはみたけれど、帆南自身は割とどうでもよさそうな顔だった。あまり他人に興味がないのかもしれない。涼香にとっては、慣れ親しんだ勝手知ったる距離感だ。

　ともあれ……場を繫ぐだけの会話は得意だけれど、それでは今までと同じことの繰り返しだ。叔母の挑発するような物言いを思い出し、涼香は咳払いした。

「ええと……藤麻さんは、どうして妹を作ろうと思ったの？」

「え？」

「いや、実の妹がいるんだよね。なんかやりづらくないかな、って」

「キミは意外と距離を詰めてくるんだね。もうちょっと緩やかに時間をかけるタイプかと」

「これからはそういう風に生きていこうかと思って。決意したばかりだから、まだまだド下手なところはご勘弁」

「少し、学院長に似てると思ったよ」

「む……」

「いや、ごめんね。あてつけのつもりじゃないんだ。わたしとしては褒めたつもりだったんだけどな……。つまり、そういうことなんだよ」

「どういうこと？」

　階段を登って、二階へと上がる。ここにあるのは、主に職員室や、特別教室。掃除は主に業者が担当しているらしく、古めいた板張りの廊下はどこもぴかぴかであった。

　誰もいない廊下に、三人分の足音が響く。

　帆南はあけすけなく話をしてくれる。冗談めいた色がフィルターのようにかかっているのが、相手によってはあしらわれてると感じてしまうのだろうけれど、涼香にとっては話しやすい相手だった。

「わたし自身はやるつもりなんてなかったんだけど、学院長に請われてね。二年生の自薦は認められていないんだ。他薦というか、学院長からの任命制なんだよ」

「あーなるほど。だから私も……」

「そうそう。断ると、学院長はしつこいからね……。引き受けたほうがまだマシさ」

　振り返る。

「須佐野さんは？」

「え？　あ、私は、何度も断りましたけれど……」

　押し切られちゃったらしい。

　儚げな見た目と、葉擦れのようなささやき声の通り、明日葉はあまり人付き合いが得意なタイプではなさそうだ。

　実は私もなんだよね……と打ち明けたところで、お互い『はあ、それで突然妹がふたりできるのは、大変ですね』と慰め合うことしかできなさそうだ。

「学院長は、どうして須佐野さんに任命したんだろうね」

「私が聞きたいです、そんなこと……」

「意味のないことはしない人だと思うよ。ま、してたらむしろ大問題か」

　帆南が笑う。明日葉は目を伏せた。ふむ。

「んー、私はねえ」

　涼香は口を開く。

　人のことを聞く前に、まず自分のことを話してみることにした。

　なんでそう考えたのかといえば、あまり論理的ではなかった。ただなんとなく、今までしてこなかったことを、やってみようと思ったぐらいだ。

「しばらくずっと人と関わらない生活を送って、数字ばっかり見てたから。そういうのよくないんじゃない？　って叔母さんに言われて。いや、言われてはいないんだけど、そういう雰囲気を感じてね。姉もやってみることにしたんだ」

「数字ばっかり見る生活？　銀行マンみたいな？」

「ある意味似てるかもね」

　涼香は肩をすくめた。

　ライバルの目を盗んで、他人を出し抜き、自分だけ成果を手にする。大人がどうやっているのかはわからないけど、平均的な学生よりは社会人の性質に近い気もする。

「だから、麒美島女学院に来たんですか……？」

　明日葉の問いに、涼香は頭をかく。

「ま、そうかな。いろいろと見失っちゃってたからね。だからってわけじゃないけど、これからは人と触れ合って生きていこうと思いまして」

「なるほど。事情ありってわけだね」

　帆南は理解が早い。

「そういうこと。そんな私の事情に付き合わせて悪いけれど」

　学院に来るまで練習した、せめてものにっこり笑顔（人付き合いにおいて、涼香の唯一の武装である）で、明日葉に笑いかける。

「学院長は、須佐野さんにもお節介を焼くつもりだと思うんだよね。どうかな、ここの三人、厄介な人に巻き込まれた仲間ってことで、ええと、たびたび情報交換とかしない？」

「情報交換……ですか？」

「素直に、友達になろうって言えばいいんじゃない？」

　帆南に指摘されて、涼香は腕を組む。

「うーん……姉と妹は、ほら、お互い決まった立場があるでしょ？　役割に当てはめられてるっていうか、ある程度は明確なんだけど。でも友達の定義って曖昧だから……」

　髪を撫でながら目をそらす。そんな涼香の態度に、帆南はふふっと笑って、明日葉は小さくうなずいた。

「なんだか……ちょっとだけ、わかります。友達には、友達としての振る舞いを求められますよね。相手の認識の範疇から逸脱した関係性は、自分がどう思っていようと、友達にはなり得ない……というか……」

「あ、うん、そういうことかな？　すごいね、須佐野さん。よく言語化してくれた」

「……共感、できましたから」

　伏せた前髪の隙間から、明日葉の瞳が覗く。その輝きは、人知れず鍾乳洞の内部で透き通る泉のように、稀有な存在感だった。

　三階には、二年生の教室。また、ホールから続く吹き抜けには立派なシャンデリアが飾られていて、それがいちばんいい角度から見られるらしい。

　そう教えてくれた明日葉に、帆南が笑いかける。

「さすがは図書室の姫」

「……その名前は」

　揶揄する帆南に、明日葉が再び陰気な雰囲気をまとう。

「ただ、図書室が好きなんです。たくさんの本に囲まれていると、安心しますから。……これからは、読書の時間も減ってしまいそうですが……」

　確かにその呼び名は、明日葉にぴったりだった。姫という呼び名も、図書室の雰囲気も。

　涼香は中高と、こういう子を視界に入れないように過ごしてきた。学問が第一優先だと自分に言い聞かせて、趣味を嗜む生徒をどこか見下していたようにも思える。本当に、ひどい視野の狭さだ。

　だから、なにか声をかけてみようと思った。

「妹ができたら、一緒に本を読めばいいんじゃない？」

「え？」

　涼香がなんとなく口にした言葉に、明日葉は顔をあげた。

「でも、それは……。そういうことは、いいんですか？　姉妹というからには、仲睦まじく中庭のベンチでお茶をしたり、勉強をみてあげたりとか……」

「いや、それもさっき言ったお互いの認識の話だと思うけどねえ」

　涼香は人差し指を立てながら語る。

　ぐるぐると脳内で物事をこねくり回すのは、よくやっていた。それをどう出力するかの方法が、まだまだ手探り状態だ。だから、こうして相手に辛抱強く付き合ってもらわないといけない。

「ええと、つまり……。姉妹の定義っていうのも、ふたりで決め直せばいいんじゃないかな、って。類型に無理矢理自分たちを当てはめなくてもね。姉も妹もずっと本を読んでいて、ときおり感想を言い合ったり。あるいは、読み終わったら本を閉じて、そのまま解散したり。ただそれだけで、お互いに与え合えるものはあると思うな」

　なんとか言葉をひねり出したところで、涼香はふと気づく。帆南と明日葉がじっとこちらを見つめている。

「私、なにか、おかしなこと言った？」

「ううん。いいと思うよ」

「はい。……私も、もっと色々と考えてみないと、って思いました」

「そ、そっか」

　自分のせいでなにかおかしな雰囲気になってしまった気はするけれど、仕方ない。効率よく生きるのを止めるというのは、こういうことなのだ。

　うん、割とつらいな。

　ぼんやりと天井を見上げていると、その肩をぽんと帆南が叩いてきた。

「いいんじゃないかな。ちょっと興味出てきたよ、姉妹制度にも」

「あ、そう？　何事も前向きに楽しんだほうがいいらしいしね」

「それだけは間違いない」

　帆南がくすくすと笑う。

　反対側に立つ明日葉もまた。

「では……困ったことがあったら、情報交換しましょう。私も、きっとたくさん困惑してしまうと思いますから……」

「ほんと？　いやあ、それはありがたいな」

　姉妹に任命されるほど有名なふたりとのツテを手に入れて、とりあえず学院生活の風向きは良さそうだ……って。

　片手で顔を覆う。気づけばこんな風に実利を第一にものを考えてしまう辺り、まだまだ自分の性質は変えられないようだ。

「ま、のんびりといこうか……」

　四階には三年生の教室と、屋上へと続く階段。それでおしまい。わずかな時間だけれど、一緒に話した明日葉と帆南とは、なんとなくこれからもうまくやれそうな気がした。

「妹よりも先に、姉同士の絆を深めちゃったかな」

「いいんじゃないかな」

「はい……これから、よろしくお願いしますね、春崎さん」

「うん」

　涼香は自分の両手を見下ろし、それからふたりの肩を抱いてみた。帆南は笑いながら、明日葉は焦った様子で。

「なにこれ」

「なんですか……？」

「せっかくだから、お近づきの印に、かな」

　涼香の声は廊下に響き、誰かの賛同も得られなかった。

　うん。人の距離感は、まだまだこれから学んでいかないと行けないな、と涼香は思った。

























　涼香は剣吞な目でこちらを見つめてくる狂犬のような少女から、目を逸らす。

（どうしてこんなことに）

　学食のテラス席。春の香りが穏やかに漂ってきて、新たな出会いを祝福してくれているような気持ちになる。断じて皮肉などではない。

　転入早々のことだ。つい先日、百合結びの会（という儀式の名前らしい）を終え、涼香には新たな妹ができた。それもふたり同時に。

　ひとりが、目の前でむすっとした顔をしていらっしゃる少女。吉村うららだ。なんだってそんな顔をしているのか、まずは話を聞いてみないことには始まらない。

「あのね、吉村さん」

「うららです」

「ええと、吉村さん」

「うらら」

　くじけそうだ。

「うららさん。どうしてそんなに面白くなさそうな顔をしているの？」

　少なくとも、百合結びの会では、ニコニコしていたはずだ。もっともあれが猫をかぶった顔で、こっちが素なのかもしれないけれど。

　いや、そういえば初めて話したときも、割と邪険にされていたような……。

「あたしはですね、てっきり須佐野センパイか、あるいは帆南センパイに選んでもらえると思っていたんですよ。それがなんですか、転校生のお姉さんじゃないですか。完全に目論見が外れちゃったわけなんですよ」

　それで拗ねられても。

「仕方ないよ。姉と妹の組み合わせは、学内投票によって決められるんだから」

「そんなの知ってますケド！」

「ちゃんと勉強してるんだね、偉い偉い。私は実際に投票が始まるまで知らなかったよ」

「センパイこそ勉強してくれませんか！？」

　うららはキッとこちらを睨みつけてくる。小学校の頃、家の前を通るといつも吠えてきていた子犬に似てる気がした。

　そういえばあの子は、そのうち吠えてこなくなったんだっけか。ぼんやりと思い出す。いったいどうやったんだったかな。それはいいとして。

「そんなに、須佐野さんや藤麻さんが好きなの？」

「好きとか、そんな低俗なお話をしているつもりはありません」

「じゃあどうして？」

「……須佐野センパイは、学年でもトップクラスの成績で、さらに現役高校生ながら文学賞を受賞している方です。藤麻センパイも、素行はあまりよくありませんが、運動神経抜群で、下級生からも人気があります。納得の人選です」

「うん」

「かたや」

　あ、矛先が向いてきた。

「春崎センパイは、転校してきたばかり。まだ人柄もよくわかりません」

「まあ、そうだね」

「しかも」

　うららは声をひそめて、顔を近づけてきた。長いまつげで飾られた意思の強い瞳がギラリと光る。それは、麒美島においては異質の輝きなのだろう。

「これはあくまでも噂です。なので、実際はお会いして本人に直接確認を取ろうと思ってたんですケド……」

「うん、なんでも聞いてちょうだい」

「この学校に転校したのも、コネって本当ですか？」

「そうだよ」

　涼香は包み隠さずに打ち明けた。

「今の学院長も叔母さんでね。あんまり言いふらすことじゃないから、聞かれない限りは言ってないけど、それで便宜を図ってもらったんだ」

「…………」

　じとーっとした目つきの、圧力がさらに強くなった気がする。

　うららはがたっと席を立った。知らぬ間に、尾を踏みつけていたようだ。

「あたし、麒美島のそういうところがあんまり好きじゃないんで、トップを取って変えてやりたいと思っているんです。すみませんセンパイ。これで失礼しますね」

　そう言い放って、歩き去ってゆく。まっすぐ背筋の伸びた後ろ姿は凛然としていて、清々しさすら感じられた。

　かっこいい子だな、とは思うんだけど。

「どうやったら吠えなくなったんだっけかな、あのわんちゃん……」

　しかも、問題はそれだけじゃなくて。

「あのー」

　涼香は振り返る。すると、テラス席の斜め後ろ。少し離れた場所に、めちゃくちゃニコニコとした少女が立っていた。

「ええと」

「はい、ご用命ですか？　お姉さまっ」

　その弾む『お姉さま』の声を聞くと、こちらの気持ちまで上向いてくる。彼女──石田真悠は、あまりにも自分の職務に満足している。うららとは正反対だ。

　満足しすぎている、と言っても過言ではない……。

「君も見ていたと思うけれど、妹にフラれちゃったばかりでね。こっちに来て、ちょっとおしゃべりしてくれないかな？」

「なにを言いますか、お姉さまっ」

　真悠は自分の立ち位置を微塵も動かぬまま、心から嬉しそうに微笑む。

「石田は、あくまでもお姉さまの妹です。こうして三歩下がってお姉さまの影を踏まぬよう、常におそばに控えておりますねっ」

「ああ、うん……そうなんだ」

　それはそれで、断じて姉と妹の関係性ではないような気がするのだった……。




　新しく姉妹になった一同に配られたのは『姉妹の手引き』という手帳だった。そこには姉妹としての心がけや、生活を送るに当たってのルールが記載されている。

　ルール、朝は可能な範囲で一緒に登校すること。

　ルール、帰りも可能な範囲で一緒に下校すること。

　もちろん短い期間の中で、より密接な関係を築くため……という理由だ。

「ああ、来てくれたんだね、うららさん」

「そりゃ、そうですよ。決まりですから。今のところは」

　授業終わりのチャイムが響き渡り、間もなく。放課後の本舎、校門前で待ち合わせをしていたところに、うららと真悠が連れ立ってやってきたのだ。

「朝はあんまり一緒に行ってくれないのに」

「あたしは委員会や頼まれごとで、忙しくて。すみません、庶民は暇ナシなんです」

　なるほど。うららはあのコネ発言を聞いて以来、ずっとこのような形だ。ちょっと話を変えてみよう。

「ふたりは同じクラスなの？」

「ええ、まあ」

　うららは、ちらりと真悠を見やり。

「ケド、石田さんとは、あまり話す機会はありませんでした。グループが違うので」

「手引きには妹同士も仲良くすること、って書いてあるよ」

「それはわかってますケド……」

　ひらひらと手帳を振ると、うららはやり込められたような顔になった。自分がこの学園を変えると言い張るだけあって、現状のルールにはとりあえず納得していなくても従ってくれるようだ。

「にしても、校舎から寮までなんて、徒歩五分もかからないのにね。これが密接な関係を築く手助けになるのかな」

「単純接触効果ってやつじゃないですか？　わかんないですケド」

「なるほど、じゃあ顔を合わせるごとに、うららさんは私のことが好きになってくと」

　言い終わる前に、うららは早足で、てくてくと先に歩いていってしまう。

　リードの紐も手にはなく、うなるより他ない。

「ううむ、なかなか手ごわい」

　斜め後ろに立っていた真悠が、ひょっこりと顔を出してきて。

「石田は好きですよ、吉村さんのこと」

「あ、そう？」

「はい、お仕えがいがありそうで。だって吉村さん、前のめりでなんだか、主人公みたいじゃありませんか」

「主人公」

　ぼんやりとつぶやく。真悠が嬉しそうにうなずいた。

「はいっ。もしよろしければお姉さま、石田のことを少しお話してもよろしいですか？」

「それはもちろん」

　うららのピンと伸びた背中が遠ざかってゆくのを目で追いかけながら、涼香は肩をすくめた。

「下校は、妹と密接な関係を築くためのお時間、だからね」

「うふふ、そうですね」

　口元に手を当てて、真悠は控えめに微笑む。

「前もお話しましたけれど、石田は、侍女になりたくて、憧れているんですよ」

「お姫様とかじゃなくて？」

「ええ。でも、似たようなものですね。お姫様に憧れるみたいに、お姫様のそばにいて、彼女の輝きを飾り立てて、守ってあげる……。そんな存在に憧れるのだって、おかしくはないと思うんです」

　夢を思い描く真悠は、心から楽しそうだった。まるで自分の夢が叶ったかのように。

「だから、今はとっても楽しいです。こうして、お姉さまのおそばに置いていただけるんですもの」

「えっ、その夢って私で叶ってるの!?」

　真真悠は生まれたばかりのようなピュアな瞳で、小首をかしげた。

「もちろんですよ？　だってお姉さまは、お姉さまですもの！」

「でも、麒美島女学院からしたら、私はぽっと出の二年生だよ」

「吉村さんに言われたことですか？　確かにそうでしたね。でも！」

　真悠は祈るように両手を組み合わせた。

「時期外れの転校生……麗しき美貌……さらに学院長の姪で、早々に姉妹制度の姉役に任命される……。きっと、多くの困難がお姉さまの前には立ちはだかることでしょう……けれど、お姉さまはそのすべてを知恵と勇気で、乗り越えてゆくのです……」

　遠い目をした真悠を、さらに遠くに感じる。

「石田は、そんなお姉さまのおそばで、お姉さまの手助けをさせていただくんです。朝にお姉さまのお着替えをお手伝いし、昼には勉学に励むお姉さまの下へ、香りのいいハーブティーをお届けするんです。もしも眠れない夜があれば、石田が子守唄を歌って差し上げますからね……」

　なるほど、なるほどなるほど。

　ちょうど学生寮に到着し、涼香は大きくうなずいた。

「これは、時間がかかりそうだ」

　姉妹の手引きには、こう描かれている。姉妹は互いを心より理解し、深く信頼し合う関係を目指し、日夜励むこと──と。

　遠いなあ、と涼香は思うのだ。




　＊＊＊




「………………」

　吉村うららは、ぶすーっと口を尖らせていた。

　その理由は、火を見るよりも明らか。なぜなら、相部屋なのだ。

「『姉妹は共同生活を送るため、専用の宿舎で過ごすこと』」

「わかってますケド！」

　涼香の言葉に、うららは声を荒げた。麒美島学院生としては〇点の振る舞いである。

　左にベッドがひとつ、右に二段ベッドがひとつ。この三人部屋が、姉妹それぞれに与えられる寮部屋だった。

　もちろん生活に必要なものは揃っている。涼香は「あのホコリっぽい物置部屋も気に入ってたんだけどなあ」と言っていた。なんだそれは、とうららは思った。

　ともあれ、姉妹制度が始まってから一週間が経ち、こうして三人は新天地への引っ越しを余儀なくされたのだ。

　手放しで大喜びしているのは、真悠ぐらいなものだろう。なんといっても、文字通りおはようからおやすみまで、お姉さまにお仕えできる環境が整ったのだから。

「吉村さんは、上と下、どちらにします？」

「……じゃあ、上」

「では、石田が下に参りますね。ふふふ、こういうのも楽しいですね」

「……」

　というわけで、きょうから、同室で過ごす日々の始まりだ。

　ちらりと振り返る。涼香はさっそく新しい机で参考書を広げている。その顔がやけにイキイキとしていて、まるで勉強が好きで好きでたまらないみたいだ。

「はあ……」

　その夜、消灯後。

　初めての相部屋に気が高ぶったのかなんなのか、うららは眠れずに寝返りを繰り返していた。

　なんだか、おかしなことになっちゃったな、と思う。

　最初に意地を張ってしまったせいで、涼香とはまだまだ気まずい日々が続きそうだ。こんな風にお互いの距離が隔たれていたら、妹としては失格だ。そんなことはわかっている。わかっているのだけど……。

　だからって、よりにもよって自分の姉となるべく人物が、コネを利用して麒美島女学院に転入し、あまつさえ姉としての立場を手に入れるような女だなんて。

　自分は……努力した。外部生として入学するため、必死に勉強したし、面接で受かるような品性も磨いた。さらに、妹候補になるためにも多くの関門を突破した。内部生の荒波に揉まれながらも、がむしゃらに突き進んできたのだ。

　それなのに……。

「……吉村さん」

「…………」

　ベッドの下からささやき声が届く。

「……なに？」

「お姉さまのことですけれど」

「ああ、うん」

　枕を抱きながら、うららは寝返りを打つ。

　涼香はベッドで寝息を立てているようだった。こちらの声は、向こう側の壁付近にまでは届いていないだろう。

「吉村さんは、お姉さまのこと、まだまだ受け入れられないんですか？」

「……そうかもね」

「同じ、外部生なのに」

「……同じだからこそ、許せないことってあるでしょ」

「コネの件、ですよね」

　……存在感がないから、すっかり忘れていた。真悠も聞いていたのだった。

「吉村さんは、誤解していらっしゃいますよ」

「……誤解？　誤解って」

「お姉さまは、コネで入学なんてしていません。ちゃんと転入試験を受けて、やってきましたよ。前に通っていた学校も、名門です。姉としては、ふさわしい方です」

「なに、それ」

　真悠が言った学校名は、都内でも一位二位を争うほどの進学校だった。さすがに驚いて、身を起こす。

「うそ。じゃあなんであんなこと」

「わかりませんけれど……でも、お姉さまは、誘われたから、とおっしゃっていました。それを、お姉さまにとっては『コネ』という言い方をしたのではありませんか？」

「……なんでよ」

「お姉さまは、人から誤解されることを恐れない方のように、思えます。あとは、少し口下手なのかもしれませんね」

「……なにそれ」

　確かにうららだって、噂で騒ぎ立てられたことなんて、一度や二度じゃない。けれど、熱心に火消ししようと思ったことなどなかった。どうでもよかった。己の道を歩んでいれば、そのうち理解してくれる人もいるだろう、と。

　だから、涼香はなにも言わなかったのだろうか。

　うららがいずれそうなってくれればいいと、信じていたのだろうか。

「…………だからといって、いきなり信頼したりはしないけど」

　……とりあえず、頭ごなしに否定するのではなく、もう少し人となりを見極めてもいいのかもしれない。

「ていうか」

　ベッドから下を覗き込むと、厚手の生地のパジャマに、シルクの白いナイトキャップをかぶった真悠が横になっていた。半眼でねめつける。

「なんであんた、そんなこと知ってるの」

「それはもう。お姉さまとは密接な関係を築くため、いつもご一緒させていてだいておりますし。それに」

　真悠はかわいらしく片目をつむって、唇に指を当てた。

「家政婦は、秘密に詳しいものなのです」

　それはまるで、侍女の本懐を遂げたような微笑みだった。




　＊＊＊




　翌朝、身支度を整えて部屋を出ると、ドアの横には吉村うららが所在なさげに立っていた。おや、と涼香は眉をあげる。

「うららさん、きょうは待っててくれたんだ？」

「一応ね、ルールですから」

「うん、じゃあいこっか」

　そう言って歩き出すと、後ろからか細い声で。

「はい……お姉さま」

　思わず立ち止まった。

　振り返ると、ちょうどドアから出てきた真悠と目が合う。真悠は微笑んだ。その間に挟まれて、うららは顔を赤くしながらうつむいていた。

「ええと？」

「ルール！　ルールだから！　ただ言っただけですケド！」

「そっか」

「もたもたしてるなら、あたし先に行きますよ！　センパイ！」

「まってまって」

　今度は早足になってさっさと歩いていくうららの背中を追いかけながら、涼香もまた笑った。

　近所のよく吠える犬とどうやって仲良くなったのかは、結局思い出せなかったけれど。今の自分ならきっと、辛抱強く話しかけ続けるだろう。

　そして、懐いてくれたあの犬は、とてもかわいらしかったのだ。
















　未華子は憤っていた。

（いえ、別に怒ってませんけど……聖母を目指す宮原未華子が怒るなんてことは、ありえませんけど……！）

　そう、マイルドに言い直せば、むかぷんしていた。

　ここは静謐を箱に閉じ込めたような図書室であった。薄く開いた窓から差し込む春風が、古ぼけた紙の匂いをゆったりとかき混ぜていた。

　先日、他の五人と同様に、未華子もまた姉付きの妹になることができた。

　残った六人全員の願いが叶えられたことは、大変好ましい結果だ。なのだが……。

（また里帆さんとご一緒に……）

　目の前には、明日葉と、そして里帆が並んで座っている。座って……いる？

（いえ、それはまだしも……里帆さん、かんぜんに寝ていらっしゃる……！）

　本を開く須佐野明日葉お姉さまの隣の席で、里帆は目を閉じていた。

　これほど静かな図書館だ。さぞ心地よい安眠が約束されていることだろう。眠りながらでも姿勢よく足を揃えたりして品の良さを感じられるのは、さすがといったところだが。

（そもそも、この状況こそが……なんなんです……？）

　須佐野明日葉は、学院でも有数の家柄、須佐野家のご令嬢である。

　その伝統は麒美島女学院において、学院長筋である春崎家、名門の宮原家と遜色ない家筋であり、宮原未華子としても明日葉の妹になれることは心から嬉しかったのだ。

　それなのに、里帆は爆睡をかましているし。

　明日葉は先ほどから本に目を落とし、時々ページをめくる以外は、まるで止め絵のようだった。

（姉妹……これが、姉妹……！）

　確かにお互いに気を許しているという関係性ではあるかもしれない。だが、姉妹になって三年目の（倦怠期な）間柄ならともかく、未華子たちはまだ三日目の新米姉妹だ。

　教えてほしいことも、山ほどある。

　未熟な自分をビシバシと鍛えてほしいのに。

（〜〜〜っ！　ですが妹が、一緒にいてくださるお姉さまに、下からグイグイと押しかけてゆくのは、はしたないことですわ……！）

　一生懸命、手元の文字を目で追おうとするも、しかし未華子の集中力は霧散してしまう。

　だって、読書はひとりでもできますもの！

「ん、ぅ」

　メラメラと髪の毛を揺らがせるような気持ちで読書に没頭しようと努力していると、里帆が身じろぎした。小さく口を開く。

　ぼんやりと、アクアリウムのような瞳を瞬かせて、小さくあくび。

　小首を傾げながら、ささやいた。

「お姉様、とても面白い本でした」

「あら……そうでしたか？」

　困ったように微笑む明日葉の前、未華子の中のなにかがブチッとちぎれる音がした。

「里帆さん！　あなた装丁しか見てませんわよねー!?」

　図書室の静謐をビリビリに破った罪で、未華子は司書のお姉さんに怒られてしまった。しかし、それなら、里帆も同じように姉妹のなにかに反した罪で罰してほしかった。

　ああ……人の不幸を願うなど、聖母失格だ！




　＊＊＊




「あら、ごきげんよう、未華子さん」

「……ごきげんようですわ」

　未華子が聖母失格の烙印によってアイデンティティを失いかけてから、数日後のことだった。

　中庭のテラスを通りがかった未華子は、談笑していた真悠と千沙都に呼び止められる。

「ど、どうしたんですの？　未華子さん、なんだか大好きな食べ物を目の前で取り上げられたような顔を、してらっしゃいますの」

「あら、そうかしら……？　私《わたくし》はいつも通り元気ですわよ。ええ、人を慈しみ深く愛することを規範に掲げたこの私が、落ち込むことなんてありえませんわ」

　そう言って胸に手を当てる未華子だったが、千沙都は空いている椅子を勧める。

「あの、もしよろしければ、お話お聞きいたしますの。私でよければ」

「ええ、話してください」

「……それでは、少し休ませていただこうかしら」

　テーブル席について、ふぅ、と息をつく。

　真悠も千沙都も、中等部からの学友だ。真悠はずっと美化委員で、千沙都はずっと図書委員を務めていた。未華子はイベントごとの実行委員を任せられることが多かったため、違うクラスになっても彼女たちとは関わる機会が多かったのだ。

　真悠は有能で、千沙都は善良だ。

　ふたりに今抱えている悩みを打ち明けようかと、少しだけ迷う。彼女たちは、数少ない妹としての気持ちを共有できる学友だ。

　けれど……。

　なんか、こう、迷う。お姉さまのいないところでお姉さまについて悩んでいると口にするのは、まるで陰口のようではないか!?

　未華子は聖母（役）として、人の悩みをこれまでにいくつも解決してきた。頼られることには慣れているという自負がある。だが、あまり人に相談するタイプではなかった。相談の仕方がわからないのだ。

「いえ、特に変わったことはありませんわ！　私がもし悩んでいるとしても、それは主からの試練ですもの！　どんなことでも、解決してみせますわ！」

「ということは、悩んでいるんですね？」

「あっ、いえ！」

「まあ、未華子さんってば！　わたしたち、お友達ではありませんの！　どんなことでも、お力になりますのよ！」

　有能と善良に挟まれ、しかし未華子は気を確かに持つ。

　聖母にとって、なによりも大切なのは克己心。

　どんな誘惑にも打ち勝てずに、どうして人の助けになれるのか！




　そして十分後。




「というわけで、姉と妹のあり方に、悩んでいるのですわ！」

　未華子は洗いざらいを喋ってしまっていた。

「なるほど、そうなんですね」

「ハッ」

　遅れて気づく。

　な、なんて手練手管だ。真悠が理性的に受け止め、千沙都が情をほだしてくる。整った顔立ちをしている小悪魔たちである。

　精一杯努力したが、彼女たちに心を委ねる甘美な誘惑にはあらがえなかった。まだまだ修行が足りない……。

「ふ、ふたりは、どうなのかしら？　その、お姉さまとのこと」

「実はわたしも……その、少し悩んでしまっておりますの……」

　千沙都がうつむきながら頰を赤く染めた。

　彼女は里帆の実姉である、藤麻帆南の妹になったはずだ。

「あら……どうしたのかしら」

「大したことではないんですけれど……その、帆南お姉さまは、少し奔放なところがありまして。例えば、お昼休みの後の授業を、その、些細な気分で休まれたり……」

「あら……」

「ちゃんと必要な授業は出ていらっしゃって、テストも素晴らしい点を取っておりますので、わたしが指摘するようなことでもないのですが……」

　それでも、千沙都は真面目だから、できるかぎり授業に出たほうがいいと言いたいのだろう。もし千沙都が帆南の妹になっても、同じことを思うに違いない。

「それは、千沙都さんは悪くありませんわ」

　だから、未華子は前のめりになって告げる。

「間違った姉を正しい方向に導くのも、妹の務めですわ！」

「ま、間違った姉!?」

「えー、さすがにそれはひどくないですか？　あたしは帆南おねーさまと、うまくやってますよー？」

「うげ、滝口汐音……さん！」

「こんにちはー」

　朗らかに微笑む汐音に、最後の理性でさん付けを成功させた未華子は、うっと歯がみする。本物の小悪魔が現れた。

「なんですか、これ？　あっ、シスタートークみたいな？　わー、すっごく楽しそう。汐音も混ぜてくれません？」

　もちろん、感情的に嫌だなんて言えるはずがない。というか、許可を出す前に、汐音は勝手に空いてる椅子に座ってしまったのだが。

　はふぅ、と千沙都はどこか色っぽいため息をつく。

「そうなんですの……。汐音さんは、どなたともすぐに仲良くなれて、ほんとに素敵な方ですの……。まるで、天使さまみたいに」

「あははー、千沙都ちゃんはかわいいねえ。よーしよし」

　うっとりした様子の千沙都の頭を、汐音が撫でくり回す。千沙都はあうあうと声を漏らしているものの、楽しそうだ。

　このふたりは仲が良いというよりも、汐音が一方的に千沙都を子供扱いし、愛でている関係に過ぎない……と未華子は思っている。まったくもう、まったくもう。

「千沙都ちゃんもさ、あんまり難しく考えないでいいんじゃないかなー？　一緒に帆南おねーさまに甘えようよ。優しくしてくれるよ？　千沙都ちゃんは、特にこの辺り、かわいらしいんだから」

「やっ、あのっ、優しくって……そ、そこは!?」

　汐音が脇をくすぐると、千沙都の顔はたちまち赤くなった。汐音の言葉はいろいろと刺激が強かったようだ。千沙都は特に想像力が豊かな女の子だから。

「っていうか未華子さん」

　汐音は口元に浮かんだ笑みを手のひらで隠し、未華子にしか見せない人を煽るような口調で告げてくる。

「聖母目指している人が『うげ』だなんて言ってもいいんですかー？」

「言ってませんわ」

「そうですかそうですか。あ、アメいります？　甘くておいしいですよ」

「いりません！　食後は間食しないと決めてますの！　前にも言いましたよね!?　どうして私を堕落させようとしてくるんですか!?」

「あはは」

　汐音はそこから先を言わなかったけれど、きっと『面白いから』に違いない。いい、もう、さっさと話を変えよう。

「では、真悠さんはいかがですか？　あのお姉さまは、転入生という話ですけれど」

「あ、待って待って、さっきそこをうららちゃんが歩いていたから、連れてくるね」

　未華子が話を振った直後に、汐音がテクテクと走っていって、迅速にうららを捕まえてきた。袖をちょこんとつまんで引っ張ってくる。

「え、なに!?　なんなの!?」

「今、楽しいお話してたから、ぜひうららちゃんもご一緒に、って」

「滝口さんがいる時点で嫌な予感しかしないんだケド……」

「お姉さま方のお話をしていたんですのよ」

　未華子が告げると、うららも「ああ」と納得したようだ。あとは里帆がいれば六人集合だが、彼女はきっとどこかで午睡をむさぼっていることだろう。

「あ、お姉……ええと、センパイの？」

「ええ」

　改めてうららに話そうとすると、自分たちが姉の悪口で盛り上がっていたような気分になって、なんだか下腹の辺りがずーんとした。

　だが、千沙都がまるで邪気のない目で大きくうなずく。

「そうなんですのよ！　お互いのお姉さま方の、自慢話をしておりましたの！」

「じ、自慢話って」

　千沙都の無垢なフィルターを通すと、先ほどまでの井戸端会議も、そういうことになっているらしい。

　うららは挙動不審に視線をさまよわせる。

「そ、そんなとこ、別にないんですケド……。あの人は、いい加減で、いつもへらへらしてて、大事なことも言わず、姉としてぜんぜん、落第点です」

「えっ、うまくいってないんですの……？」

　千沙都の目にじわっと涙が浮かんだ。うららは「うぇっ」と後ずさりをした。

「……ま、まあ……いいところも、それなりにあるケド……」

「じゃあ、うららさんもお姉さまのこと、大好きなんですのね！」

「違うー！」

　まったくもう、これだから内部生は……！　とうららの憤懣が未華子にも聞こえてくるかのようだ。違います、千沙都が特別製なだけですわ。

「だったら、石田さんはどうなんですか！」

　うららの言葉に、真悠は頰に手を当てて微笑む。

「石田は、そうですねえ。満足しておりますよ」

　それはまるで、恋人ののろけ話をするときのような笑顔だった。

「涼香お姉さまの妹になることができて、とっても嬉しいです。お姉さま、とってもお優しいんですよ」

　真悠の目がキラキラと輝く。

「身の回りのお世話もさせてもらえますし、お着替えも、朝食の後の紅茶だって、石田の役目なんですよ。脱いだ制服もちゃんと畳んで、洗濯だって……ふふっ」

　この場に、あー……というムードが流れる。

　話を聞く限り、めちゃくちゃいい人そうだ。真悠の侍女愛に付き合ってあげているだなんて。

「わあ、よかったですの！　真悠さん、ほんとうによかったですのね！」

「ふふっ、ありがとうございます、千沙都さん」

　手を握り合う学友たちは、微笑ましい。

　ほんの少しだけど、念願のお姉さまと出会えた真悠のことが羨ましく思う。

（……私だって、立派な妹になりますわ）

　ぎゅっと拳を握っていると、汐音がみんなを見回しながら口を開く。

「みんなそれぞれ、いろいろと悩んでいることはあるみたいですけれど、少し待てばまたお姉さまが変わるみたいじゃないですか。一年であと二回、入れ替えがあるんですよね」

「それは、そうみたいですけれど」

　だが、せっかくの姉妹制度なのに、姉と心を通じ合わせることができないままで、入れ替えを待つのは嫌だ。

　そうか、と未華子はふと気づいた。

　ひとりの人と、残り時間が少ないからこそ、今がんばらないといけないのだと。

　うかうかと、時間が絆を深めるのだとのんびり構えていたら、なにも起きないまま姉妹制度期間が終わってしまう。そんなのは、ごめんだ。

「……なんだか、あなたに教えられたみたいで、シャクですけど」

「なんですかそれ？　聖母だったら、なんでもない子羊の言葉を解釈し、真実を導き出したりするんじゃないですか？」

「むぐぐ」

「今、むぐぐって」

「言ってませんわ」

　ともあれ、残り期間が定められているからこそ。

「私、みなさまに提案があるんですわ。今度、寮で姉と妹の懇親会を開きましょう！」

　こうして何事も、積極的に行動をしなければならないのだ。

　それに、このほうがよっぽど自分らしいんだもの！




　ただこの後、あれよあれよと懇親会がパーティーになり、パジャマパーティーになり、内装や衣装について盛り上がりをエスカレートさせていくことになるのだけど、その辺りは仕方ないだろう。

　だって、麒美島の乙女には、何事も楽しむべしと教育されているのだから。それは前学院長から今の学院長へと受け継がれた、なによりも大切な教えであった。

























「はい」

「ん……？」

　食堂から帰ってきて、寮部屋の鏡の前で身支度を整えている最中のことだった。

　制服のリボンを結ぶ手をいったん止めて、うららからその手紙を受け取る。

　天使のイラストが描かれたかわいらしい封筒だ。宛名は線の細いきれいな文字で、春崎涼香さまへ、とある。

「うららさんからわたしへの、ラブレター？」

「違いますー！」

「それは残念。開けてもいい？」

「差し上げたものですから、ご勝手に……」

　ツンと顔を背けられた。うららはもう登校の準備が済んでいるようだ。彼女の朝は、真悠より早いらしい。三人の中でいちばんの遅起きが姉である自分というのも、どうなんだろうと思わなくもない。

　それはいいとして、中に入っていたのは招待状であった。

「今週末に、パーティーを開くので、ぜひご出席お願いします……。え、この島には、パーティー会場もあるの？」

「ああ、古いのがあるみたいですね。でも、そういうんじゃないですよ。ちゃんと場所見てください」

「ふむふむ。あれ、学生寮だ。そして、ドレスコードは……寝間着？」

　うららは腕組みしながら、大きくうなずいた。

「そういうわけです」

　後ろから現れた真悠が、うららの肩にぽんと手を置く。

「パジャマパーティーへのお誘い、というわけですよ」

　急に誘われたから、麒美島女学院にはプロムナードのような催しがあるのかと、焦った。この学院ではパーティー出席経験のない涼香のような生徒のほうが少数派な気がするから、恐ろしい。

「ぜひ、ご参加いただけたら、吉村さんもすっごく嬉しいと思うんです」

「そりゃあかわいいかわいい妹の招待なんですから、断るはずありませんよねえ？」

　前屈みになり、まるで自分を試すように見上げてくるうらら。涼香は苦笑する。別にそんな言い方をしなくても、喜んで行くのに。

「もちろん、お招きに預かるよ」

「やりましたね、吉村さん」

「お優しいお姉さまであらせられますからねえ」

　慇懃無礼な言葉遣いだけど、こんな手紙を渡してくれるぐらいだ。前より少しは、心の距離が縮まったのかもしれない、などと涼香は少しうぬぼれる。

「では、今週末、とても楽しみにしていますね」

　真悠は子供の服を着替えさせるような自然さで、涼香の首元に手を伸ばす。きちんとリボンを結び、襟元を正した。

「うん、ありがとうね、真悠さん」

「……石田さんが妹じゃなくなったらセンパイ、ひとりで起きられなくなったりしませんよね」

　うららの言葉に、そんなわけがないでしょと、笑って否定しようとして、はたと止まる。いや、まさかね……。

「それでは、学校に参りましょう、お姉さま。石田がお鞄お持ちしますねっ」

「真悠さん、さすがにそれは」

「えっ…………？」

「よろしくお願いします」

　花が咲くように笑う真悠の後ろで、うららが大きく肩をすくめていたのだった。
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「お、ふたりも招待状もらったんだ？」

「あ、はい……頂戴いたしました」

「うん、もらったよ。かわいらしい妹ちゃんたちからね」

　食堂にて、涼香は明日葉、帆南と顔を付き合わせていた。ふたりともそれぞれ、ポケットから手紙を取り出す。

　明日葉は茨のあしらわれた緑色の封筒。帆南は黒字に白文字で宛名が描かれた、シックで洒落た封筒だ。みんなそれぞれ、姉の趣味に合わせて妹が選んでくれたのだろう。

　幼稚園の娘に手作りの似顔絵を渡されたときというのは、こんな気分なのかもしれない。ほっこりしていると、帆南がくすりと笑う。

「春崎さん、なんだか肩の力が抜けたね」

「え？　……そうかな？」

「うん。来たばっかりの頃は、気楽に気楽にって自分に言い聞かせてたみたいだったよ。ま、こんな離島に転校してきたんじゃ、不安で仕方ない話だけどね」

「それは正直、あったかもしれない」

　涼香は自分の頰をさする。学校というよりも、不安だったのは自分のことだ。叔母さんに便宜を図ってもらって、自分でもその気になっていたつもりだったが、結局はどこにいったって馴染める気がしなかったのだ。

　今は、どうだろうか。余計なことを考えずに済む離島の寮生活は涼香に合っていたし、明日葉や帆南と知り合えて、いち早く友達ができた。先生もみんな、いい人ばかりだ。

　そして。

　手紙に目を落とす。

「なるほど、元気になったのはそのせいってわけだ」

「え？　あ、いや」

「ふふ……。春崎さん、優しい顔していましたよ」

　妹の手前、年長者としてしっかりがんばらないと、と気を張るのは、プレッシャーではなかった。むしろ、そのおかげで学院生活に目標が生まれた気がする。

　常に正しくあろうと背筋を伸ばし、日々を過ごすことができるのだ。

「でも、大変じゃない？　四六時中、妹と一緒っていうのはさ。ひとりでだらだらする時間もないだろう」

「いや、それは……むしろ、妹と部屋で一緒にいるほうが、だらだらさせてもらえるっていうか……」

「ああ、石田さん」

　明日葉がくすくすと笑った。

「おや、知ってるの？」

「未華子さんと、里帆さんからよく話を聞いています。春崎さんのお世話で、たっぷりとご奉仕させていただいているとか」

「はは……。まあ、そういう感じ。うららさんはそんなに甘やかされると足が腐るよって言ってくるけど」

　ふたりは笑った。よくしつけてもらえていると涼香も思う。飴と鞭だ。

　始める前は不安ばかりだった。今も自分が見限られないかという心配はある。けど、それと同じぐらい、期待もしてしまう。

「楽しみだね。パーティー」

　その気持ちは間違いなく、妹たちがくれたものだった。




　こうして、まるで誕生日を迎えるように、招待状の夜がやってきた。
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「それでは、お待たせいたしましたー」

　別室──明日葉の部屋で待っていた三人の姉を呼びに来たのは、汐音だった。彼女は厚手のガウンを羽織っている。

「ああ、汐音が呼びに来てくれたのか」

「そうですよー、帆南おねーさま」

　舌の裏で鈴を転がすような声をあげ、汐音は先頭に立って歩き出す。

「三名様、ご案内いたしまーす」

「滝口さん、どうしてガウン？」

「だって、お部屋の外に出るときには、学校指定の制服、あるいはジャージじゃないとだめじゃないですか？　なのでせめて、と　おねーさま方はキチンとジャージですけど、汐音たちは準備がございましたので」

　汐音は笑うと、すぐに足を止めた。涼香の部屋の前だ。

　世界的歌姫のひとり娘だという彼女は、優美な所作で足をクロスし、カーテシーを行なった。

「それでは、おねーさま方、今宵は共にパーティーを楽しみましょう」

　ガチャリとドアを開く。するとそこは、夢のような空間だった。

「わ……」

　涼香は目を見張る。

　自分たちが生活している部屋は、可憐に飾り付けられていた。

　カーテンも変えられ、あちこちには間接照明や、部屋から持ち寄られたクッション。それに、モスキートネットやフェアリーライトなどで、幻想的な雰囲気が満ちている。

　帆南や明日葉も、立ち止まって目を輝かせている。

　その中で、汐音がゆっくりとガウンを脱いだ。すると、布地の薄くて少ない、まるで下着のような衣装があらわとなる。思わず涼香の顔が赤くなった。

「そ、それって」

「どうですか？　かわいらしくありませんか？」

　そりゃもう。

「かわいいよ」

「ふふ、うれしい」

　汐音の蠱惑的な笑みと合わさって、その魅力が何倍にも膨れ上がっていた。まるで、これこそが汐音の本来の制服姿ではないかと思うほど、似合っている。

　目が合うと、汐音は小首を傾げて微笑む。なにもかも計算され尽くしたような所作に、胸がドキッとする反面、体に毒を流し込まれるような感覚があった。

　あんまり見つめているのも、よくない。目をそらすと、今度は真悠がやってきた。丈の短い黒のベビードールのような薄着には思わず顔が赤くなったが、真悠のいつも通りの笑顔に、なんだかホッとする。

「お姉さま、どうですか？」

「ああ、うん。とってもかわいいね」

「えと……あの、嬉しいです」

　真悠の頰が上気している。なんだか無性にかわいく思えて抱きしめてしまいそうになるけれど、その格好の真悠が相手なので、躊躇してしまった。そこで、真悠が紙袋を掲げる。

「もちろん、お姉さまの分もございます」

「え？」

「きっとお似合いになると思います。石田がちゃぁんと選びましたからね。さ、ほら、お姉さま、こちらへどうぞ」

「ちょ、いや、私はそういうのは！」

「だめです。招待状に書いてありましたよね？　それがドレスコードですから」

「ジャージじゃだめだったのか……！」

　真悠は逃してくれなかった。もちろん涼香としても、妹の願いを叶えてあげたいのは山々だが……と困惑している間に、グイグイと引っ張られてゆく！

　見やれば、明日葉や帆南も、それぞれの妹にムリヤリ引きずられていた。姉としての度量が試されている気がする……。

　断固拒否して水を差すわけにもいかず、涼香は諦めて真悠の餌食にかかった。洗面所にて、着替えさせられる。

「ああ、お姫様みたいです、お姉さま」

　白の薄着だ。胸元が大きく開いていて、脚は剝き出し。こんなえっちな格好するかな、お姫様……と思ったものの、口に出すのはやめた。

　お嬢様学院に通う誰もが、この格好をただかわいいものだと認識しているものだから、自分もそれに従うべきだ。いや、汐音とかは例外で、ぜんぶ知っててやっているのだろうけれど。

「恥ずかしいな……」

「いいえ、とてもお似合いですよ。ああ、素敵ですお姉さま……」

　熱いため息をついた真悠の目は、とろんとしている。

「早く、吉村さんにも見せてあげましょう、ほら、ほら」

「う、うん。そういえば、うららさんも」

「ええ、とってもかわいらしいですよ」

　にっこりした真悠とともに部屋に戻る。うららは、隅っこにクッションを抱えて座っていた。もうどうにでもなれという気持ちで、笑いかける。

「ど、どうかな」

「え？　あ、う、うん。……いいんじゃないでしょうか、似合ってる、と思います」

　顔を赤らめた彼女に素直に褒められて、思わず頰が熱くなる。

「そ、そっか」

　恥ずかしい。大浴場に入って、裸で隣り合っているときのほうがマシという気分になる。

　しかしそう思うと、クッションを抱えてガードをしているうららは、ずるい。意地悪の虫がむずむずと動き出す。

「ね、うららさん、どうかな。この辺り、透けていないかな」

「えっ？」

　と、顔をあげたうららの胸元から、えいっとクッションを引き抜いた。

「あっ、ちょっ」

「あはは、だめだよ、うららさん。自分だけ。招待状をくれたのは、うららさんでしょう？」

「くぅ……！」

　思い切り拳を握りしめられた。しかし、うららの格好もよく似合っている。桃色のパジャマだ。彼女はもっと青や灰色のようなクッキリとした色が好きだと思っていたのだけど、少し意外なパステルカラーに微笑ましさがあふれる。

「はっ、はずかしい……まさか、みんなでこんな格好するなんて、思っていなかったんですケド……！」

「でも吉村さんも、衣装を選んでいるときは、すごく楽しそうでしたよ」

　真悠がうららの反対側に座る。ちょうど涼香が妹に挟まれる形だ。

「実際に着てみると、なんか、すごかったんです……！」

「ええー、かわいいのに」

「なんなんですか、これだから内部生は、もう！」

　……それについては、同感だ。

　足を伸ばして並んで座る。懇親会という名目だけれど、今は気恥ずかしさだけがあった。

　真悠がトレイの上に乗ったキャンドルライトに火をともす。

「こんなのまで、用意してくれたんだ」

「ええ。本当はお菓子や飲み物をお持ちしたかったんですけど、やっぱり寮ですから……。代わりに、購買部に頼んで、取り寄せてもらったものがいくつか。お部屋の飾りもそのひとつです」

「本当にきれい。びっくりしたよ、ありがとね、真悠さん」

「あっ、ふふ……。いえいえ、お姉さまの妹ですから」

　微笑む真悠の頭を撫でる。

「ええと、それじゃあお話しようか。ふたりの好きなものは、なんですか？」

「ふふっ、なんですかそれ」

「わたしも、転入してきたこの学校に馴染むのに、けっこう必死だったから、こういうのんびりとした時間が取れなかった気がしてさ。ふたりのこと、また初めから知りたいんだ。せっかくの懇親会だし。どうかな、ねえ、うららさん」

「なんで名指しなんですか。別にいいですケド……。そうですね、私はちゃんとしている人が好きで、いい加減な人が嫌いです」

　目をパチパチすると、うららが「なにか？」と聞き返してくる。

「ああいや、好きなものの話だから、てっきり空とか、猫とかそういうのが出ると思ったら、好みのタイプがきたものでつい」

「こ、好み……いや、そういうんじゃありませんケド！　誰が好みですか、誰が！　うぬぼれないでくれませんか!?」

　涼香は自分に置き換えてなどいないのに、うららはさらに墓穴を掘っていた。

　真悠もまた、笑って。

「そうですね、石田の好みのタイプは」

「……石田さんはどうせ、『お世話しがいのある人』とか言うんでしょ」

「あら、それはそれ、これはこれです。年上の方で、石田を優しくリードしてくださる方が、タイプです。お姉さまはどうですか？」

「え、わたし？」

　涼香は考えたこともなかったという顔をした。

「わたしは、そうだなあ……」

　自分が誰かと付き合うかもしれないという未来を、ぼんやりと思い浮かべてみる。なんだか感慨深い。数ヶ月前は本当に、一生経ってもたどり着かないと思っていたのに。今は、手を伸ばせば届くかもしれないのだ。

　なんとなく口に出そうとして、すると真悠やうららだけではなく、部屋中の視線がこちらを向いていることに気づいてしまった。

　口を開けたまま、言葉を飲み込む。

「え、ええと……好きになった人がタイプ、って感じ、かな……？」




　姉妹だけの秘めやかで華やかな夜会は、こうして過ぎてゆく。

　優しさに包まれたこのひとときが、いつまでも続けばいいのに、と少女たちはきっと願いながらも。
















「ああ、楽しかったー」

　汐音が大きく伸びをする。一時間半の夜会の片付けを済まし、たった今、自分たちの部屋に戻ってきたところだった。

　賑やかさの予熱を引きずったまま、汐音が火照った顔で笑う。後ろに続く帆南や千沙都もすでに着替えを済ませており、学校指定のジャージ着だ。

　汐音はしなを作り、帆南の腕を取る。

「ね、おねーさま、次は汐音たちの部屋でやりましょうよー。なんだかあたし、燃えてきました。もっともっとかわいい衣装、取り揃えちゃいますからねー」

「それはいいね」

「でしょうー？　それにしても、みんなとってもかわいかったですね。そうそう、明日葉先輩、あんなにスタイルよかったなんて、意外でしたよねー。未華子さんもたじたじでしたもん。ねー？　千沙都ちゃんー」

　首を傾けて話を振ると、千沙都も上気した頰に手を当てる。

「はい。みんなみんな、妖精みたいにきれいで……。ほんとに、真夏の夜の夢のような、すてきな夜でした……」

　汐音は帆南の腕を離し、今度は千沙都に後ろから抱きついた。

「千沙都ちゃんは誰がお気に入り？」

「お気に入りというか、ああ、でも真悠ちゃんが嬉しそうに、お姉さまと仲睦まじく寄り添っていたのが、とても印象的でしたの」

「うららちゃんは、ずっと恥ずかしそうだったねー」

「不思議ですの。あんなに似合っていたのに」

「もっともっと千沙都ちゃんが褒めてあげればよかったんじゃない？　それが足りなかったから、ツンツンしてたんだよー」

「そっ、そうだったんですか!?」

「うんうん。だから次は、全力で褒めてあげればいいよ。頭の天辺からつま先まで、隅々をね」

「はいっ、そうしますの！」

　にやにやと笑う汐音には気づかず、千沙都はうんうんとうなずく。それからぱちんと手を打った。

「あとはやっぱり、里帆ちゃん！　どんな服でもお似合いですし、寝そべっているだけで本当に絵になりますの！」

　汐音は千沙都からそっと離れ、誰にも気づかれないように帆南の様子を窺う。

　帆南に変わりはない。

「そうだね。里帆は怠け者に見えるけど、ああ見えて誰よりも美容には気を遣っているから。常にストレスがないように過ごしているのも、その一貫なんだよ」

　そう言って、自然体に里帆いもうとのことを語っていた。そこに、なにも意図はないようだ。

「あははー、里帆ちゃんはすごいですねー」

　同調して微笑みながら、汐音は彼女たちのことを考える。

　中学時代は常にセットだったような印象の藤麻姉妹だったが、帆南が高等部にあがってからは、ふたりが一緒にいる姿をほとんど見たことがなかった。

　口さがない連中は、不仲説を唱えたりしていた。実際のところは、どうかわからない。ただ、帆南にはあまり頓着はないようだったけれど。

　汐音だけには、その理由も想像がつく。特別に敏いというよりは、他の妹たちとは生きてきた世界が違うという、ただそれだけのことだ。

　千沙都は、帆南の口から里帆の話を聞けて、純粋に嬉しそうだった。

「もっともっと、お姉さまと里帆さんの小さな頃のお話、聞きたいですの」

「そうだねえ」

　仔犬のように後ろをつきまとう千沙都を邪険にするでもなく、帆南はベッドに腰掛けた。

「里帆は昔からずっとああだったよ。人見知りもせず、どこでもまるで自分の城のように振る舞っていて」

「それはなんだか、お姉さまみたいですのね」

「わたしかい？」

「はい。お姉さまはいつだって自由で、わたしは憧れちゃいますの！　ただ、授業を休んだりしちゃうのは……その、あの、あんまり、憧れちゃいませんけれど……」

　ぽんぽんと千沙都の頭を撫でて、微笑む帆南。

「悪いおねえさんの真似をするのはよくないからね。ってこれ、妹の規範であるお姉さまが言うようなことじゃないかな」

「そっ、それはそうかもしれませんけど……」

　赤ん坊の頰をくすぐるような意地悪にさえ、千沙都は大げさに反応する。

　そんなふたりを、汐音はどこかぼんやりと眺めていた。

　汐音の中には、常に違う自分がいる。

　すべてを楽しもうとする幼く無邪気で甘えん坊な自分と、そんな自分を俯瞰で眺めている可愛げのない自分だ。どちらも切って切り離せるものではなく、汐音のバランスは常に完璧に保たれていた。

　だからこそ、帆南の言葉が彼女の胸のどこから発せられている言葉なのか、汐音にだけはわかった。

　わざわざ千沙都に教える必要は、もちろんない。ただ、その共通言語の中で、千沙都だけが気づけずにいるのは、少しだけ不憫に思ってしまう。

　しばらく姉との会話を楽しんだ後で、千沙都を誘って浴場へと誘う。帆南は疲れたから、明日の朝に入ると言ってベッドに潜ってしまった。




　体を洗ってから、大浴槽に並んで入る。

「ほんとに楽しかったですの……」

　はふうと熱い息をはく千沙都に、暇を埋めるような会話を紡ぐ。

「そういえば、千沙都ちゃんは土日もあんまり帰らないよねー。って言っても、あちこち出歩く生徒のほうが珍しいんだけど」

「そうですね。汐音ちゃんは、いろんなパーティーとかに出席したりするんですよね？　とっても素敵ですの！」

「あはは、歌姫として世界を回ってるママの、付き添いみたいなもんだけどねー。でも、会場によってはあたしも一曲披露させてもらったりするよ」

　そう言って、汐音は声を抑えて歌い出す。ただの鼻歌ですらはっきりとわかるほどに、伸びやかな美声だ。

　わあ、と千沙都は目を輝かせた。

「すごい、すごいですの、汐音ちゃん！　わたしのためだけのコンサート、とっても贅沢ですの！」

　ぱちぱちと拍手する千沙都に、汐音は苦笑いを浮かべた。

「あー、うん。千沙都ちゃんはいいなあ」

「なんでもない、こっちの話」

　ぎゅーと千沙都を抱きしめる。柔らかく、温かい。小さな子供のようだ。

　彼女の幼さを、汐音は気に入っていた。子どもは皆、かわいらしい。汐音の抜け目なさは、オトナの世界を生き延びるために身についた処世術である。

　だからこそ、千沙都にだけは肩の力を抜いていられる。まあ、油断しすぎるのとは少し違う話だけど。

「お姉さまも、楽しんでくれてましたでしょうか」

「もちろん、ずっと千沙都ちゃんが楽しそうだったんだもん。きっと楽しんでくれてたよー」

「だと、いいのですけれど……」

　祭りの後の寂しさを引きずるみたいに、どこか肩を落とす千沙都。

　汐音は少し悩んだ。

「千沙都ちゃんが気にすることじゃないよ」

「……でも」

「帆南おねーさまは、おねーさまなりに楽しんでいて、それは間違いないよ。でもね、その先に進むのは、きっと難しいんだよね。千沙都ちゃんが悪いわけじゃなくてね」

「それは……？」

　もしこれが姉妹になり始めの頃に相談されたんだったら、汐音はあくまでも笑ってごまかしていただろう。それこそ、赤子の手をひねるよりも簡単に。

　でも、姉妹には期限がある。

　可能性のない道は閉ざしてあげるほうが、彼女のためになるのだと汐音は思ったのだ。

　だから、白い指先を持ち上げて、顔の前に掲げながら。

「こうして、千沙都ちゃんの声が聞こえるのも、あたしの歌が千沙都ちゃんに届くのも、空気が震えて振動をしているから。それはわかるよね？」

「え？　あの、はい」

　急に言われた言葉に戸惑いながらも、千沙都はこくこくとうなずく。

「でも、音を伝えるものがない状態。例えば、宇宙とかだったら、どんなに歌っても、どんなに叫んでも、お互いの言葉は届かないでしょう？」

「はい、そうですね。でも、それが……？」

「うん、つまり、そういうことなんだ」

　汐音は曖昧な笑みを浮かべ、しかし決して千沙都には覗き込まれないように焦点をぼやけさせながら、告げる。

「真空状態じゃ、声は響かない。誰が悪いってわけじゃないの。それは、ただそれだけの話」

　千沙都は息を吞む。

　声ならぬ声で、汐音は告げた。

　──つまり、帆南おねーさまは、空っぽなんだよ。

　千沙都はそんな帆南にも、ひたむきな愛情を注いでいる。中身を詰め込んでいる。

　きっと、時間が必要なのだ。帆南にとっては。

「千沙都ちゃんのやっていることは、ぜんぜん無駄じゃないけどね。あんまりがんばりすぎるのもよくないかなって思ってねえ」

「うん……ありがとうございますの、汐音ちゃん。でも、わたしは大丈夫ですから」

　にこりと笑いながら、千沙都は立ち上がった。

「わたし、戻ります。お姉さまがお部屋できっとひとり、寂しく眠っていらっしゃると思いますから！」

　千沙都の注ぐ愛情はまるで無限大で。

　どんなに入れ物からこぼれて床を濡らしたとしても、彼女は注ぎ続けるのだろう。それを虚しいだなんて、まるで思わずに。

　愚かで、なによりも、愛らしい。

　汐音は千沙都の細い手首を摑む。

「えー？　それじゃあたしがお風呂で一人っきりになっちゃうなー、寂しいなー？」

「はわ!?　ど、どうしましょう……。し、汐音ちゃん、まだ上がりません……？」

「なんちゃって、冗談冗談」

　汐音は自分も立ち上がり、彼女の体に指を這わせる。

「うーん、いい子だねえ、千沙都ちゃんは。あたしが帆南おねーさまなら、千沙都ちゃんのこともっともっと、うーんと愛してあげるのになあ」

「あ、あわわ、し、汐音ちゃん、ちょっとどこに手を伸ばしているんですのー!?」

　しかし、自分は千沙都の姉にはなれない。なれないからこそ、こうして仲良くできるのだ。




　＊＊＊




　一方で、涼香たちだ。

　部屋の片付けを済まし、汐音たちと入れ違いにお風呂から出てきた彼女たちは今、ベッドの前にいた。

　涼香が、難しい顔で腕を組んでいる。

「ベッドを並べて、一緒に寝るって……布団ならともかく……」

　発案者は、真悠だった。

「せっかくのパジャマパーティーですもの。終わりはやっぱり、川の字がいいです」

「しかもまたこの衣装に着替えてるし……」

　うららも自分を見下ろして、うへえという顔をした。

　お風呂に入ってジャージで帰ってきた後に、再び露出の激しい、この日のためのトクベツな寝間着に着替えさせられたのだ。

　千夜一夜物語のように幻想的な雰囲気の部屋だったから、この衣装もまだ耐えられたものの……。

　カーテンやフェアリーライトを剝ぎ取ったただの寮室では、明らかに存在自体が浮いているというもの。

　ふたりから立て続けに難色を示されて、真悠も夢から覚めたような顔をした。

「そ、そうですよね。すみません、石田が少し、出過ぎたことを言いまして。ちゃんとお姉さまや吉村さんのご意見に従いますので」

　眉を下げてそう笑う真悠に、涼香とうららが同時にうなった。

「うららさん……ここは……」

「仕方ないですね、お姉さま……。お嬢様学院では許されないことかもしれませんケド、あいにくあたしは身も心もお嬢様になったつもりはありませんから」

　かくして、意思は統一された。ベッドの両端に立ち、無理矢理に動かす。引きずると跡がついてしまうから、あくまでも慎重に。

「ああっ、お二方！　石田もお手伝いしますからっ」

　二段ベッドの隣に、涼香のベッドがくっつけられた。隙間なくぴったりとくっつけられた上に、マットレスで中央の穴も塞ぐ。

「これでいいんでしょ、これで！」

「作業するのにめちゃくちゃ向いてないな、このパジャマ……」

「吉村さんも、お姉さまも、本当にお優しいです！　石田は感激です！」

　うららがため息をつく。

「仕方ないでしょ、まったく……。石田さんっていつもお姉さまとか、あたしに配慮してばっかりだし。こんなワガママ言ったことなんて、ほとんど聞いたことないんだし」

　まったくの同意見だと、涼香もうなずく。

　そもそも普段からあれだけお世話されておいて、真悠の頼み事は嫌だから聞かない、なんて人間のクズもいいところだ。

「じゃあ、うららさんもきょうは下で一緒に寝るってことだね。やっぱり真ん中？」

「真ん中はお姉さまに決まっているんですケド？」

「うふふ、決まってます」

　決まっていたらしい。知らなかった。お嬢様学校の決まりごとかな？

　自分の枕を置き直し、即席の幅広ベッドの真ん中に寝転ぶ。

　右にはうらら。左には真悠。ふたつのベッドに三人だけど、狭くは感じない。ただ、ふたりの顔がすぐ近くにあることが落ち着かなかった。

「なんだか、ドキドキしちゃうね」

「石田はお姉さまのお顔が近くにあって、幸せですよ」

「あたしはいつも二段ベッドの上だから、なんかヘンな気分ですケド」

　明かりを消す。部屋の天井に飾ったままの星が、暗闇の中でもほのかに輝いている気がした。

「気がつけば、あっという間だったね、三ヶ月」

　つぶやくと、暗闇の静けさに波紋が広がってゆくようだった。

「あと一ヶ月ですね」

「悔いのないように過ごさないとね」

「大げさですよ、まったく」

　うららが寝返りを打って、背中を向けてきた。

「石田は」

　横になった真悠は、こちらをじっと見つめている。

「ちょっと……寂しいです。せっかく、仲良くなれたのに」

「そう、だね」

　その頼りない視線を浴びて、涼香は彼女もただの高校一年生の少女なのだと再認識した。いつもしっかりしているように見えるけれど、それだけではないのだ。

　三人で一緒に寝たいと言い出したのも、きっと終わりを意識してしまったからだろう。

「真悠さん。……ううん、真悠」

　いつも呼び捨てにされたがっている彼女に微笑みかける。

「お姉さま……？」

「ほら、おいで」

　ぎゅっと、真悠の頭を抱きしめる。

「お、お姉さま」

「どう？」

　そりゃあ、始まったことはなんだって、いつか終わりは来るものだけれど。でも、今ぐらいは。

「寂しくなくなった？」

　涼香の腕の中で、真悠が小さくこくりとうなずいた。

「……は、はい……。おねえさま」

「それは、よかった」

　すると、後ろからも体温を感じる。

「……」

　なにも言わず、うららが背中をくっつけてきたのだ。

　腕に抱かれて幸せそうな真悠と、素直じゃないけれど身を寄せてくれるうらら。

　こんなにもかわいらしい妹と出会うことができて、本当に。

　学院に来て、よかった、なんてことを思ってしまうのだ。




　翌朝、涼香が目覚めると、すぐ近くに微笑んでいる真悠がいて、珍しく寝坊をしてしまったと彼女は照れたように微笑んでいた。その笑顔が見れただけで、彼女のわがままを叶えてよかったと思う。

　ただ、「これから毎日三人で寝ましょうよ」という言葉には、さすがにノーを唱えた涼香とうららなのであった。

























「えー、学院の皆様。明日から夏休みに入るわけですけれども、帰省の間も決して弛むことなく、麒美島女子としての自覚を忘れずに──」

　壇上では、学院長の挨拶が続いている。

　明日から夏休み。講堂には、植物園に植えられた花のように整然と並んで座っていた。どこかふわふわとした開放感がクーラーの風にかき混ぜられ、夏雲のように漂っている。

　学院長の挨拶にも集中できず、どこか上の空の涼香は、これからのことを考えていた。

（しばらく帰ってなかったし、お盆ぐらいは顔を出そうかな）

　そうするべきだと思っているのに、どこか気の進まない理由を、涼香は探していた。

（麒美島女学院が楽しいから？　でも、寮の子たちもほとんど帰省するって言ってたし。だったら、寮にいても勉強ぐらいしかすることはないよねえ）

　勉強ぐらいしか。ほんの数ヶ月前はその日々になんの疑問も覚えていなかったはずなのに、涼香は苦笑いをした。慌てて口元を手で隠す。

　先日、一学期の末に行なわれた学業テストの結果は、教師たちの話によると、学年一位を取れたようだ。

　ただそれは、元いた学校のカリキュラムが麒美島女学院の授業内容より先に進んでいたからであって、涼香が特別がんばったわけでもない。次回か、あるいはその次からが本番になってくるだろう。

　勉強漬けの夏も、それはそれで悪くない。

　誰かに強制されたわけでも、自分で考えることを放棄したわけでもなく、そうすべきだと望んでするのなら、なんだって悪くないはずなのだ。……と思ってから。

　ああ、と涼香はふと気づいた。

（わたしは、家に帰って、昔の自分に会うのがいやなんだな）

　この島に来て、自分は変わったと思った。変わることができたのだと。

　しかし、帰省した先の自分の部屋は、時が止まったままだ。

　もしかしたら、すっかりなにもかもが元通りになってしまうかもしれない。

「私からは以上です。それでは皆様、良い夏を過ごしてくださいね」

　学院長が頭を下げて、壇上を降りる。生徒の拍手が響き、涼香たちもまた、講堂を後にした。その際だ。

「春崎さん」

　呼び止められた涼香が振り向くと、学年主任の教師がいた。手招きされる。

　ひょっとして、真面目に聞いていなかったことを注意されてしまうのだろうか。それはやだなと思い、最初から記憶を掘り返す。

　大丈夫。考え事をしていたけれど、叔母さんの挨拶は脳のストレージに自動保存されている。一言一句暗証できる。たぶん。

　だが、危惧は外れた。

「学院長から、話があるそうです。クラスに戻る前に、学院長室に向かってください」

　少し驚きつつも、顔には出さないようにしてうなずいた。

「はい」

　叔母さんか。いったいなんの話だろうか。

　涼香はその足で、学院長室へと向かった。







　うららにとってはどうでもいいことだけど、きょうは、朝からずっと真悠の元気がなかった。

　それでも涼香の前だとまだムリして平気なフリをしているくせに、姉と別れた途端に肩を落としてため息をついたりするのだ。あからさまだった。

　これが真悠じゃなければ、察してほしくてわざとやっているのかと、邪推もするのだけど。

　まったく。うららは登校途中、クラスに向かいながらも声をかけた。

「ちょっと、石田さん……さすがに、隣でそんな顔されてると気になるんだケド」

「ああ、すみません、吉村さん」

　声をかけたら一応その場ではシャンとするものの、それでもしばらく経つと、よれたシャツみたいになってしまうのだ。

　帰りのホームルームが早めに終わったため、一緒に姉を迎えにいこうと誘っても、真悠の調子は戻らなかった。

　二年生のクラス前の廊下で、ふたりは軽い鞄を提げて立ち並ぶ。

　こういうとき、持って回った言い方をして気遣ってやれない自分に、妙な歯がゆさを覚えつつ、うららは真悠に問いかけた。

「そんなに寂しいの？」

　真悠はぼんやりと、斜め下に視線を向けている。

「夏休みが明けたら、また新しくお姉さまができるんだから、今だけの辛抱でしょ」

　重ねて告げると、真悠はまたため息をついた。

「頭ではわかっているんですが……」

「……ですが？」

「娘のように思ってお世話してきたお嬢様が巣立ったときも、このような気持ちになってしまうのでしょうか……」

「いやどの目線なのよあなた」

「せめて、お姉さまのご結婚まで見守りたかったです」

「姉妹制度は、永久就職制度じゃないんだから」

　小声でツッコミを入れるものの、真悠は別に冗談で言っているわけじゃなさそうだ。いやほんと、相変わらず自分の世界に生き過ぎている。

「……どうしてそこまで落ち込むのかぜんぜんわかんないんだケド」

　うららはまるで自分に言い聞かせるかのように、漏らす。

「仮に姉妹じゃなくなったとしても、一緒に過ごした時間はなくなるわけじゃないんだから……いいじゃない、それで」

　我ながら、うまく言えた手応えはまったくなかったのだけれど。

　顔をあげた真悠は、うららのその言葉の奥の気持ちを汲み取った。

「……吉村さん、慰めてくれるんですか？」

　ぐっ、と言葉を飲み込んだ。

「わ、悪い？」

「いえ……」

　ふるふると首を振る真悠。

「とっても、嬉しいです」

　ようやく微笑んだ彼女から、うららは目をそらす。

「ていうかその、吉村さんっていい加減、他人行儀だと思うんですケド……。お姉さまの姉妹ってことは、あたしとも姉妹ってわけなんだし！」

「まあ」

　真悠は目を丸くして、頰を赤らめた。

「では……うららさん？」

「なんでもいいケド」

「うららちゃん」

　恐る恐る袖を握ってくる真悠のその手を、振り払ったりせず。

「あーはいはい……まったく、世話が焼けること」

「あっ……石田は、誰かにお世話を焼いてもらうことなんて、ほとんどありませんでした。なんだか、新鮮ですね！」

「だからって朝起きて着替えの手伝いとか、やったりしないからね」

「では石田がうららさんのお手伝いをしても？」

「それはやめて」

　うららはあくまでもつっけんどんな態度を示しながらも、内心ではどこか真悠に共感を覚えていた。

　一緒に過ごした時間がなくなるわけじゃないと前を向くのも、寂しさも、どちらも同時に降り掛かってくる感情だ。一方だけを選んで、もう一方を無視し続けるのは難しい。

　だったら、他のもので心を埋めるしかない。

　真悠とうららがこうして打ち解ければ、確かにあの時間があったおかげで今の自分があるのだと、名前を呼ぶたびに嚙み締められるのだから。

「ほら、お姉さまそろそろ出てくるよ……その、真悠さん」

「はい、そうですね」

　にっこりと笑って、真悠も背筋を正した。

　二年生の教室から、ぞろぞろと生徒たちが出てくる。その中に混ざっていた涼香は、ふたりを見て首を傾げた。

「ふたりともなんだか楽しそうだけど、ひょっとして明日から夏休みだからって、浮かれてたりする？」

　真悠とうららは顔を見合わせる。うららが肩をすくめ、真悠が口元に手を当てて微笑んだ。やけに親しげな所作に、涼香はさらに疑問符を浮かべたのだった。







　からりと涼しい潮風が髪を撫でる。麒美島は都内に比べればいくらか涼しくて、寮への帰り道も決して不快ではなかった。

「というか、海がこんなに近いのに、むしろ湿度が低い気がするのは不思議だよね」

「麒美島は昔から、避暑地としても、評判だったそうですから」

「へえ……。ハワイみたいなものかな」

　それほど南にあるわけでもないのに不思議だ。平らに舗装された道を歩きながら、涼香の両隣にはうららと真悠がいる。三人での帰り道も、きょうが最後だ。

「ふたりは、夏休みどうするの？」

「石田は明後日から、おうちに帰りますよ。お姉さまのそばを離れるのは、心苦しいですが……」

「明日からお姉さまじゃないでしょ、真悠さん」

「そ、それはそうですけど……でも、お姉さまはいつまでも石田の心のお姉さまですからっ。石田が初めてお仕えした方ですもの」

「なんだったら明日からは、ご主人さまとか、お嬢様ってお呼びしたら？」

　うららの言葉に、真悠は衝撃を受けた。

「そ、そんな手段が……？」

「え、いや……さすがに、多少は恥ずかしいかな……」

「ではふたりきりのときでしたら!?」

　思った以上にグイグイ来られて困る。新たな妹との登下校の最中、涼香の背後にぴったりと付き従う真悠の姿を幻視して、ぶんぶんと首を振る。それはかなり間違っている気がする。

　真悠の向こう側で、うららはいたずらっぽく笑っていた。あいつめ。

「う、うららさんは、どうするの？　帰省？」

「いいえ？　あたしは学院に残りますケド。夏休み、生徒がいなくなったときこそ、名をあげるチャンスです」

「名をあげるって」

「戻ってきたら、寮の立て付けが悪くて軋んだドアも、講堂の舞台袖に積もったホコリも、なにもかもきれいになっていることでしょう。そうして知らしめてやりますよ。この学院女子の怠惰と、吉村うららの功績をね！」

　楽しそうに力こぶを作るうららに、涼香と真悠が笑う。

「なにそれ」

「うららさん、まるで宮原さんみたいですね」

「なっ」

　うららが絶句して、また涼香と真悠が笑った。

　午後の部活動のためか、寮から校舎へと向かっている一団とすれ違う。その中には涼香のクラスメイトも混ざっていた。軽く立ち止まって頭を下げ、挨拶を交わす。

　知り合いも多くなったなあ、と思う。24時間この島で暮らしているのだから、当たり前か。島を吹き抜ける風のように、学院の生徒たちは皆おおらかで、立ち止まることなく過ごしている。爽やかで、居心地のいい島だった。

「お姉さまは、どうするんですか？　学院に？　それともご実家に？」

「わたしは、そうだなあ」

　自らの髪を撫でて、涼香は空を見上げた。天高く、雲ひとつない青空。どこまでも自由になれそうな気がした。

「ごめん、ふたりとも」

　立ち止まる。

「わたし、ちょっと学院長のところにいってくるね」

　保留にしていた話の続きをしようと思い、振り返ろうとしたところで、ふたりの妹が横に並んだ。

「そうですか、じゃああたしたちも一緒に戻りますよ。別に、帰ってもそうやることもありませんし」

「えっ、いいの？」

「ええ。そうすれば、お姉さまとの帰り道がもう少し長く味わえますから。ねえ、うららさん？」

「いや、あたしは単純に暇だからって言いたかっただけだケド……」

「うん、ありがとうね、ふたりとも」

　三人はもと来た道を戻ってゆく。どこからか優しい調べが聞こえてくるような、一学期の終わりの日のことだった







「それで、決まったみたいだね」

　つい先ほど来たばかりの学院長室に再びやってきた涼香は、こくりとうなずく。うららと真悠のふたりは、外で待っていてもらっている。ここには自分ひとりだ。

「叔母さん。わたしも叔母さんと一緒に、家に帰るよ」

「おや……そう？　それでいいんだね」

「うん」

　決めたことだ。

「お父さんもお母さんも、きっと心配してることだろうからさ」

　その言葉を聞いて、叔母さんは微笑んだ。

「そうか。いいと思うよ」

「うん、ありがとう。叔母さんにも、いろいろと迷惑をかけたけど」

「なんの話かな。かわいい姪が元気になってくれたんだ。あんまりに嬉しくて、ぜんぶ忘れちゃったよ」

　笑って肩をすくめる叔母さんに、涼香もつられて笑う。

　叔母さんは笑みを深くして、遠くを見つめるような目つきで問いかけてくる。

「君が『楽しい』と思えることは、見つかったかな？」

「うん……たぶん。ただ、まだこれがそうだって言い切ることはできないかもだけど、でもね」

　涼香は胸に手を当てて、口元を緩めた。

「おばあちゃんに、麒美島女学院はとってもいい学校だね、って、今は早く言ってあげたいんだ。わたし、この学校に来て幸せだよ、って」

　祖母譲りのその笑顔は、窓から差し込む光に照らされて。

　まるで、太陽の光を浴びた海のように、輝いていたのだった。







　涼香が出ていった後、学院長室には騒がしい声が聞こえてきた。

　麒美島女学院の生徒たちが小鳥のようにさえずっている。涼香と、その妹たち。

　次の新たな出会いもまた、涼香にはいい影響を及ぼすだろう。

「母さん」

　机の上には、先代の学院長とともに撮った写真が飾られていた。

「涼香は、もう、きっと大丈夫だよ」

　そう微笑んで、彼女もまた、席を立つ。

　誰もいなくなった学院長室の、その机の上の写真立て。

　そこには、学院長と、そのふたりの娘。そして、娘の腕に抱かれながら笑顔を浮かべる、幼い孫娘の姿が写っていたのだった。
















　ギラギラとした日射しに、全身をあぶられているようだ。

　人口密度の多い東京の夏。コンクリートに閉ざされた渋谷の雑踏に立ち、涼香は意味もなく「あー」とうめいた。

　帰省したことを本格的に後悔したのは、この日が初めてだった。なによりも暑い。今すぐ麒美島に帰りたい。打ち寄せる波と海風の匂い。そしてクーラーが恋しい。主にクーラーが。

「せーんぱい」

　背中からかけられた声に振り返る。するとそこには、夏の暑さとは無縁の空間に生きていそうなはつらつとした少女が立っていた。滝口汐音だ。

　島外で見る彼女の印象は、あまり変わらない。私服も今どきっぽいものをセンスよく着こなしている。どこだって、如才ない少女である。

「久しぶり、滝口さん。元気そうだね」

「そう言うセンパイは、ゾンビみたいな顔をしていますねー。暑いの苦手なんですか？」

「そうだね、私も知らなかったけど、どうやら苦手みたいだ」

「なんですかそれ、おかしい」

　くすくすと笑う汐音だが、涼香は大真面目だった。なにより夏休みに、自宅と学習塾の往復以外のことをした記憶がない。

　麒美島女学院の生徒は、世間知らずのお嬢様ばかりだと思っていたけれど、もしかしたら自分もその中のひとりなのではないかと、芽生えた疑念が直射日光ですくすくと育ってゆく。

　妹候補と連絡先を交換したのは、姉妹制度が始まって間もない頃だった。何人かとは頻繁にやり取りを続けていて、汐音はそのうちのひとりだった。

　夏休みに入り、涼香が都内在住であるという話題から、それならと遊びに誘われたのだ。

　ちなみに聞いた限りではそれぞれの出身地は、真悠が秋田、汐音と千沙都が都内で、未華子が大阪、里帆が北海道。うららはなぜか教えてくれなかった。

「ほらほら、じゃあ早く涼しいところにいきましょうー。せっかくのデートなんですからぁ」

　この炎天下で、ぐいぐいと手を引かれる。しかしどんな魔法か、汐音の手のひらはひんやりとして心地がいい。

　わたしはあんまり渋谷来たことないんだよなあ、と思いながらも、引っ張られるままについていく。

「滝口さんは渋谷詳しいの？」

「え？　初めて来ましたけど」

「えっ」

　びっくりした。いかにも渋谷生まれ渋谷育ちという振る舞いをしているのに。

　汐音はあっけらかんと笑う。

「いい機会だから、東京観光です」

「おうちは東京にあるんじゃ？」

「あるだけですからねえ。だいたい、ひとりで遊びに行ってもつまんないじゃないですかー。あっ、センパイはおひとりさま平気な感じですか？」

「そこはあんまり気にしないかな。ごはんも塾の帰りにひとりで食べたりするよ」

「えー、センパイかっこいいー」

「そうかな……」

　言いながらも、涼香はなんとなく汐音の言葉を反芻していた。

　誰とでもうまく付き合えそうな汐音で、実際学校でもいろんな人に囲まれているのに『ひとりで遊びに行っても』というのは、どういうことだろうか。遊ぶ相手なんて、いくらでもいそうなものだけど。

　妹でもない彼女にあまり突っ込んで聞くのも悪いと思い、それじゃあ、と涼香は汐音の前に歩み出た。今度は彼女の手を引く。

「だったら、渋谷に何度か来たことあるし、わたしに任せておくれ」

「わ〜、頼もしい！」

　はしゃぐ汐音に付き合って、涼香は人混みをすり抜ける。別に姉でなくとも、上級生であることに代わりはない。

「あたし、友達とお洋服見てみたかったんですよー。あ、友達じゃなくて、センパイでしたね！」

「学校じゃないんだし、友達でもいいんじゃないかな？」

「じゃあ、涼香ちゃんとかー？」

「それはちょっと恥ずかしいかな……」

　ぐいぐいと距離を詰めてくる汐音に、涼香は苦笑い。

　しかし、今年はなんとも新鮮な夏休みを味わえそうだった。
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　千沙都の家は、田園調布の住宅地にあった。広い庭があり、大きなバーニーズ・マウンテン・ドッグを飼っている。

　夏休みの間は、ガラス張りのリビングで愛犬の様子を眺めながら、日課の読書をするのが千沙都の好きな過ごし方だった。

「…………」

　自分用のリクライニングソファーに座って、千沙都はドキドキしながら、じっとタブレットを見つめている。

　物心ついたときから、なんでも買ってもらえた千沙都だったけれど、両親から与えられた唯一のルールは申告制であった。

　好奇心旺盛な千沙都はさまざまな種類の本に手を伸ばしたが、なにを買うにしても両親の目があるというのは、気恥ずかしいものだった。

　高校にあがった際、そんな生活に革命が起きた。

　電子ブックリーダーとして、タブレットをプレゼントされたのだ。

　これからはいくらでも、好きなだけ本を買うといい、と。

　クレジットカードを作ってもらい、無制限に親の目も必要なく本を買う権利を与えられた千沙都は、とても喜んだ。

　どんな本を買おうかな、と通信販売サイトをウキウキしながら見て回って。

　そして、好奇心を抑えることができずに、買ってしまったのだ。今までは決して手に取ることも許されなかったような本を。

　そう……。ちょっぴり、いやらしい本を……！

　夜、頭まで布団をかぶって、暗がりの中で初めて読んだその本は、千沙都に新たな世界を見せてくれた。ただ、その後しばらく、妙に悪いことをしたような気分になってしまったりしたのだけれど……。

　以来、千沙都はたびたびそういった本を読み耽るようになった。妄想癖に拍車がかかっていった。

「…………はぅ……そんな、こんな……」

　目を潤ませ、身悶えしながら本を読み進めてゆく千沙都。ときおり端末を胸に抱えて、天井を見つめながら熱いため息をつく。

「……千沙都は、いけない娘です……」

　恥じらいに顔を赤くしながらも、それでも趣味をやめられない千沙都であった。
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「あれっ？」

　図書室に、驚くような声が響き、明日葉は顔をあげた。

　そこには両手に本を抱えたうららがいた。ずしっずしっという足取りで、こちらにやってくるのでなぜか妙に身を固くしてしまう。

「須佐野先輩も、学院にいらっしゃったんですね」

「あ……うん」

　机に本を積み上げて、うららは「ふぅ」と息を整えながら肩を回す。

　夏休みの図書室はどこか使われていない講堂に似た静謐さに満ちていて、そこに立つ生命力に溢れたうららこそがまるで異分子であるかのようだった。もっとも、うららはまるで気にしていないみたいだけども。

「あの……吉村さんは、図書委員になったんですか？」

「違いますよー。きょうは本の整理を手伝っているんです。この機会に、学院中の生徒に貸しを作ってやろうと思って」

　明日葉は、素直にすごいと感心した。

「吉村さん、いい人ですね」

「いえいえ、滅相もありません、これはあたしの野望で……って、いや待てよ……」

　顔をそむけたうららの、その目の奥がきらりと光る。

「下々の者に影響力を強くもつ須佐野先輩に評価していただければ、学院に評判が轟くやも……!?」

　自分はそんなに大したものじゃない、と否定する前に、うららが口を開く。

「須佐野先輩がもしなにかお困りでしたら、あたしが力を貸しますよ！」

　そんなにアグレッシヴに来られると、反射的に『間に合ってます』と言ってしまいそうになる。

「あの、ええと……とりあえず、今のところは大丈夫です。お気遣いありがとうございます」

「そうですか？」

「ええ。これは、私ひとりがやらなくてはならないことですから」

　うららが手元を覗き込んでくる。

　本に囲まれた明日葉は、キーボードのついた小さな機器を開いている。テキストファイルを入力することができる電子メモ帳だ。

「あ、すみません、邪魔しちゃいましたね！」

「そういうわけではないのですが」

　明日葉は高校生作家として、普段は文芸誌に短編を寄稿している。この夏休みはいい機会だからと、長編に挑戦している最中だ。

　ただ、正直いって苦戦していた。大正時代の学園生活を描くために、たくさん資料を集めているものの、むしろ読めば読むだけ足りない気がしてしまう。

　といっても、好きで買った苦労だ。他の人を巻き込んだところで仕方ない

「あの」

　だから、どうして言葉を続けようとしたのかは、わからない。

「もし心当たりがあれば、この時代の本を持ってきてはもらえませんか？」

　昔は閉ざしていた扉を、ほんの少しだけ開いてみせる。

　必要があるとは思えない。だが、彼女は妹候補だ。

　姉として、これがふさわしい振る舞いだと思ったから。

　うららは一瞬だけ目を大きく開いてから、大きくうなずいた。

「はい、任せてください！」

　明日葉の意には沿わない行動だったけど、その笑顔を見ると、まあよかったかな、と思ってしまう。

　そこで、うららの携帯電話が鳴った。

「あっ、すみません。学院内で」

「普段は禁止されていますが、今は夏休みですから」

「あ、ありがとうございます。ちょっと失礼します」

　とたたと書架の奥へと引っ込んでゆくうらら。

　再び電子メモ帳に向かう明日葉の耳に、低い声が届く。

「も、もう、急に電話かけてこんで……。夏休みは帰らんって言うたやろう……。忙しかっちゃけん……」

　ふと、頭をあげた。麒美島女学院の生徒は地方からやってきた人も多い。明日葉も出身は岡山だ。別に、方言はそう珍しいものではない。

　明日葉も耳をそばだてたりはしない。しばらく、電子メモに向き直る。

　その後、ごまかすような笑みを浮かべたうららが戻ってきた。

「あの、すみません、えっと、資料ですよね」

「吉村さん」

　明日葉は小さく微笑んだ。

「標準語、とてもきれいですね。勉強したんですね」

　なまりを恥ずかしがる生徒のため、きれいな標準語の話し方講座も開かれている。明日葉も中学一年生の頃は、よく通ったものだ。

　うららの顔が、ぱっと赤くなる。

「そ、そんな、えっ!?　聞いてました!?　ナイショにしてくださいよ！」

　血相を変えることでもないのに、と思う。

（博多弁、かわいかったのに）

　それを口に出すと彼女を困らせそうだから、黙っていることにした明日葉であった。
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　未華子は静かに目を閉じている。

　心の中は澄み切っていて、まさしく無の境地だ。

　夏休みを利用して、未華子は近所の寺の座禅体験会に参加していた。足を結跏趺坐に組み、手はへそに当て、深くゆったりとした呼吸を心がけている。

　麒美島女学院での生活は豊かだが、恵まれすぎているのだ。この夏を利用して、ワンランク上の聖母になるため、未華子は自分を追い込むことにした。その第一歩が、座禅だ。

　思わずほくそ笑む。

　あの吉村うららという女は、夏休みを利用して姑息にも点数稼ぎに励んでいるらしいが、しゃらくさいことだ。

　自分は、一回り大きな存在になって帰ってくる。夏休み前とはまったく違う聖母力に、うららも敬服せざるをえないだろう。ふふ、ふふふ、二学期の始まりが今から楽しみだ──。

　そこまで考えて、未華子はカッと目を開いた。

「叩いてもらえます!?」

「えっ？　ああ、はいはい」

　警策を持った僧に頼み、未華子はパシンと背中を叩かれた。左右三回ずつ。

　叩かれやすいように倒していた上体を起こして、合掌する。叩いてくださってありがとうございます、のお礼である。

　テレビなどでは邪念を抱いているとパシーンと叩かれるものだが、実際は眠くなったり気合を入れたいときにこちらからお願いするのだ。

　鋭い痛みは、ほどなくスッと消えてゆく。

　未華子は内心でかぶりを振った。

（いけませんわ、こんなことでは……。私は宮原未華子、宮原未華子なのですから……もっとこう、格調高く生きなくては……）

　背筋に鉄芯を挿入するような気持ちで、胸を張る。

　精神の集中し直しだ。

（また新しいお姉さまと、一から関係を築くことになるかもしれないのですから）

　そう、だからこそ、これまで以上に気を引き締める必要があった。

　誰の妹に選ばれるかはわからない。けれど、選んでもらえることは確定してしまっているから。その気の緩みが漏れてしまいかねない。

　惰性のような関係は、未華子の望むものではない。

（私はもっともっと、誰からも敬愛されるような存在に……。あるいはお姉さまですら、これからずっと自分のそばにいてほしいと、この宮原未華子に希うような妹になるために、ただとにかく努力あるのみですわ……）

　涼香が、明日葉が、あるいは帆南が、頰を赤らめながら未華子に指を伸ばす。そんな光景を想像し、思わず笑みを浮かべてしまって。

「はっ」

　目の前を歩いていた僧と、目が合った。

「…………お、お願いします」

　静かに、合掌。パシーンという音が遅れて響く。

　未だ、未華子の道のりは遠そうであった。
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「おねえちゃん」

　声がして、ベッドに寝転んでいた帆南は頭をあげた。

　手元のスマホから視線を動かせば、薄く開いたドアの隙間から、里帆が子猫のような顔でこちらを見つめている。

　濡れ髪にタオルを巻いており、それだけで帆南は彼女がなにを求めているのか察した。

　だから、目を逸らす。

「髪ぐらい、自分で乾かしなよ」

「……ん」

「もう高校生でしょ」

　そっけなく言い放つと、里帆はそれでも餌をもらえるかもと期待した目で待っていた。無視をするのには、少しの意思が必要だった。

　決して甘やかさず、スマホに視線を落とす。

　しばらくして、里帆はようやく諦めて、とてとてと部屋を離れていった。

　妙な緊張感に縛られていたような気がして、帆南はため息をつく。

　まったく。明日葉の妹になってなにかが変わると思っていたけれど、実家に帰ってきたら元通りか。感情に波風が立ちそうになり、帆南はぐっと目の奥に力を込めた。

　里帆に振り回されるのは、もうやめたのだ。自分も彼女も、独り立ちするべきだ。

　すると、下からドライヤーの音がしてきた。

「……」

　帆南はベッドから降りて、立ち上がる。そういえば、部屋の飲み物が切れていた。下にある台所に向かう。

　その途中、あるいは洗面所を覗いてしまうかもしれない。別に、様子を見に行くわけじゃないけれど。

　ただ、もし彼女が拙い手付きで、中途半端にドライヤーをかけているようなら、それは少しだけ気にかかるかもしれない。

　里帆は美しい少女だ。父からも母からも愛情を注がれて、自分自身も常に美しくあるようにと、ある意味では呪いのように刻み込まれてきた。

　そんな彼女を羨ましくも、あるいは妬ましくも思う。どこにでもある普通の姉妹の話かもしれないが、ただ、ちょっとだけ不憫に思うこともあるのだ。

　だから。

「あ」

　と、覗けば、里帆はひとりではなかった。

　家事手伝いとして家に通っているお手伝いさんにわざわざ残ってもらって、髪を乾かしてもらっていた。

　すっかりと子育ての終わった老年の女性は、嬉しそうに里帆の長い髪を梳かしている。

「おねえちゃん」

　ドライヤーの音に紛れて、小さな声が聞こえてきた。

　相手にせず、歩き去る。

　結局、誰でも構わないのか。そこにいる人物に世話を焼いてもらえれば、里帆は満足なのか、と。

　また、心の奥がざわっとする。

　感情の線を振り切って、帆南は自分の部屋へと戻る。最初に降りてきた用事はなんだったか、その頃にはすっかりと忘れてしまっていた。
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「ちょっと真悠、真悠ー」

　ソファーに平べったくなって寝転んでいたその少女は、ぼんやりと目を開く。

　夏の夕暮れ、クーラーに当たりながら、惰眠を貪ってしまったようだ。

　なんだか夢を見ていた気がする。たぶん学校の夢だ。みんなで一緒に……なにをする夢だったろうか。賑やかで、楽しかった気がする。

「真悠、ちょっとは手伝いなさいよ」

　マイバッグを肩にかけた母親が、リビングにやってきた。

「あー、ごめんねー」

「まったく、ずーっとゴロゴロして。ちゃんと宿題しているの？」

「もう終わったよー」

　一緒に、バッグの中の荷物を冷蔵庫の中にしまってゆく。

「帰ってくるたびに、ちゃんと学校で生活できているのか、心配になっちゃうわね……」

「できてるよー」

　キャベツを野菜室に突っ込みながら、真悠はぽわんと視線を空に浮かべる。

「はあ、早く学校始まらないかなあ」

「暇に耐えられないなら、毎日私の代わりにご飯を作ってくれてもいいのよ」

「えー？　お母さんのお仕事取っちゃうのは、申し訳ないもんー」

「まったくこの子は……」

　真悠は学校での面影をまるで見せず、えへへと相好を崩したのだった。




　こうして、それぞれの夏休みが過ぎ、新たな毎日が始まる。

　新たなる姉妹の関係が、また始まってゆくのだった。

























　来たるべくきょうこの日、千沙都はがちがちに緊張していた。

「というわけで、よろしくね、皆瀬さん」

「はっ、は、はい！」

　夏休み明け。実家に帰っていた生徒たちも、学園に戻ってきて、二学期がつつがなく幕を開けた。

　心機一転、新たな姉妹の誕生を祝した百合結びの会を経て、こうして一同は寮の三人部屋に集う。

　新しい姉妹。新しい環境。そして新しい鍵。

　自分と汐音と、そして涼香。

　いろんなものが、またここから始まっていくのだ。

「皆瀬さんと滝口さんは、ふたりとも前回、藤麻さんの妹だったんだよね」

　寮の三人部屋。涼香が妹たちの引っ越し作業を手伝ってあげていた。ちょうど話題に出た、藤麻帆南の部屋から、汐音と千沙都の荷物を運んできたところだ。

　夏休み前よりもっと気安い態度で、汐音がにっこりと笑う。

「そうなんですよー、おねーさま。なんだかコロコロと姉を変えるのって、まるで浮気みたいで背徳感ありますねー」

「いやいや、そういう制度だからね」

「おねーさまはどうですか？　新鮮な妹ふたり。ときめきますかー？」

　涼香は明言を避けて、ははは……と乾いた笑い声を漏らす。もちろん、汐音が本気で言っているわけではない、ということもわかっている。

　私物入れの箱をベッドの近くに置く。二段ベッドは、帆南の部屋で暮らしていたとき同様、千沙都が上、汐音が下だ。

　千沙都がちらりと見ると、汐音と目が合った。

「また一緒でうれしいね、千沙都ちゃん」

「う、うん」

　その気持ちは本当だ。もちろん、他の四人、誰と同じ部屋でも嫌な気持ちは特にないけれど。

　ただ、なぜ緊張しているのかというと、その原因はずばり涼香であった。

「…………」

　前回の姉妹制度で、千沙都は帆南とあまり仲良くなれなかった。少なくとも、千沙都はそう思っている。だから、今度の涼香とは、どうにかして打ち解けたいのだ。

　そんな強い意気込みが空回りし、空気を読みすぎたあまり、千沙都は『失敗できませんの！』という極度の緊張状態に陥っていた。

「なんだか、ちょっと安心しちゃうな」

　机周りを片付けていた涼香が、ふうっと息をつく。

「なにがですか？　おねーさま」

「ほら、今回はある程度、顔を知っている子たちが妹だからさ。ゼロから関係を作るってわけじゃないし」

「えー？　おねーさまも緊張していたみたいなことを言いますね」

「そりゃするよ。転入してきて間もなかったからね。全寮制の学校で、しかもお嬢様ばっかりが暮らしているっていうんだから、失礼のないようにしなきゃって」

「あはは、おねーさまみたいな人でも、そんなこと思うんですねー」

　汐音が早速、涼香と仲良くしている！

　千沙都はあわわと口に手を当てた。彼女のように、気負わず自然に話しかけられたらいいのだけど、それができたら最初から苦労はしないのだ。

　結局、ふたりが談笑している声を聞きながら、背中を向けて引っ越し作業に没頭したフリをするはめになってしまった……。寂しい……。

　けれど、もつべきものは友達だ。汐音が気を回して、会話に混ぜてくれた。

「ね、千沙都ちゃんはあんまり涼香おねーさまとは、お話したことがないんだよねー？」

　汐音の背中に天使の羽が見える。思わずお祈りを捧げてしまうところだった。

「は、はい。そうなんですの！」

　両手を胸の前に組み合わせながらコクコクとうなずく。

　涼香の顔が見れない。だから、まくしたててしまう。

「皆瀬千沙都は不束者ですが、どうぞよろしくお願いいたしますの、お、お姉さま」

　とっくに済ませたはずの挨拶を、もう一度繰り返す。まるで壊れた蓄音機のようだ。

　他にもっとなにか言うべきことはなかったのかと、目の奥が熱くなる。こんなに無様な姿を見られては、さすがの涼香も……。

「うん。これから皆瀬さんのこと、いろいろと知っていけたらいいな」

　その声に顔をあげる。すると、涼香は上品に微笑んでくれていた。

　心にかかっていた霧が、わずかに晴れてゆくような気持ちだ。

「お、お姉さま……」

　ふたりの間に立つ汐音が後ろ手を組んで、そのやり取りを見守っている。

　これから涼香と仲良くなれたらいいな、と千沙都は改めて思って、そうして。

　そのとき、くー、とお腹が鳴った。

　千沙都の顔が真っ赤に染まる。

「あ、あの、これ、これは……」

　腹部を押さえて首を振る千沙都に、涼香は微笑んだ。

「うん、そろそろいい頃合いだし、ごはん食べに行こっか」

「は、はい……はいですの……！」

　淑女としての嗜み、妹としてふさわしい振る舞い。もっともっと勉強すべきことは多そうだと、千沙都はうつむきながら今一度、己を戒めたのであった。
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　新たな姉妹関係ができてから、一週間が経ったある日のことだった。

「あっ、お姉さま！」

　涼香が学食に足を運んだところで、真悠に手を振られた。

　同じクラスの友達たちに先に食べているように言ってから、涼香は駆け寄ってきた真悠に「やあ、ごきげんよう」と手を挙げる。

「お姉さまもお昼ごはんですか？　石田がお持ちしますか？」

　真悠は相変わらずの様子だ。

「いやいや……もうわたしの妹じゃないでしょ、君」

　真悠は得意げに笑みを浮かべる。

「ふふっ。妹ではありませんが、望めば侍女としておそばにお仕えすることは、可能なんですよ？」

「なんでそんな脅すみたいな言い方なの!?」

　久々に涼香と会えたことで、真悠は相当に嬉しそうだ。

「ええと、真悠さん、今度は藤麻さんの妹になったんだよね」

「はい、そうなんです。里帆さんも一緒ですよ。新天地でも、石田はがんばります。ご主人さまの好みや生活リズムを把握して、完璧な侍女になるために！」

「妹だよね、妹」

　真悠の瞳はキラキラと輝いていた。新しい職場でもがんばっているようだ。きっと、真悠はどこにいても自分なりの楽しみを見つけることができるのだろう。

　そこになに食わぬ顔で、新たな女の子が通りがかった。うららだ。彼女はさも今気がついたような表情で、声をかけてくる。

「あら、お久しぶりですね、涼香『センパイ』」

　やたらとセンパイを強調した言い方であった。自分はすっかり涼香から巣立った、ということをアピールしたいのかもしれない。

「ああ、うららさん。なんだか久しぶりだね」

「ふふふ、そうなんです。毎日忙しいんですよ。あたしは念願の、須佐野お姉さまの妹になれましたからね」

　すごいドヤ顔である。

「いやあ、今度こそ素晴らしい方の妹になれて、幸せでいっぱいですよ、ホントに」

「そっか、よかったね、うららさん」

　そんな元妹の言葉を涼香が受け入れると、うららは途端に眉を寄せた。

「むっ……」

「ただわたしは、うららさんと離れ離れになって、少し寂しいけどね」

「む、むむむ……」

　うららがサッと顔を背ける。

「あ、あたしは別に、そうでもないですケド……。まあ、その、ほんの少しぐらいは？」

　そこで涼香と、その隣に立つ真悠が笑っていることに気づく。

　ぐぐぐっと言葉を飲み込んだ。

「って、なにを言わせようとしてるんですか！　意地が悪いですよ、お姉さま！」

「今、お姉さまって」

「言ってませんケド!?　ああもう！　失礼しますね！」

　うららはいかり肩で歩き去ってゆく。

　こそっと真悠が耳打ちをしてきた。

「たまに涼香お姉さまの様子を、石田に聞きに来たりしているんですよ、うららさんってば。本当は気になって仕方ないんだと思います」

「でも、楽しそうにやっているんだったら、よかったよ」

　と、言った直後だ。

　視線を感じて、涼香が振り返る。それを見た真悠が首を傾げた。

「どうかしましたか？　涼香お姉さま」

「いや……なんかここ一週間ぐらい、誰かに見られているような気がして」

「まあ」

　真悠は口元に手を当てて、まるで娘の成長を喜ぶ母のように微笑む。

「涼香お姉さまってば、引く手あまたなんですね。元妹として、誇らしい気分です」

「そういう視線かなあ、これ……」




　食堂の片隅。そんな会話を盗み聞きしているのは、なにを隠そう、皆瀬千沙都であった。
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　その夜、ついに千沙都は行動に出た。

　汐音は友達の部屋に遊びに行っている。今は涼香と千沙都、ふたりきりだ。

　ベッドに座ってタブレットで読書に耽っているふりをしながら、ずっと涼香の様子を窺っていた。

　涼香は部屋に帰ってくるなり、勉強道具を広げて机に向かっている。そのきりりとした横顔に、なんとも言えない気持ちを抱く。

「ふう……」

　涼香がようやくペンを置いて、ノートを閉じた。ここしかありえない。千沙都は立ち上がり、勇気を出して声をかける。

「お、おねえさま！」

　音量調節機能が利かず、大きな声が出てしまった。

「うん？」

「あの、お、お話しませんか!?」

　涼香がぱちくりと瞬きを繰り返す。

「それはいいけど」

　ヘンな態度を訝しがられている、と思う。正直、穴があったら入りたい気分。

　けど、ここで引っ込み思案を見せると、また同じことの繰り返しだから。

　椅子に座った涼香のそばにやってきて、さすがに立ちっぱなしもどうかと思い、「失礼します」と涼香のベッドに腰掛ける。

　涼香とちょっと距離が開いてしまった。

「えと……お姉さまも、隣に来てくれませんか？」

「あ、うん」

　わがままにねだると、素直にやってきてくれた。並んで座る。

　ドキドキ。心臓の音が、今にも涼香に聞こえそう。

　話すことは、いろいろと考えていたはずなのに、どれも真っ白になってしまった。

「うん？」

　沈黙が突き刺さってきて、千沙都は自分がこんなに不器用だっただろうかと、なんだか目に涙が浮かんでしまいそう。

「あの、お姉さま……わたし、実は……」

　抱えていたままのタブレットが目に入って、差し出してしまった。言うはずのない言葉が、口からついて出る。

「こんな本を、読んでいるんです……」

「えっ？」

　まるで懺悔のようだ。

　受け取った涼香は、その表紙データを眺めて、「わあ」と声をあげた。

　タブレットの中には、千沙都が集めた電子書籍が詰め込まれている。それも、大量のいかがわしい文庫ばかりが！

　どうして自分がそんな行動に出てしまったのかわからない。けど、涼香と少しでも距離を縮めるために、誰にも打ち明けたことのないヒミツをつい暴露してしまった。

　やり方としては、ありえない。完全に逆効果だ。こんなコレクションを、見せつけるだなんて、どうかしてる。

　千沙都は目をぎゅっと固くつむる。

「いや、えっと……いいんじゃないかな。趣味は人それぞれなわけだし」

　その当たり障りのない発言が、なんだかとってもつらい。

「うう……わたしは」

　ぽろぽろと言葉をこぼす。

「こっそりと読んで、妄想しちゃうような、はしたない娘なんです……。でも、読むのをやめられないんですの……。ごめんなさい、こんな妹で……」

　やっぱり自分はだめだ。理想の妹になんてなれない。だから、帆南とも仲良くなれなかった。

　涼香だって、昼間の食堂で真悠やうららと話していて、そのときはとっても楽しそうだった。自分よりも、あのふたりがいいに決まっている。

「ほんとは、お姉さまともっと仲良くなりたくて……でも、こんな女の子は、きらいですよね、おねえさま……」

　肩を震わせていると、ぽん、と頭に手を置かれた。

　隣の涼香を見上げる。

「それじゃあ、お礼に私のヒミツも打ち明けようかな」

「え……？」

「私ね」

　涼香は寂しそうな目で、前を見つめていた。

「おばあちゃんのこと大切だったんだけど、でも、よくしてあげることができなかったんだ」

　涼香の祖母といえば、この学校の前学院長だ。

　千沙都の目から見たらすべてが完璧で、優しくて理想的な涼香は、しかしゆっくりとかぶりを振った。

「病気になってからも、私は自分のことばかりでさ。人に構っているような余裕がなくて。おばあちゃんが亡くなってから、ようやく気づいたんだ。それじゃいけないって思って、麒美島に転入を決めたんだよ」

「そう、だったんですの……」

「こんなわたしのこと、軽蔑する？」

　ぶんぶんと千沙都は首を振った。

「今までの自分を反省して、変わろうって決めたなんて、とっても立派ですの！」

「はは、ありがとう……。うん、だからね、私はこの学校では精一杯、いろんな人と接して過ごそうって思っているんだ。そのときそのときを、後悔しないようにって」

　もう一度、ぽんぽんと頭を撫でられた。

「話してくれて、ありがとうね、千沙都ちゃん。千沙都ちゃんのことを知ることができて、ほんとによかった」

「あっ、あ、あの」

　顔を赤らめた千沙都に遅れて、涼香も気づいたようだ。

「あ、ごめん。この学院じゃ、基本的にさん付けで呼ぶんだよね」

「いえ、その、千沙都ちゃんで、大丈夫ですの……」

「そう？」

　微笑む涼香に、千沙都は上目遣いで問う。

「あの……。でもわたし、こんな趣味で……」

「それも千沙都ちゃんでしょ。ていうか私も、興味ないわけじゃないし」

「ええええ、涼香お姉さまもですの!?」

「いや、まあ……。お年頃だし……？」

　そう言って恥じらう涼香がふっと笑みをこぼすと、少し遅れて、千沙都も釣られて笑ってしまった。

「幻滅させちゃったかな」

「そんなまさか……わたしこそ、急にヘンなことを言い出して、ごめんなさい。でも……わたしも、真悠やうららさんみたいに、お姉さまと仲良くなりたくて」

　涼香はにっこりと笑った。

「うん、こちらこそ。っていうか、千沙都ちゃんあんまり話してくれないから、嫌われてるのかなって思っちゃってたよ」

「そんな！　滅相もないですの！　わたしはただ、勝手に緊張してて……」

　涼香が手を差し出してきた。そこに、恐る恐る手を伸ばす。

　ふたりは隣り合ったまま、握手を交わした。

「これからよろしくね、千沙都ちゃん」

「はい、お姉さま！」

　握ったその手は、柔らかくて、温かくて。

　どうしてあんなに悩んでいたのかがわからなくなるほどに、千沙都の胸の中に涼香の微笑みはすっと入り込んできたのだった。




　そうして、しばらくしてから。

「ただいま戻りましたー」と部屋に戻ってきた汐音は、隣り合って座ったまま談笑している涼香と千沙都を見て、妙に嬉しそうに目を細めたのだった。

「すっかり仲良くなったんですね、おねーさまと千沙都ちゃん」

　そこには満面の笑みを浮かべた、千沙都の姿があった。

「はい！」

　ただ、それからしばらく……。

　まるで生まれたばかりのヒナのように、涼香の周りを千沙都がついて回り、今度は涼香が汐音に相談を持ちかけることになるのだった。
















　明日葉は悩んでいた。

　もともと、須佐野明日葉という少女は、人との触れ合いを自分から望んで行う人物ではなかった。

　読書家の父と母の家庭に生まれ、物心ついた時から周囲は物語で囲まれていた。

　明日葉にとって目に見える世界とはただそれだけの意味でしかなく、異なるいくつもの世界を毎日渡り歩いているからこそ、触れ合いには満ち足りていたのだ。

　さらに言えば、本の世界に比べて、実際の世界は不完全とさえ思えた。

　現実世界では、悪いことをした人が必ずしも逮捕されたり、報いを受けたりはしない。因果応報が大原則の（もちろんそうではないお話もたくさんあるが）作られた世界こそが、あるべき形ではないかと強く信じていた頃もあった。

　さすがに高校二年生にもなり、現実と空想の区別や分別をつけられるようにはなった。けれど、心の天秤はいつまでも物語に傾き続けていることは、否定できなかった。

　さて、そんな明日葉だ。

　物語に傾倒した彼女が、自分でも『完全な世界』を生み出してみたいと考えたのは、そう不自然なことではなかった。

　ここでいう完全な世界とは、なにもＳＦやファンタジーに代表される世界そのものの構築ではなく、物語を語る一貫性やテーマ性などであった。

　明日葉が書いた主なジャンルは、ミステリーだ。

　人の情感や衝動を語るのに、いちばん適したジャンルだと考えたのである。

　ただ書いているだけで満足だった。誰にも見せる気はなかったが、小説を書き始めて三年ほど経った頃だっただろうか。新しいノートパソコンを買ってもらう際に用途を聞かれ、特に隠す理由もなかったので小説を書いていると伝えた両親が興味をもったのだ。

　自作小説を読まれるのは、そう恥ずかしいものではなかった。明日葉が目指していたのは完璧な世界の構築であり、あくまでも世界の一部をディスプレイに書き写しているだけのつもりだったからだ。

　資産家の父親と、旧華族の母親の計らいで、明日葉には担当編集がつくこととなった。

　その翌年、類まれなる才能を認められた須佐野明日葉は、文壇にデビューすることとなる。

　当時、中学三年生であった。

　復讐や怨恨、激しい怒りや嫉妬などの負の感情を、青臭く瑞々しい感性で書き綴った彼女の小説は、方々に人気を博し、瞬く間に文芸誌に連載をもつこととなった。

　それから二年経ったが、明日葉のスタイルは一貫している。

　すなわち、追い求めているのは完璧な世界の構築であり、完全な物語の現出だ。そこに混沌──いうなれば、コントロール不可能なものは存在していない。

　なのだが──！

「ですからおっしゃっているではありませんか、吉村さん。それとも、吉村さんでは理解が及びませんでしたか？　このレベルの話は」

「ごめんなさい、ちょーっとあまりにも説明がヘタすぎて、ぜんぜん要点を摑めませんでした。つまりなんですか、今度は共用語で喋ってくれません？」

「…………（間に挟まれてオロオロしている明日葉）」

　つまり、明日葉は困っていた。

　先日それぞれに新しい妹が割り当てられ、明日葉の下にもやってきた。

　ひとりは宮原未華子。

　彼女は前回からの続投だ。

　凛とした立ち姿や、どこにいても自信満々な瞳の輝きなど、下級生であるにも関わらず、明日葉にとっては憧れにも似た感情を抱いてしまう。

　そしてもうひとりは、吉村うらら。

　前回は、涼香の妹だった少女である。

　彼女は夏休みも学院に残っていたので、あちこちで姿を目撃した。誰とでもパワフルに付き合って、まるで自ら物語を切り開く主人公のように目を奪われた。

　三人は今、明日葉の寮部屋で顔を突き合わせている。

「ですから、吉村さんも新しくやってきた以上、わたくしたちの生活リズムに合わせていただきませんと。郷に入っては郷に従え、ですわ」

「ルールがあるなら守るって言っているじゃないデスか。あたしが気に入らないのは、なんでそれを宮原さんが仕切っているんですか？　ってことなんですケド」

「あら、お姉さまにお手を煩わせるまでもありませんでしょう？」

「姉妹制度っていうのは、お姉さまに余計な手を煩わせることに特化した制度だと思っているんですケドー？」

　がるるるるると未華子とうららは、顔を突き合わせる。

　このふたり、あまりにも相性が悪く、そもそも仲も悪いようだった。

　里帆アウト、うららインの寮部屋はまるで、一触即発の火薬庫だ。

　明日葉は思わず現実逃避に、今月締め切りの小説の空想に耽ってしまいそうになる。

　確かに、確かにだ。

　学院長の口車に乗せられて、この姉妹制度に立候補することとなった。

　いや、何度も何度も断ったのを押し切られた、と言ったほうが正しいのだが……。

　ただ好きなだけで小説を書いていたのならともかく、今の明日葉はプロだ。少なからずお金を払って読んでくれた読者を楽しませる義務がある。

　ということは、彼らを飽きさせないために、自身も新しいことにチャレンジしてみる必要があると考えた。

　その過程での悩みを涼香や帆南と共有するというのもまた、新鮮な出来事だった。

　生まれ育った環境のまったく違う他人《いもうと》と生活をともにするのは、確かに人間を描く上で大きな糧にもなった。

　そう、すべてはうまくいっているのだ。

　ただ、明日葉自身の心痛を除きさえすれば。

　いまだ町中で出会った野良猫のようにわめいているふたりに、明日葉はやんわりと手を伸ばす。

「あの……」

　ギンッと抜いた刃のような視線がこちらを向く。

　ひあ……と、その場にしゃがみ込んでしまうところだった。

　さすがに妹たちも、姉に向ける類の目つきではないとすぐに反省し、慌てて険を取っていたものの……。

「お姉さま！　あたしに問題があるなら、お姉さまから言ってください！　そうしたらあたし、ちゃんと改めますから！」

「ですから！　明日葉お姉さまはそういった直接の物言いは、あまり好きではないんです！　吉村さん、あまりお姉さまに面倒をかけては！」

「そんなの、納得できないんですケド！」

　これが現実。完璧とは程遠い世界。

　そもそも明日葉は、自分が他人にとやかく指図するような器ではないと思っている。

　家柄は生まれ持っただけのものだし、勉強の成績に関しても幼い頃から続けるのが当たり前だったから。

　極めつけの小説なんて、どこかにあると信じている『完璧な世界』を写し取っているだけに過ぎない。

　それに、まだまだ上には上がいる。

　誰もが望んでも決して手に入れることのできないものを三つも手にしてなお、明日葉はあまりにも謙虚な、むしろ謙虚すぎる娘であった。

「と、とにかく、あの、言い争いはよしてください。あまり大きな声を出されると、困ります」

　ひとまず、ふたりには落ち着いてほしい。

「その上で、訴えがあるなら私がお聞きします。ただし、おひとりずつです」

　だって、ふたり同時だときっと自分がいっぱいいっぱいになって、とても平静を保てないだろうから。

　ゆっくりと落ち着いて言い放つと、ようやくふたりは静かになってくれた。

「……すみません、お姉さま。少々、騒ぎすぎましたわ……」

「ごめんなさい……」

　自分のことを顧みて、頭を下げてきてくれる。

　まだ体の緊張は解けていなかったけれど、ようやく明日葉はほっとした。

「はい、それではこれからのことをお話ししましょう。まずはベッドの場所など」

「それはわたくしが上ですわね。もともと上でしたので」

「は？　あたしずっと上だったんで、上がいいんですケド？」

　また睨み始めるふたりを眼前に、明日葉は頭を抱えそうだった。

　これだから、やはり現実は理不尽なのだ。

　きっと今回の姉妹期間を経て、自分はまた一回り成長できるだろう。

（恨みます、学院長…………）

　本で口元を隠しながら、明日葉は大きくため息をついたのだった。
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　そしてもう一組の姉妹だ。

　これはこれは……。と間に座っているのは、侍女志望の一年生、石田真悠である。

　帆南と真悠、そして里帆の三人部屋は、冷房も入れていないのにどこか冷え切っているかのようだった。

　帆南はベッドに寝転がってスマホをいじっている。

　かたや里帆もまた、二段ベッドの下で膝を立てて座りながら、雑誌をめくっていた。

　ふたりの間には、一切の会話もない。

　もっとも、実の姉妹ならこの程度は当たり前なのかもしれない。学校で改めて姉妹制度で結びついたところで、今さらなのかもしれない。

（かもしれませんが……）

　真悠は学習机で明日の授業の予習をする振りをしながら、考えを巡らせる。

　特に気まずいと感じることはない。

　侍女のエキスパートになるつもりの真悠だ。たとえご主人様がどれほど寡黙で、あるいは家庭内が冷め切っていたとしても、それで自身のパフォーマンスを落とすはずがない。

　むしろ、涼香のように優しく、人当たりの良い主のほうが珍しいだろう。あの三か月は本当に生ぬるい環境に身を置かせてもらったけれど、ここからがむしろ真悠の修行の日々だ。

　麒美島生徒憧れまみれの姉妹制度だが、それが決して楽しいだけではない──というのも、真悠にとっては上等であった。あるいは妹候補六人の中で、もっとも精神的にタフな女がこの石田真悠なのかもしれない。

　それはいいとして、帆南と里帆だ。

　顔立ちは、麒美島でもトップレベルの美少女たち。ふたり並べばまさに彫像のような美しさを誇る、藤麻姉妹。学内での人気は同じぐらいだが、世間的にはモデルとして活躍をしていた里帆のほうが、遥かに有名だ。

　と、真悠が知っている藤麻姉妹の情報は、その程度のものである。

　ふたりともあまり自分のことをぺらぺらと話すタイプではない。

　だからこそ、だからこそだ。

（うっ……だめ、だめですよ、石田……はしたないですよ……）

　うずいてしまう。そう、侍女の本能というやつが。

　ふたりの間にいったいなにがあったのか。あるいは、なにもなかったのか。

　隠されているものを知りたくなってしまう。その好奇心が、ぜんぜん抑えられないのだ。

（まさかこんな、涼香お姉さまにお仕えしていたときには、うまくやっていたはずなんですが……）

　いやしかし、思い返せば涼香やうららにも、いろんなことをぺらぺらと喋ってしまっていたような気がする。

　好奇心と探求心の虫が騒ぐのは、今になって始まったことではなかった。

　反省しつつも、真悠は開き直ることにした。

（よし……それでは、石田の目標は、帆南お姉さまと里帆さんのことを今以上に知る……ことにいたしましょう！）

　そうだ。侍女として主人の趣味や嗜好、様々なデータを収集するのは当然のことと言えるだろう。

　涼香にいたっては、食べ物の好みから、持っている下着の柄と枚数までも把握していた真悠だ。あれだけ全幅の信頼を置かれるというのは、まさに侍女冥利に尽きる。

　それが信頼だったか、あるいはただの諦めだったかは、さておき。

　真悠はぱたんと教科書を閉じて、本日の勉強を終了する。

「ふう、疲れましたね。石田は紅茶を淹れますが、おふたりはいかがですか？」

「私はいいや」

　里帆からは返事すらなかった。

　手ごわい。

「では、帆南お姉さまは、なにがいいですか？　あとは、緑茶、ほうじ茶、そうそう、夜ですから、ノンカフェインのコーヒーなんかも揃えておりますよ」

「大丈夫だよ。飲みたくなったら自分で適当にやるから。気を遣わないでいいよ」

　むむむ。

　真悠は微笑みを崩さぬまま「そうですか」と立ち上がった。

「そういえばもう少しで、麒美島の文化祭ですね」

「ああ、そうだね」

「今回はなんでも、涼香お姉さまや明日葉お姉さま、それに帆南お姉さま方の姉妹全員で、ひとつの催しをするみたいじゃないですか。とても賑やかで、楽しそうですね」

「まあ、涼香さんがいるから、きっと仕切ってくれるだろうね」

　あら、と真悠は声を弾ませた。

「帆南お姉さま、いつから涼香お姉さまのことを、下のお名前で？　親しくなられたのですね」

「あの子は誰に対しても、心の壁を作らないからね。不思議な人だよ。カリスマ性っていうのかな」

　真悠は自分のことのように喜ぶ。

「そうなんですよ、そうなんですよ。うふふ、今年の文化祭、ますます楽しみになってきました」

　自宅から持ってきた私物のケトルでお茶を淹れていると、帆南がやってきた。

「あら、やっぱりお姉さまの分もいりますか？」

「石田さんは、人の面倒を見るのが得意なんだよね」

「ええ、侍女を目指しておりますから」

　えへんと胸を張ると、帆南はちょうどよかったと薄く微笑む。

「だったら、しばらく里帆の面倒を見ていてくれるかな。同学年だからわかっていると思うけど、あの子、ああいう子だからさ」

「あら……それは、もちろん構いませんけれど」

「よかった。それじゃ、お願いするよ」

　肩をぽんと叩かれた。

　それだけ言うと、帆南はさっさと自分のベッドに戻ってゆく。

　ケトルを手に、ちらりと様子を窺う。雑誌を読んでいたと思っていた里帆だが、どうやら座ったまま舟を漕いでいるようだ。

　里帆はどこでもよく寝る女の子だ。とりあえずは、毛布を掛けなおしてあげなければならないだろう。

　手早く淹れた紅茶の匂いを味わいながら、真悠は壁の左右、ふたつのベッドを見比べる。

　壁を向いたままこちらに背を向けて横になる帆南。そして、二段ベッドの下で一言も発せずに眠りについている里帆。

（むむむ……）

　笑顔の奥、眉根がぐぐぐっと寄っていく。

　なるほど、なるほどなるほど。

（これは、石田のがんばりがいが、ありそうですね！）

　気合を入れ直して紅茶を口に含む。

　出来栄えは決して悪くないはずだったが、ひとりで飲む紅茶の味は、なぜだかいつもよりそっけなく感じてしまったのだった。




　二学期はこうして、各姉妹、根底に様々な問題を抱えながら始まった。

　だがそれは付き合いが深まってゆくにつれ、必ず表層に浮き出てくるもの。

　発見できたからには、根治もできるだろうと信じて。

　──文化祭に向けて、姉妹の絆が試されてゆくのであった。

























　今年も文化祭──麒き海かい祭さいの季節がやってきた。

　麒美島女学院の催しは、普段から島内で娯楽の少ない生徒たちにとって、まさに待ちに待った一大イベントである。

　学院長も、自室の窓から敷地の様子を覗いて、楽しそうに目を細める。

　麒海祭は、前夜祭、本祭と二日間続く。

　明日の本祭になれば、大勢の保護者や関係者が詰めかけて、港やヘリポートは満員御礼の様相を呈するだろう。

　ただ、きょうの前夜祭に限っては、教師と生徒、完全に身内だけで行われる文化祭である。

　そのため、淑女たる麒美島生たちも、この日ばかりは羽目を外し、年頃の女の子らしくはしゃぐ姿が、あちこちで見受けられるのだった。

「さて、私も楽しんでくるかな」

　晴れやかな朝の公園を散歩するような気分で、学院長室を出る。

　学院長もご多分に漏れず、学生時代は一年の行事の中で、この前夜祭がいちばん好きだった。

　学び舎を大人の方々が歩き回り、不思議な感覚を味わえる本祭も好きだったが、それよりはやっぱり、友達と気兼ねなく楽しめる前夜祭こそが麒海祭のメインディッシュだと思っていたものだ。

　もっとも、学院長に就任してからの本祭は気苦労がマシマシで、ろくに展示物を見て回ることもできないのだろうけれど。

（というわけで、きょうは思う存分楽しむとしよう）

　準備期間の、頂上に向けて盛り上がってゆく雰囲気も大好きだが、こうして登り切った山から辺りを見下ろすような気分も格別だ。

　文化祭の演目は様々だ。クラスごとに展示物や自由研究が飾られている。お化け屋敷、喫茶店などは手間もかかるが昔から人気も高い。

　講堂は演劇や演奏の予約がいっぱいで、どこからか賑やかな音色が漂ってくる。

「あら」

　と、そこでパタパタと隣を駆けてゆく少女の団体に遭遇し、さすがに学院長は声をあげた。

「皆さん、校内を走ってはいけませんよ」

「あっ、申し訳ございませんー！」

「失礼いたしますー！」

　スカートの裾を整え、それでも猛然と目的地に早足で向かってゆく。

　この先になにがあるのだろう？　と興味を惹かれ、面白そうな気配を追いかける。

　すると、やがて長蛇の列が見えてきた。

　まるでアミューズメント施設のように、列は丁寧に折りたたまれ、廊下の邪魔にならないように整えられている。よほど事前準備がしっかりしている組のようだ。

　並んでいる少女たちは頰を染め、どこかソワソワしながら列が進むのを心待ちにしている。コンサートの開場を楽しみにしているかのようだ。

　ああ、なるほど、と学院長は得心した。

　道の先で「ようこそー」とビラを配っている生徒が見えたのだ。

「やあ、大人気のようだね」

「わ、学院長まで遊びに来てくれたんですかー？」

　彼女は学院でも大人気の生徒で、姉妹制度の参加者。妹候補である、滝口汐音だ。

　生まれつきの明るい髪を普段とは違う髪型にくくって、そうしてちょこんとヘッドドレスをかぶっている。

　身に着けているものは、浴衣のような和服にエプロンドレスをあしらったアレンジを加えており、その姿がまた華やかで大変かわいらしい。

「ここは、君たち百合結びの会がやっているメイド喫茶だね」

「ですよー」

　彼女たち──二年生三人に、一年生六人は、それぞれの絆を深めるためという名目でひとつの組として扱われていた。わいわいと楽しそうにあちらこちらへと準備をしていたのを、学院長もときどき目にしたことがある。

　また、その際に便宜上に使われている名前が『百合結びの会』だった。

「もう、学院長が明日葉おねーさまに、帆南おねーさま、それに涼香おねーさままでセットにしちゃったから、大変なことになっちゃってるんですよー？」

　甘えるように非難してくる汐音に、学院長は小さく首を傾げる。

「須佐野さんや藤麻さんはわかるけれど、春野さんまで？」

「ふふっ、実は多いんですよー。涼香おねーさま目当ての子」

「へえ、そうなのか」

　どうやらうちの姪は、学院長が思う以上にうまくやっているようだ。

「あ、よかったら学院長も寄っていきますか？　寄っていきますよね」

「だけれど、並んでいる彼女たちに悪いよ」

　すると汐音は列に向かって大きな声を出した。

「皆々さまー！　明日は一日来賓の方のご対応に追われるご多忙な学院長のため、貴重な一席をお譲りしても構いませんでしょうかー!?」

　さすが世界的な歌姫の娘である汐音だ。本格的なボイストレーニングによって鍛えられた声量は、廊下の隅々まで届いただろう。

　すぐに『はーい！』という礼儀正しい生徒の合唱が返ってきた。

　汐音はニコニコと、店内を指し示す。

「許可はいただけましたねー。それではどうぞ、学院長」

「ははは……。それじゃあ、お言葉に甘えます」

　ようこそメイド喫茶『百合結びの席へ』の看板を横目に、店内──飾り付けられた空き教室だ──へと、足を踏み入れる。

　汐音の声は店内にまでもちろん届いていたようで、どこか緊張した様子の給仕がとたとたと駆け寄ってきた。

「おっ、おかえりなさいませ、お嬢様」

　ぺこりと頭を下げたのは、皆瀬千沙都。だが、そのふんわりとした柔らかそうな髪に取り付けられているのは、ヘッドドレスではなく猫耳カチューシャだった。

　エプロンドレスも二の腕やデコルテの露出が激しく、機能性よりはデザインを優先させた衣装であった。

「まあ……そういったメイド服もあるのね？」

「えっ、あの、はい……。せっかくだから、みんな違った形の、みんなそれぞれに似合うメイド服にしたいよねって話し合って……わ、わたしはこういうメイド服になりました」

　窓側の席に案内された学院長は、にっこりと優しく微笑む。

「かわいらしいね。とっても、よく似合っている」

「あっ、ありがとうございますっ」

　千沙都は顔を真っ赤にして、もう一度深々と頭を下げた。

　学院長はメニューを眺める。ラインナップの充実している紅茶に関してはきっと石田真悠や宮原未華子辺りが、皆に教授したのだろう。

　教室内ではガスはもちろんのこと、火の取り扱いが禁じられているから、お茶に関してはたくさんのケトルを並べていた。お茶請けは、家庭科室で作ってきたクッキーやフィナンシェなどの焼き菓子をメインで取り扱っているようだ。

　テーブルに敷かれているクロスも丁寧な刺繡が施されていて、教室の机を本当のカフェのように飾り立てている。

　ルールに従いながらも、予算内で精一杯お客様を楽しませようと気を配った結果だろう。きっと何度も話し合ってアイデアを出し合ったのだと思うと、自然と顔がほころんでしまう。

　生徒の努力が垣間見えるものは、なんだって素晴らしい。

　さて、それではひそかに人気があるらしい涼香お姉さまは、と目を向けて。

「お嬢様、ご注文はお決まりでしょうか？」

「ええとね」

　顔をあげる。すると。

「涼香。そういう格好は、あなたの趣味なの？」

「いえ……ただ、妹たちにせがまれてしまったので」

　顔を赤らめた涼香がそこにはいた。

　いわゆるバニーメイドと言われる衣装だ。ヘッドドレスからピンと突き出た耳や、開いた胸元、短いスカートからすらりと伸びた脚線美などが強調されている。

　涼香が横を通り過ぎるたびに、店内の女生徒たちはまるで恋するみたいにぽーっと顔を赤らめて、その背中を追っているようで。

「ずいぶんと楽しそうで、安心しちゃったわ」

「私の趣味じゃないですからね!?」

　希望者にはチェキのサービスを行っているらしいので、学院長はちゃっかりと涼香とのツーショットをゲットして──くれぐれも両親には見せないようにと懇願されながら──メイド喫茶を後にしたのだった。
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　メイド喫茶『百合結びの席』には、途切れることなくお客さんがやってきた。

　生徒たちの熱っぽい視線を浴び続けて、涼香はずっと火照った笑みを浮かべながら、接客をすることになった。

「ねえねえ、このお茶って春野先輩が淹れてくださったのかな……」

「わあ、すごいねー……どうしよ、私飲めないかも……」

　そんな会話を聞きながら、パーテーションの奥でトレイに次の焼き菓子の準備をしているところで、手の空いた汐音がやってきた。

「おねーさま、もうすぐ明日葉おねーさまたちの組が戻ってきますので、あたしたちが休憩の番ですよー」

「ああ、もうそんな時間か。うん、ありがとう」

　涼香と帆南、明日葉の姉妹は、それぞれ１組ずつ交代で休憩を取るようにしていた。ちなみに休憩の時間も表の看板に描かれているため、お目当てのメイドを狙って会いに来ることも可能である。

「それにしても、大人気でしたねー、涼香おねーさま」

「いや、ホント、いつのまにこんなことになっちゃったんだろうね」

　涼香にとっては謎で仕方なかった。

「そりゃあ、涼香おねーさまは今や他のお姉さまに引けを取らないほどの、憧れの的ですからねー」

「なんで!?」

　汐音は、そんな風に慌てる涼香のことが、心から愉快そうに笑う。

「だって、容姿端麗に、成績優秀。歩く姿は颯爽としていてエレガントなのに、笑った途端にかわいらしい愛嬌がぱっと花開くんですから。それはもう、人気が出ないほうがおかしいって話ですよねー？」

「汐音さんの言っていることでうなずけそうなのは、私が成績優秀ってことぐらいかな……」

　それは謙遜しても仕方ない。涼香が学年主席の座をあっという間に射止めたのは、客観的な事実だからだ。他は、さっぱりわからない。

　実際、後輩から汐音の言った通りに好かれているのも本当なのだが、涼香は誰もが誰にも興味を持つことのなかった学校から転入してきた身。本人の認識として、もともと人に好かれるポテンシャルがあったのだ！　とは微塵も思わず、ただ物珍しさによるものだろう……としか考えていなかった。

　汐音はそんな涼香に上目遣いで問う。

「おねーさまは、どうですか？」

「うん？」

「自分の勝手なイメージが独り歩きして、自分とは違う像を形作ってゆくのは、どういう気分ですか？」

　どこか意地悪な質問だったけれど、涼香は真剣に考え込む。

　涼香には、駆け引きや本音建前の使い分けなど、器用なことができるだけの対人経験値はない。どんなときも、自分の意見を考えて、述べるだけだった。

「そうだね。これがあんまりと広まっちゃうと、やっぱり居心地はよくないかな」

「例えば、みんなが『涼香おねーさまはいっつも完璧なんです』って言い張っていたり」

「困っちゃうね。いくらその気になっても、私は寝坊だってするし、こないだは授業に間に合わなさそうだからって、汐音さんに髪を梳かしてもらっていたし……」

「千沙都ちゃんと、二人分はなかなか骨が折れましたねー。真悠さんにヘルプ頼もうかと思っちゃいました」

「その説はご迷惑を……。だから、まあ」

　涼香はちらりとパーテーションの隙間から、やってきたお客さま方を眺める。涼香の接客で頰を染めていた子たちだ。

「私がどういう人間なのか、なるべくは理解してもらえるように、がんばるかな」

「理解してもらえるように……ですか？」

　汐音は珍しくぼんやりとした顔で、オウム返しに問いかけてくる。

「でもそうして幻滅されちゃったり、逆に嫌われちゃったりするかもしれないじゃないですか？」

「そうだね。でも別に、それはそれで仕方ないんじゃないかな？　むしろ、ほんとは縁がなかったはずなのに、ちょっとでもその人の人生と関わることができたんだから、幸運なことだと思うよ」

「ええー……？」

　汐音はまったく理解できないという顔をした。

「なんですか、それ……。えー？　そんなの、初めて聞きました」

「正解がわかっていたら、ちゃんと汐音さんの期待にも応えられるような解答をしたいんだけどね。でも、私はそうやって百点だけを目指すのって、やめたんだ」

　涼香は微笑んだ。

「それに、千沙都ちゃんや汐音さんは、ちゃんと私のことをわかっていてくれるでしょう？　だったら、それでいいよ」

　それはまさしく、かわいらしい愛嬌がぱっと花開くような笑顔だった。

　汐音はしばらく黙りこくる。

「なんですかー、それー……」

　そこに交代の子らがやってきた。

「お待たせしましたわ！　ここからは、宮原未華子のメイドの出番です、宮原未華子の！」

「はー、チェキも一枚二千円ぐらいまでなら取れると思うんですけどねえ。なんでただ働きになっちゃうんですかねえ」

　未華子とうららがシフトに入ると、一気に活気があふれだすようだ。

「交代しますよ、春野さん」

「うん、ありがとう、須佐野さん。それじゃあ、ええと汐音さん」

　涼香が振り返ると、そこにはもう汐音の姿はなかった。

「あれ？」

　代わりに、嬉しそうに千沙都が駆け寄ってきた。

「お姉さま、もしお姉さまがよろしければ、一緒に前夜祭を回ってくださいませんか？」

　猫耳メイドなのに、ぱたぱたと揺れる犬の尻尾が見えるようだ。

「それは、いいけど」

　汐音も誘おうと思っていたのだが、と戸惑いながらも涼香は千沙都の手を取った。

　結局、次のシフトの時間まで、汐音は姿を見せなかった。

　もしかしたら汐音の質問は思ったよりもずっと、彼女の心に深く突き刺さっている問題なのかもしれない、と考えてはみたものの。

　何度やり直したところで涼香は同じ答えを言うだろうから、きっと、意味はないのだ。




　百点を目指すことをやめた涼香だったけれど、だからといって人の心に寄り添うのは決して楽な道程ではなく。

　そこにはまた別種の険しさが待っていたのだった。
















「というわけで多数決の結果、麒き海かい祭さいの出し物は、メイド喫茶になりましたー！」

　議長であるうららがホワイトボードに『決定！』と大きな花丸を描く。お化け屋敷と写真展にペケマークをつけて、満足気だ。

　空き教室を借りて、百合結びの会に関わる九人は、文化祭の企画を相談していた。

　未華子は自慢気に腕を組む。

「それでは、詳しい内容についてなんですが、実は大勢の部から『お手伝いさせてほしい』という依頼が殺到しておりますわ。これもお姉様方の人徳ですわね」

「なんだか悪いなあ」

「いえいえ、こういうものは断ってしまうほうが失礼に当たりますわ。皆様、文化祭を一緒に楽しみたいと思ってくださるのですから」

　涼香の言葉に、未華子が指を振る。

　抵抗感を覚えたのは涼香だけらしく、なるほどそういうものか、と文化の違いを感じてしまう。

「メニューの相談については、家政科部にお願いしたほうがよさそうですわね」

「衣装は服飾研究会かな。このメンツなら協力してくれそうですもんねー」

「あとは、飾り付けを美術部など？」

「いいですねいいですね。手を借りられるところはガッツンガッツンいきましょう！」

　マシンガンのようにアイデアを撃ち合ううららと未華子を眺めながら、涼香は「うーん」とうなる。

「一年生が張り切ってくれて、楽だなあ……」

　胸の内からわきあがる、姉としてこれでいいのか？　という疑問については、もはや見ないふりをした。涼香に姉の威厳などない。

　話はそれから、喫茶のコンセプトやメニュー内容、衣装や内装に移ってゆく。

　真悠や千沙都、汐音も加わって（里帆は寝ている）、さらに騒がしさを増していった。

　涼香は椅子に深くもたれながら、隣の明日葉にぽつりとこぼす。

「パジャマパーティーのときもそうだったけど、企画に対するパワーがすごいっていうかさ。なんか、若さの差を感じちゃうよね……」

「そうかもしれませんね……」

「ふたりとも、たった一学年差だからね」

　帆南に茶化されて、涼香と明日葉は押し黙る。しかし、高校生活においては、その一学年の差が大きいのだ……。

　うららが嬉しそうに手を打った。

「それじゃあ各自みなさん、麒海祭に向けて、がんばりましょう！　今回の成功であたしの……もとい、あたしたちの名前が学院中に知れ渡るワケですから！」

　グッと拳を握ってやる気に満ちたうららを、一同は生暖かい目で見守っていたのだった。







　家庭科部には、そもそもの部員である真悠と千沙都が向かった。一緒になって共同メニューを開発するようだ。

　一方、美術部は喫茶のコンセプトが関わってくるため、うららと未華子、それに喧嘩しないよう見張りの帆南が向かう。

　服飾同好会と協力してメイド服を作る作業が一番大変かと思ったのだが、明日葉が里帆を連れていくと、同好会メンバーは大喜びで迎え入れてくれた。

　なんといっても、校内でも有数の美少女、藤麻里帆が一緒に服を作りましょう、とやってきたのだ。いいから座っていてください、あとは私たちに任せて！　という勢いで放置されてしまった。

　その後、メンバーはそれぞれが服飾同好会と一緒に、自分に似合いそうなメイド服を作り上げていったようだ。

　ちなみになぜなのかはまったくわからないが、涼香は衣装を選ぶ権利を与えられなかった。妹たちが選んでくれるようだ。

　これも姉の義務なのかもしれない。
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　文化祭の準備は、万事順調に進んでいた。

　普段は上手に着飾っている学院のお嬢様方も、この準備期間だけはパワフルな女子中高生として学院を駆け回っている。

　百合結びの会の面々もそれは例外ではなく、なんと里帆までも毎日ちゃんと服飾同好会に顔を出しているのだ。

「いやあ、いいね、お祭りって」

「ふふっ、そうですねー」

「ところでさ」

　メイド喫茶に生まれ変わりつつある空き教室の窓枠に頰杖をつきながら、涼香は隣に佇む汐音に目を向ける。

「汐音さんはお手伝いに行かなくていいの？」

「それはおねーさまこそじゃないですかー？」

「いや、なんか私は、手伝おうとしたんだけどさ……」

「だけど？」

「どうも私のやり方は、チームプレーに向いていないみたいで」

　くすっと汐音が笑う。

「聞きましたよー。一生懸命、予算案を考えて提出したら、ぜんぜん現実的じゃないって怒られたんですよね？」

「小麦粉からベニヤ板まで、ネットを巡って、安さと品質を両立させたものをリストアップしてみたんだけどな……。なんか、そういうんじゃないってうららさんと未華子さんにめっちゃ突っ込まれた……」

「あはは。おねーさま、努力の方向間違ってますよー」

「は、ハッキリ言っちゃうね」

　汐音にちょこんと脇を突かれて、涼香は顔面を手で覆う。

「てか、汐音さんこそこんなところでボーッとして、どうしたの？」

「いやー、みんな楽しそうなので、お邪魔はしないでおこうかなーって」

「お邪魔って」

「ま、それは冗談みたいなものですけど、なにか困ったことがあったら手を貸せるように、こうして待機しているんですよー」

「汐音さんは優しいねえ」

　しみじみ告げると、汐音は目を細めて笑った。

　そのどこか控えめな態度に、涼香はさらに踏み込んだ質問をする。

「でも、そうやって輪の外にいるのって、寂しくないの？」

「それならおねーさまこそ」

　また同じやり取りだ。のらりくらりとかわそうとする汐音に、涼香は心配そうな目を向ける。汐音はわざとらしく両手を持ち上げた。

「汐音はだいじょーぶですよー。いつでもどこでも、汐音は汐音のやりたいようにしているだけですからー。だいたい、あたしがそんな、気を遣うタイプに見えます？」

「見えないけど、見えないから心配かな？」

　汐音は腰に手を当てて、くるくる回りながら歩いていく。

「ふふっ、それじゃあちょっとみんなの様子見てきますね。メイド喫茶、ぜったい成功させましょうねー」

　ニコニコと去ってゆく汐音を見送り、ひとり残された涼香は、うーん、と首を傾げる。

「なかなか、わかりづらい……」

　今まで真悠やうららなど、ある意味わかりやすい子ばかり相手をしてきた涼香は、どうしても頭を悩ませてしまうのであった。
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「お姉さま、お姉さま、次はどこにいきます？」

「わかりやすい」

「なんです？」

　千沙都はコテンと首を傾げた。涼香はパタパタと両手を振る。

「なんでもない、なんでもない、こっちの話」

　そもそも誰かと千沙都や汐音を比べるなど、失礼な話だった。

　本日は麒海祭の二日目。大勢の一般来場者が校内で楽しんでくれる日だ。

　彼らはお客様であるため、麒美島生はすれ違うたびに会釈をする習わしである。いかにもお嬢様学院らしいルールだ、と涼香は感心していた。

　シフトの休憩時間、涼香は千沙都と出し物を見て回っていた。

　汐音も一緒にと誘ったのだが、彼女は他にやることがあると言って、どこかにふらりと去っていった。やはりとらえどころのない少女だ。

「お姉さまお姉さま、二年生の教室で自作映画の上映ですって！　いってみましょうよ！」

「ああ、面白そうだね。そんなに腕を引っ張らなくても、大丈夫だよ。逃げないよ映画は。どうどう」

「でも時間には、限りがありますの！」

　千沙都は心から楽しそうだ。

　無邪気な妹と、それに引きずられるように歩く姉の組み合わせは、学内のみんなからも微笑ましく見守られていた。

「お姉さまのご両親はいらっしゃってるんですか？」

「そうだね、さっきちらっとメイド喫茶を覗いていったよ」

　幸いにも、休憩時間に入って制服に着替えたばかりだったので、バニーメイド姿を見られる惨事は免れた。

「といっても、夏休みに実家に顔を出したばっかりだから、そんなに久しぶりって感じでもないけどね。千沙都ちゃんは？」

「わたしもです！　お店に来てくれて、かわいいメイド服を褒めてくれました！」

「こっちは見られずに済んでよかったよ……」

「まあ。お姉さま、とってもかわいらしいのに！」

　布面積がね、とはなかなか口に出しづらい。せっかく千沙都がかわいいと思ってくれているのに、変な観点を与えるような発言は慎みたい。

　しかし、一応都内とはいえ、辺鄙な場所にある島によく日本中から集まってくるものだ。

　もちろん一度も姿を見せない親御さんも、それなりにいるのだろうけれど。

　来場者で賑わう廊下の先に、ふと見知った顔を見た気がした。汐音だ。

　用事があると言ってきたのに、ひとりで校内をぶらついているようだ。

「あ、ええと」

「？」

　呼び止めようとしたけれど、この状況で大声を出すことはできず、千沙都とつないだ手をぐっと引っ張ってしまった。

「いや、映画、楽しみだね」

「はい！」

　千沙都は元気いっぱいにうなずいて、それから休憩時間が終わるまで、ふたりは麒海祭を練り歩いたのであった。




　こうして、二日目の麒海祭は、過ぎてゆく。

　メイド喫茶『百合結びの会』は最後までお客様が絶えず、大盛況のままで幕を閉じた。

　そして──。
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　講堂で開かれた後夜祭が終わると、生徒たちは各自解散の趣となった。

　麒美島には、大勢を泊めるための宿泊施設がないため、来場者はすでに帰宅済みだ。

　そんな中で──涼香は、人気のない校舎をなんとなく散歩していた。

　窓からは夕焼けが差し込む。逢魔が時、文化祭の残骸のような飾り付けがあちこちにうずくまっている。

　開けっ放しのドアから、メイド喫茶跡を覗き込む。

「あれ？」

　窓から外を眺めていた汐音が、振り返ってきた。

「どうしたんですか、おねーさま。片付けは振替休日が終わって、明後日からですよ？　それとも、忘れ物ですかー？」

「んー、なんか、汐音さんがいるかなって」

「汐音を探しに来てくれたんです？　そんな、おねーさまの手を煩わせてしまうだなんて、恥ずかしい妹ですね。それじゃあ寮に戻りましょうか」

　歩き出そうとする汐音の横を通り過ぎて、涼香もぼんやりと外を眺めた。

「文化祭、楽しかった？」

「楽しかったですよ」

　教室の中ほどで立ち止まった汐音はＵターンして、涼香の隣に並んできた。

　人懐っこい猫のような瞳が、ぱちぱちと涼香を映す。

「おねーさまってば、元気ないですね。なにかあったんですかー？」

「んんんー」

　涼香は頭を抱えた後に、「うおー！」と叫んだ。

　隣の汐音はびっくりもせず、ただ涼香をまじまじと見つめている。

「……なんですか？」

「すごいモヤモヤした気持ちを抱えきれなくなったので、つい……」

「汐音でよかったら話聞きますけどー？」

　涼香は窓枠に頰杖をついた。

「汐音さんのこと、教えてほしいな」

「なんですかそれ。見たまんまが私ですよー？」

「わかんないんだよね。汐音さんは大人っぽいから。だから、お手上げです」

　涼香は苦笑いして、それから汐音をじっと見つめた。

「もうこうなったら、直接本人に聞いてやれ、っていう」

「乱暴な解決策ですねー」

　少し笑った後に、汐音は妖精のようないたずらっぽい瞳を向けてくる。

「言いたくない、って言ったら？」

「困っちゃうよね」

「正直者を通り越して、なんかもう汐音を脅迫してませんか？　それ。汐音はおねーさまを困らせたいわけじゃないんですよねー」

　観念したかのように、汐音もまた肩をすくめた。

「汐音、自分のことを話すの、あんまり好きじゃないんですよねー」

「そうなんだ？」

「一応、理由とかあったりして」

「へえ、へえ」

「おねーさま、話すまでここから帰さないぞって顔してません？」

「話した方が身のためだと思うよ。私と汐音さんがぎくしゃくしていると、千沙都ちゃんが悲しむ」

「それは、嫌ですねー」

　からからと笑って、汐音は沈みゆく夕日に目を向けながら、口を開く。

「さんざんもったいぶっておきながら、大したことじゃないんですよー。あたしのママ、歌手をやっているんですよね。日本ではそんなに知名度がないんですけど、欧州ではずっと大人気のままで、なかなかなものなんですよー」

　態度自体は普段の汐音と変わらない。

　しかし、これを話してくれることが、今はなによりも特別なひと時なのだろう。

「子供の頃から、あちこちに連れ回されちゃいましてね。それは今もなんですけど……別に、それが嫌だってわけでもないんです。あたしもクラスで大人気でしたから、せがまれるたびに海外旅行の話なんかしちゃって。みんな、大喜びだったんですよ。ですけど……」

　そこで汐音は大げさに首を振った。

「なんかそんなことを繰り返していたら、またあの子自慢してるーみたいに言われちゃったんですよねー。汐音はみんなが聞きたがるから話してただけだっていうのに、理不尽ですよねー」

「それは、大変だったね」

「いーんですよ、昔のことですから。ただ、どうせ自分のことを話したって、本当はだーれも興味なくて、むしろ嫌われるばっかり。だったら人の話をしたほうが、お互いにとってもいいよねーってだけの話ですよー」

　汐音はそう締めくくった。

「はい、これでお話はおしまいです。大したことなかったですよねー？　ほらほら、もう寮に帰りましょう」

　ぱんぱんと手を打って歩き出そうとする汐音の手を、涼香が握った。

「話してくれてありがとうね、汐音さん」

「別に、どうってことないですよー」

「でも、私は嬉しかったな」

「おねーさまに、自分のことをわかってもらうようにがんばれー、ってプレッシャーかけられちゃいましたからねー」

「あれ、そういう意味で言ったわけじゃなかったけどなあ」

　姉妹は歩き出す。

「残りわずかですけど、よろしくお願いしますねー、おねーさま」

「こちらこそ」

　文化祭の熱を背に、ふたりは校舎を出た。

　風はもう冷たく、しかし繫いだ涼香と汐音の手は暖かかった。この手のぬくもりだけは、決して噓ではないのだ。

























　文化祭が終わると、すっかりと秋の足音が聞こえてくる季節になってきた。

　麒美島は夏涼しく、冬は寒い環境だ。特に海風が強い日などは、マフラーに加えて、しっかりとコートの前を止めないといけない。

　秋口でこの寒さだと、冬は寮と学校を往復するだけでも苦労しそうだ。涼香は小走りで寮へと滑り込む。

「ふう、ただいま」

　寮部屋に帰宅してマフラーを外すと、部屋の中は誰もいない。きょうは千沙都も汐音も教師から頼まれごとをされているらしく、涼香ひとりだ。珍しい。

「んー……勉強でもするかな」

　シンとした寮部屋でひとりつぶやく。この部屋で過ごす期間も、あとわずかだ。

　学習机に教科書とノートを広げながら、なんとなく千沙都や汐音のことを思い浮かべる。ふたりと過ごした三か月も、もうすぐで終わろうとしている。

　ただ日常を過ごしているだけなので、仕方ないのかもしれないけれど、姉としてふたりになにかを与えているという実感はあまりなかった。

「いや……学業ぐらいは、指導できているかな」

　幸い──と言ったら申し訳ないが──千沙都も汐音も、勉強成績がずば抜けているタイプではなかったため、宿題や課題を見てあげることは前よりも増えた。

「うららさんとか真悠さんは、勉強得意だったもんなあ」

　そう考えると、一度目よりは二度目のほうが、姉としてうまくやれているのかもしれない。

「私も、人間的に成長できているってことかな」

　叔母から姉妹制度の話を聞いたときにはどうなることかと思ったけれど、まんまと彼女の思い通り、涼香は前に進めているようだ。

「感謝しなきゃね……。ありがとう、お婆ちゃん」

　涼香はスマホを開く。そこには中学入学当時の写真があった。ぎこちなく微笑む涼香と、家族。そして、隣に立つ優しそうなお婆ちゃんの写真だ。

　どこかしんみりとした気持ちでいると、ふとぴかぴかと光る液晶が目に入った。千沙都の電子書籍リーダーだ。充電ケーブルに刺したまま、電源を切らずに登校してしまったようだ。

「こういうの一応、閉じておいたほうがいいんだっけ」

　親切心で手に取った涼香の目に飛び込んできたのは、刺激的な一文であった。

「うお……これ」

　ゴリゴリの官能小説だ……。

「いくらカミングアウトしたからって、安心してこんなの机の上に開いておくんじゃないよ。まったくもう……」

　涼香は電源を切ろうとして。

「…………」

　ちょっとだけ、ちょっとだけページをめくってみる。

「うわ……」

　あまりにも過激だ。思わず赤面してしまう。

「え、なに、千沙都ちゃんってこんなの読んでたの……？　あんなかわいらしい顔をして、こんな、え？　ただのえっちな本じゃない、これ……」

　実際、ただのえっちな本で間違いない。

　ページをめくりながら、涼香は「うわあ」だとか「やば……」と呻き続ける。しばらくたっぷり時間をかけた後、顔をあげて汗を拭う。

「千沙都ちゃん、私よりずっと進んでいるオトナかもしれない……」

　そうつぶやいたそのときだ。寮部屋の入口にいた千沙都と目が合った。

　椅子から転げ落ちるかと思った。

　千沙都はまるで汐音のように、妖しげに微笑んでいる。

「お姉さまぁ」

「ち、千沙都ちゃん、いや、違うのこれは」

「いいんですよぉ。お姉様もこちら側に来てくださって、私、とっても嬉しいですぅ」

　微笑みながら、すり寄ってくる千沙都。

「学院の皆様に慕われているお姉さまがあんなみだらな本を読んで、にやにやしていらっしゃるだなんてぇ……」

「も、もとは千沙都ちゃんの本でしょ!?」

「大丈夫ですよぉ」

　千沙都が涼香の手をぎゅっと握り、目にハートすらも浮かんでいそうな艶やかな表情で、笑みを浮かべた。

「お姉さまも、一緒に楽しみましょうよぉ……おすすめ、いーっぱいありますからねぇ」

「ち、違うんだってばー！」

　なぜだか弱みを握られてしまったような気持ちになって、涼香は必死に首を振っていたのだった。







「ふふっ」

　涼香と千沙都の楽しそうな声を、外では汐音が聞いていた。

　ドアに背中を預けながら、思わず口元が緩んでしまう。

　千沙都から『涼香と仲良くなりたい！』という相談を受けていた汐音は、ふたりをさらにくっつけようと画策していた。

　とはいえ、千沙都は汐音の手を借りることなく、涼香と無事打ち解けることができたのだったけれど。

　第二期の姉妹期間も、そろそろ残りあとわずか。

　この辺りで、さらにもう一歩歩み寄るためのなにか、きっかけがあればと思って色々と作戦を実行に移していたのだ。

　これもそのうちのひとつ。電子書籍リーダー放置しっぱなし作戦だ。

　晴れて涼香と千沙都は秘密を共有し、共犯者のような関係を築き上げることができたはず。

　すーっと深呼吸してから、汐音は勢いよくドアを開く。

「ただいま戻りましたー」

　すると顔を突き合わせていた涼香と汐音は、勢いよく距離を取った。

　こちらを見るその頰が赤い。

　汐音はふたりを順番に眺めてから、しかし特になにも言わず通学鞄を下ろす。

「あー、きょうも寒かったですねー。もうすぐ冬になっちゃいますねー」

「そ、そうだね。季節の変わり目、風邪ひかないように注意しないとね」

「で、ですね！」

　慌てた顔のふたりがかわいらしくて、汐音はこっそりと頰を緩める。

　これで、汐音の今期のミッションは、無事完了。

　あとは涼香とほどほどに仲を深めて、また次の妹をうまく立ち回ればいい。

（少しは退屈を紛らわせられればいいって思って参加した姉妹制度ですけど、これはこれで、なかなか楽しいですねー）

　汐音のその本心に、一切の偽りはなかった。

　第三者の立ち位置に、汐音はすっかりと慣れきっていて。

『寂しい』と感じる心のセンサーは、とっくに機能なんてしなくなっていたのだから。




　だから──。

「海を見に行こうか」

「……はい？」

　そう涼香に誘われて、汐音は目を丸くして驚いたのだった。




　＊＊＊




　22時半。消灯後の夜間に寮を抜け出すのは、初めてのことだった。

　涼香は浜辺にやってきたところで、ようやく「ふー」と息を吐いた。

「なかなかのスリルだったね」

「っていうか、ぜんぜん意味わからないですよー？」

　千沙都も一緒だ。涼香が誘った際、あの子は『冒険みたいですっごく楽しそうですね！』と目をキラキラさせて、この案に大賛成してくれた。

　たぶん、こういった背徳的な行いに、ドキドキしてしまうたちなのだろう。なんだか危ういものを感じてしまうが、それはいいとして……。

　夜の海は潮の香りが強い。ゆらゆら揺れる波間を見ていると、どこか現実と幻想の境を漂っているかのようだった。

「なんですか、心中のお誘いですかー？」

「いやそんな、物騒な」

「おねーさまがどうしてもっていうなら、仕方ないですけどねー」

「いいの!?」

　またいつものようにからかわれているだけだと、涼香は首を振った。千沙都は手が汚れるのも構わず、ぺたぺたと砂のお城を作っていた。

　じゅうぶんに厚着はしてきたが、それでも涼香は暖を取るように汐音のそばに立つ。

「海も、星も、きれいだね。ときどき忘れちゃいそうになるけど、麒美島ってほんとうに島なんだなあ」

「通学のときに毎日、海も見ているじゃないですか」

「そうなんだけど……なんだろうね。今は世界にたった三人しかいないみたいな」

「世界、滅んじゃいますね」

　汐音はふふっと笑って、ぎゅっと涼香の腕に絡みついてきた。

「べつにいーですけどね。おねーさまと千沙都ちゃんと一緒なら、滅んでも」

　それもまた、軽口を叩いているだけだ。

　でも、でも本当は、ほんの数ミリ程度にでも、真実が混ざっているのかもしれない、と涼香は思った。

「けど、どーしたんですか？　こんな、藪から棒に。明日も学校ですよ？」

「もうすぐ第二期の姉妹期間も終わっちゃうでしょ？　だから、その前になにか、特別な思い出を作りたいなって思ってさ。汐音さんも付き合ってくれてありがとうね」

「それはいーんですよー。でも、トクベツな思い出、ですかー？」

「うん。千沙都ちゃんと、汐音さんとね」

　ざざ、ざざ、と静かな波の音が聞こえる。

「汐音さんって頭いいから、たぶん、私のやろうとしていることなんて、ぜんぶお見通しだと思うんだけど」

「それは買いかぶりすぎだと思いますけどねー」

「うん、でもね。せっかく一生に一度の人生で、汐音さんと知り合う機会があったんだから、あんまり、やり残したくないなって」

　そう告げて汐音を見る。彼女の横顔は、じっと海を見つめていた。

　汐音は誰とでも距離を置く。

　なれなれしいのに、決して一定以上は踏み込んでこない。そこにはあまりにも分厚く、誰にも打ち壊すことのできないシャッターがあった。

　ただ向こう側から開いてもらうしかできないような、そんなシャッターだ。

「汐音さんに、こうしろああしろなんて、説教ぶって言うつもりはないんだよ。人生経験だって、きっと汐音さんの方が上だろうし……」

　勉強しかしてこなかった涼香だ。こういうときに取り繕ったって仕方ないと、続ける。

「だからね。選択肢のひとつとして……もし、汐音さんが愚痴を言いたくなったり、悩みを聞いてほしかったときに、ふと思い出してくれるといいなって。私や、千沙都ちゃんがいることを」

　しばらく黙ってから、汐音が口を開く。

「涼香おねーさまは、変わった人ですね」

「そうかな」

「それって」

　汐音が向き直ってきて、涼香の胸元にちょこんと指を当ててきた。

「おねーさま、汐音のトクベツな人になりたい、ってことですか？」

「え？　いや」

　誰にも言えない遊びに誘うような、そんな蠱惑的な表情が涼香の目に飛び込んでくる。

　思わず照れて顔をそらしそうになるところを、ぐっと踏みとどまった。

「私にとっては、汐音さんも特別な子だから……汐音さんにもそう思ってもらえたら、嬉しい、かな」

　汐音の目が細められた。めいっぱい人をからかおうとする小悪魔な笑顔だ。

「おねーさまってそういうこと、誰にでも言うんですかー？　汐音より、よーっぽど八方美人ですね」

「誰にでもってわけじゃないけど！」

「でも、妹になった人は、みんな口説いちゃうんですよねー？」

「口説いているわけじゃないってば！」

　あくまでも夜間外出が見つからないように気を付けながら叫ぶ。

　すると汐音は、波と踊るように翻ってから、はにかんだ。

「なーんだ、つまんない」

「…………えっ!?」

　もう汐音は、さっきまでの話なんて忘れた顔をしていた。

「面白い人ですね、涼香おねーさまって。大丈夫ですよ。こんなハジめての気分、簡単になくなっちゃったりしませんから」

「そ、そっか」

「おねーさまに秋の海で告白されたことも、ちゃーんと胸にしまっておきますね」

「そういうんじゃないんだってば！」

「ねえねえ、千沙都ちゃん。実は私、おねーさまに告白されちゃってー」

「ええっ!?　そ、そんなロマンチックなことを!?　お姉さま、だから海に!?」

「ちがーうー」

　あきらめたようにうめく涼香。

　そんな姉をからかいながら、汐音は心から楽しそうに微笑んでいた。

　ひとしきり騒いだ後、風が強くなってきたから帰ろうと告げると、汐音が涼香の右腕に。千沙都が涼香の左腕に抱き着いてきた。

「ねえ、お姉さま。わたし、もう一度お姉さまの妹になりたいです」

　星空のように目を輝かせながら、千沙都が微笑みかけてくる。

「そうだね、どうなるかはまだちょっとわからないけど……もう一度なれたらいいね」

　汐音が口元をにやけさせながら、半眼を向けてくる。

「おねーさま、それうららさんや真悠さん達にも言われてますよねー？」

「う……。ノーコメントで」

「里帆さんや、未華子さんだって、きっとおねーさまの妹になりたいって言うでしょうし。モテモテですねー？」

「汐音さん、水を得た魚みたいに、姉をいじってくるね……」

「だっておねーさま、隙だらけなんですもん」

　まあ、汐音が楽しそうだからいいか……と思うことにした。

「それが終わったら、お姉さまとの姉妹になる機会は、もうなくなっちゃうんですよね……」

「一応最後に、たったひとりの特別な姉妹を選ぶみたいだけれど」

「でもでも……」

　耳を伏せた仔犬のようにしょんぼりとする千沙都の頭を、汐音が撫でる。

「大丈夫だよ、千沙都ちゃん。もし選ばれなくても、寮を抜け出して、三人で夜の海を見に来たことはいつまでもなくならない、ホントのことだから」

　その優しい声に、涼香が思わず汐音を見返すと、彼女は美しく笑った。

「でしょ？　おねーさま」

　間違いなく、その通り。

　人と距離を取って過ごしながらも、その実は誰よりも他の人を見てあげている。汐音は最初からずっと強くて、優しい女の子だった。

「さ、帰ったらすぐ寝るんですよー？　ふたりとも。こんなに夜更かしして、寝坊しても知りませんからねー」

　もちろん麒美島の生徒は、授業中、机に突っ伏して寝るだなんていうはしたない行為が許されるわけもない。

　千沙都が笑いながら、寮に向かって駆け出す。

「はーい、汐音ちゃんー」

「ほら、おねーさまも」

　汐音にぐいと腕を引かれて、涼香もまた小走りで足を動かす。

「大丈夫だよ。眠くなったときはお昼休みにでも、汐音さんに膝を貸してもらうから。ね、いいでしょ？」

「なんですかそれ。別に、いいですけどねー？」




　こうして、三人で過ごしたかけがえのない時間は過ぎてゆく。

　けれど、思い出はいつまでも、あの日見た夜空のように──胸の中に、輝き続けるのであった。
















　家政婦──もとい、はつらつとした侍女・石田真悠の朝は早い。

　起きてすぐに自分の準備を整えると、ルームメイトである藤麻里帆の身支度だ。

　ぽけーっとして、能動的なリアクションを起こさない里帆は、ある意味では理想の『世話焼かれ役』であった。

　ベッドで起き上がったまま、うつらうつらと頭を揺らす里帆。

　差し込む朝日によって照らされた里帆は、まるで人の形をした宝石のようだ、と真悠は思う。

　ただそこにいるだけで価値がある。磨かれれば、さらに光を放つ。そして、あらゆる人を魅了する。

　入念に髪を梳かす真悠もまた、里帆の世話をしているだけで、自身が特別な存在になったような気分を味わえてしまう。

「力加減はどうですか？」

「ん……きもちいい」

　あくびを嚙み殺す里帆の一挙一動が、ピカピカと輝いている。

　ただ、世の中には宝石に飽きたり、宝石よりも他に好きなものがある人もいる。里帆の姉である帆南は、そうなのかもしれない。

「真悠」

「はいはい、なんですか？」

　他人を呼び捨てにする里帆の振る舞いは、麒美島女学院生としては落第モノである。さすがに里帆もまずいと思っているのか、彼女は誰彼構わず人前で名前を呼んできたりしない。ごく一部の相手。それも、リラックスしたムードの中だけだ。

　そのひとりに選ばれていることは、光栄なことなのかもしれない、と真悠は思う。たぶんだけど、うらら辺りは里帆に認識もされていないんじゃないかなあ、と。

「明日ね、朝からおしごとで迎えが来るから。学校、休むね」

「承知いたしました。大変ですね、がんばってください！」

「ん」

　くい、と小さく里帆が首を傾げる。櫛が髪をするりと抜けた。

「がんばることは、なんにも。ただ、座ったり、立ったりするだけだわ」

　雑誌モデルの仕事を、端的にそう言い表す里帆。同年代の大勢がしのぎを削って椅子を争うような仕事も、里帆にとっては当たり前の日常でしかない。

「そうですか。では、石田は里帆さんのお帰りをお待ちしておりますね」

　ただ、最適化されている。

　長い睡眠時間も、極力ストレスを排除した暮らしも、飲み物はほとんど水しか口にしないのも、すべて彼女が一流のモデルを続けるために必要なことだ。

　ただ、本人がそれを好き好んでいるのかどうかは、真悠にはよくわからなかった。半ば義務のようにも見えるし、あるいは心からどうでもよさそうに見える。

　雑事を行わない彼女の手はふわふわで、同年代の中でもとびきり柔らかい。

　そうなるように育てられたのは間違いないが、真悠は里帆の心が知りたかった。

「帰ってきたら、一緒に編み物でもしますか？　この冬にかけて、靴下でも編もうかと思っているんですよ」

　と、誘われた里帆は、ぼんやりとしたまましばらくなにも言わず。

「なんで、自分でつくるの？　買えばいいんじゃ……？」

　それはそうだけれど！

「つ、作るのも楽しいんですよ！　自分でデザインを決められますし！　なにより、作っている時間が楽しいんです。ほら、里帆さんも麒海祭のときに、メイド服を作ってもらったのは楽しかったですよね？」

「そうかな？　あれは、里帆のを作りたそうにしてたから、作らせてあげただけだよ」

　だめだ、ぜんぜん伝わりそうにない。

　人の世話は得意な真悠でも、人に楽しさを教えるのはそうそううまくいかないようだった。







　里帆が島を出て働きに行くことは、ままあった。中等部の頃から里帆は引っ張りだこで、なるべくマネージャーが便宜を図ってくれているものの、それでも月に一度はどうしても避けられない撮影が入るのだとか。

　二日ほど、真悠は寮部屋で帆南とふたりきり。

　普段、ほとんど喋ることもない里帆なのに、いなければいないで、どことなく部屋を広く感じるのは不思議なものだ。

「そういえばきょう、実家のほうから送られてきたんだけどさ」

　夜の時間。勉強をしている最中、珍しく帆南のほうから話しかけてきてくれた。

「石田さん、いつも里帆の世話をしてくれてありがとうね。お礼と言ってはなんだけど、おひとつどうかな」

　見せてくれたダンボールの中には、大量にお菓子が詰め込まれていた。真悠が見たこともないような、北海道の銘菓もたくさんある。

「まあ……石田も選んで、いいんですか？」

「普段、ろくに姉らしいこともできていないからね。といっても、お菓子で釣るなんて、あんまりって感じだろうけど」

　帆南が肩をすくめる。

「いえ、嬉しいです」

「あ、ここらへんは里帆の好みだから、残しておいてもらえるかな」

「里帆さんも、お菓子を食べるんですか？」

　意外そうに聞き返すと、帆南は「そりゃそうだよ」とうなずいた。

「あの子は甘いものが大好きだからね。どれだけ食べても別腹って言ってさ。夕食を残して怒られることだって、しょっちゅうだったよ」

　里帆がいないからだろうか。昔を懐かしむ帆南の声は、優しい響きがした。ここだけを切り取れば、まるで仲のいい姉妹のように見える。

　麒海祭の前。真悠は藤麻姉妹がぎくしゃくしている原因を探ろうと思ってはいたものの、あまり成果は得られていなかった。噂らしい噂もほとんど見つからず、さすがの真悠も諦めかけていた頃である。

　この際だ。真悠は思い切って帆南に尋ねてみることにした。

　とはいえ、切り出し方には気をつけなければ。

「帆南お姉さまは、あんまり、里帆さんには関わらないものだと思っていましたから」

「まあね」

　すると、帆南はあっさりと認めた。

「相手をしてくれている石田さんにこう言うのもなんだけどさ、里帆って誰が相手でも変わらないでしょ。あの子の世界には、自分しかいないんだ」

「自分、だけ」

「そう。だからさ、意味ないんだよ。どんなに気持ちを注ごうともね。ただの一方通行。石田さんは確かに親切だけど、きっといつか、虚しくなってくると思うよ」

「お姉さまは」

　真悠は少しだけ躊躇しながら。

「虚しくなってしまったんですか？　里帆さんの、お相手が」

「どうかな」

　帆南は里帆の好みのお菓子を取り分けると、ダンボールを閉じて机の下に押し込んだ。

「ただ、私とあの子は姉妹だから、これからもずっと一緒なんだ。ずっと比べられる。それが、飽き飽きしちゃったのかもしれない。きっと反抗期なんだね、私は」

　冗談のように微笑む帆南の、その手を真悠が握る。

「……石田さん？」

「石田には姉妹がいないので、帆南お姉さまの心に寄り添うことはできないかもしれません。けれど、里帆さんだってきっと、帆南お姉さまの気持ちをわかってくれる日がやってくると思います」

「そうかな？」

「はい、きっと……。いいえ、必ず」

　ふふっ、と帆南が笑う。

「石田さんみたいな子が、妹だったら、私ももうちょっとゆるやかにいられたのかな、って」

　だめですよ、そんなことを言ったら……とたしなめそうになり、真悠は口をつぐんだ。

　帆南の気持ちも知らずに、横から口出しするべきではない、と。

　どこまでいっても真悠は侍女にしかなれない。気持ちに寄り添い、支えるまでが真悠のできること。そこから先は……未来を描くのは、自分ではない。

　代わりに、握る帆南の手に、小さく力を込める。

「石田も、帆南お姉さまみたいな素敵なお姉さまがいたら、きっと楽しかったと思います」

　戯れのような言葉にも、帆南は満足して笑ってくれた。

「ま、もうすぐで二期目の姉妹関係も終わっちゃうけどね」

　残る組分けは、あと一回。また帆南と真悠が同じ姉妹になれるかどうかはわからない。

「でも、話したことや、わかりあったことはいつまでも残ります。来年だって、帆南お姉さまはまだ三年生なんですから」

「でもなあ」

　椅子に座った帆南は、頰杖をついて真悠を眺めた。

「涼香さんの大事な妹を、奪っちゃう気には、さすがになれないかな」

　不意打ちだった。

　ぽっと真悠の頰に紅が差した。

「い、今は涼香お姉さまのことは、関係ないじゃありませんか」

「別にいいんだよ私は。たまにやってきて、石田さんをからかう意地悪な先輩として、相手をしてくれれば、さ」

　真悠は珍しくペースを乱されて、顔を背ける。帆南が、楽しそうに笑った。

　それからしばらく、ふたりだけの部屋で帆南と真悠は様々な話をした。帆南はヘアーアレンジするのが好きで、将来の夢がヘアメイクアーティストだというのも、初めて知った。

　里帆が留守になって帆南と心の距離が縮まるのは、なんだか皮肉な話だけれど。楽しい、一幕であった。
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　明日葉はもはや悩むことを止めていた。

　寮部屋で机に向かい合いながら、読書中のことだった。

　右側から、未華子が朗らかに昆布茶を差し出してくる。

「どうぞ、お姉さま。未華子がお姉さまの飲み物をお持ちしました、未華子が」

　そこに、うららが左側からずずずいと身を乗り出してくる。彼女はコーヒーカップを持っている。

「どーぞ、お姉さま！　やっぱり読書中にはコーヒーですよね！」

　ふたりに挟まれた明日葉はどうしたか。にらみ合う彼女たちからそれぞれの湯吞みとカップを受け取って、引きつった笑みを浮かべる。

「あ、ありがとうね」

　一事が万事、この調子だ。

　よっぽど相性がいいのかなんなのか、姉である明日葉に差し入れを届けに来るタイミングも似たりよったりなので、衝突は免れないわけで。

　頭上を飛び交う未華子とうららの口論をスルーできるようになったのは、それなりの成長の証かもしれない……などと、明日葉はのんびりとした顔で昆布茶をすする。

（あるいは、慣れちゃだめなのかもしれませんけれど……）

　ふたりの語気が激しさを増す。

「お姉さま、もう我慢できません！　きょうこそ決着をつけさせてくださいまし！」

「こちらこそです！　こんな野蛮な人は、お姉さまにふさわしくないと思いますケド！　姉妹制度の途中破棄ってできたりしないんですかね!?」

「なんてことをおっしゃいますの、うららさん！　それは学院に対する立派な背信行為と受け取ってもよろしくて!?」

「すぐそんな極端なことを言い出して、麒美島の聖母さまはほーんと心が狭いんですね！　あたし程度の外部生の痴れ言、平然と笑い飛ばしたらいかがですか!?」

「もう、もう、我慢なりません！　わたくし、この人と同室なんてもう無理ですわ！　お姉さま、申し訳ございませんが、お暇をいただきますわ！」

「えっ」

　さすがに驚いた明日葉が本から顔をあげる。しかし呼び止める間もなく、未華子はスタスタと部屋を出ていってしまった。

　うららはドアに向かって、べー、と舌を出す。

（こ、これは……）

　明日葉は冷や汗をかく。

　どちらの態度も、決して淑女としては褒められた行為ではない。もし明日葉が今も理想の姉を目指すのならば、ここはアレをするべきなのだ。

　そう、𠮟るという行為を。

「……あのですね、吉村さん」

「はい、なんですか？　あっ、お姉さま、ようやく邪魔者がいなくなってふたりきりですねっ。これからはどうぞ、吉村うららをかわいがってくださいねっ」

　そう言って、猫のように目を細めながら身を寄せてくるうららに、明日葉は「うっ」とたじろいだ。

　確かに未華子とうららの相性は悪い。だが、それはそうとして、うららが人々の助けになろうと日々ボランティアに勤しんでいる善良な娘なのは間違いない。

　未華子もだ。うららと顔を合わせれば、どちらが長女でどちらが次女か（この姉妹制度に上も下もないのだが）で言い争っているものの、寮部屋を出れば、皆の規範となるような成績優秀、眉目秀麗な女子生徒。前期も明日葉の妹をしてくれただけあって、お互いのことも、もうよくわかっている。

（果たして、私が一時の感情に任せて、𠮟ってもいいんでしょうか……？）

　明日葉は混乱した。

「どうして、宮原さんと仲良くできないんですか……？」

　目を回しながら尋ねると、うららは神妙な顔をした。

「あたしもですね、三ヶ月も姉妹で一緒に暮らしていたら、ちょっとぐらいマシになるかって思っていたんですケド」

「……けど？」

　小さく横に首を振って、うららは告げてきた。

「あたしと宮原さんはどうやら、竜呼相打つ運命だったみたいなんです。だって頭よし品格よし家柄よしの明日葉センパイの元でも仲良くできないなんて、もう終わってますよ！」

　無茶な理屈の勢いに押されて、明日葉は思わず「なるほど……」と納得してしまいそうになった。

　ただ、それでもまあいいかと飲み込んだのは、理由がある。未華子とうららは同室になって以降、まるで競うように学院への奉仕を励んでおり……。

　結果、明日葉の妹としてふたりの評判はグングンと高まっていった。

　こういった関係もあるのだと、明日葉はまたひとつ知見を得たのであった。




　その後、未華子は消灯前に帰ってきて、明日葉に迷惑をかけたと頭を下げてきた。しかし、再びうららと激しい口論を交わし──結果、今度はうららが部屋を出てゆくことになり、明日葉はもうどうにでもなれという気分でベッドに潜った。

　姉妹制度を実行するまでは、他人と積極的に関わることはなく、また、望むことさえなかった明日葉だったけれども、今は違う。なによりも、うららと未華子がぐいぐいと迫ってくる。

　強制的なコミュニケーションを押し付けられ、それを困惑とともに受け入れるか、否定するかのどちらかの手段しか選ぶことができなかった明日葉も今は、なんとなく受け流せるようになってきた。

　白でも黒でもない中庸。それはある意味で、人間関係においてもっとも大切な要素であるがゆえ──実際、今回の姉妹制度でもっとも人間的な成長を見せたのは、明日葉だったのかもしれない。

























　ついに三度目の百合結びの会が終わり、寮に戻ってきた涼香は感慨深くつぶやいた。

「なるほど、こういう結果になったのかあ」

　涼香の左右には、動と静を体現するかのような、ふたりの少女が並んで座っていた。

　宮原未華子。そして、藤麻里帆だ。

　まだ涼香の妹になったことのないふたりが、こうして第三期目、最後の妹枠に収まったというのは、なかなか面白い結果になったものだ。

　これでいよいよ、この寮部屋で暮らしたことのない一年生は、ひとりもいなくなった。見目麗しい人気の一年生をかわりばんこで同室に引っ張り込むだなんて、前の進学校に通っていた頃は夢にも思わなかった。

　自分もずいぶんと遠くまでやってきたものだ、と涼香はひとり感慨にふける。

「未華だ、未華」

「子をつけてくださいまし」

　表情に変化の乏しい里帆だが、どことなく嬉しそうに未華子の袖を引っ張っている。慣れているのか、未華子は波に揺られるアザラシのようにその身を任せていた。

　二段ベッドは、里帆が下で、未華子は上。理由として、里帆がはしごを登るのが下手だから、だそうだ。

　争いもなく、すんなりと決まり、涼香はふぅと一息ついた。

　未華子も里帆も、半年一緒に過ごしてきた下級生だ。本来ならあんまり不安もなく、これからの生活を楽しもう……と思えるのだが。

　涼香はふと、百合結びの会の直後を思い出す。




　里帆の前、未華子は堂々と宣言した。

『私は今回、一切里帆さんのお世話をしませんので』

　急にどうしてと話を聞いたところ、未華子は常日頃から里帆の態度を不満に思っていたらしい。

『お姉さま方は、優しすぎますわ。ここは心を鬼にして、里帆さんを独り立ちさせましょう。それが私による、妹としての最後の贈り物ですわ……』

　自分で自分の言葉にじーんと浸ったような未華子の顔が、印象的だった。

　そして──今に至る。

　夜も更けてきて、そろそろ寝る時間だ、という頃。

　里帆はもってきたトランクケースから寝間着を取り出して、着替え始める。無造作にボタンを止め、そのままベッドに横になった。

　涼香は自然と脱ぎ捨てられた制服を拾い、ハンガーにかけようとしたところで、未華子からのＮＧが飛んできた。

「だめですわ、お姉さま！　手を出さず、ぜんぶ里帆さんにやってもらうんですわ！」

「ええー？　でも、これぐらい」

「いけません！　これぐらいこれぐらいと言っているうちに、ゆりかごから墓場までお世話してしまうんですわよ！」

　といっても、里帆はもう寝息を立てている。このままでは明日、里帆がよれよれの制服を着て学校に行くことになるだけだ。

　なのだけど、未華子は芝居がかった態度で、顔を背けた。ハンカチで目元を拭いながら、情熱的に口走る。

「ええ、ええ……つらいのは、同じです……！　しかし、同じ妹になった以上、やらなければなりませんの……。この私が、宮原未華子が、里帆さんを立派な淑女にして差し上げますわ！」

「えー……？」
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「それはまた、ずいぶん強引な話だね」

　自分の妹の話だと言うのに、面白そうに笑う帆南。

　涼香はぐったりとうめいた。

「里帆さんはあんまり感情を表に出さないけどさ……。けど、気づくとふとこっちをじっと見つめているんだよね……。助けを求めるみたいにさ……」

　春にやってきた女学院も、季節は巡って冬になった。中庭のベンチやテラス席はがらんとして、代わりに温かい食堂に人が集まってきている。

　同学年。涼香と帆南と明日葉の三人で、お昼休みに集まっていた。議題はもちろん、第三期の姉妹はどう？　だ。

　明日葉もまた、涼香に同情するような目を向けてきた。

「宮原さんは……その、パワフルな方ですからね。がんばってください、涼香さん」

「そう言う明日葉さんは、心穏やかに過ごせてそうだね……」

「そんなことはありませんよ、ふふふ」

　明日葉の微笑みがなんだか、余裕たっぷりに見えてしまうのは気のせいだろうか。

　そこで、お姉さま、という声が飛んできた。

　さすがに姉として、テーブルに突っ伏した姿を見られるわけにはいかない。涼香も背筋を正して振り返る。

　やってきたのは、千沙都と真悠だ。

「まあまあ、お姉さま方、集まってどんな素敵なお話をしていらっしゃいますの？」

「あるいは悪巧み、ですか？　ふふっ」

　キラキラと目を輝かせる千沙都と、上品に微笑む真悠。もともと友達同士のふたりは、第三期目にして、揃って明日葉の妹となった。六人の中でも特に『いい子』に分類されるふたりを姉妹にできて、明日葉にも春が来たのかもしれない。

「いやあ、里帆さんのことを話していたんだよ」

　涼香が事情を話すと、千沙都は口元に手を当てて驚いていた。

「まあ、里帆さんを独り立ち……未華子さんがそんなことを」

　真悠がさっと目をそらす。

「あの、すみません、涼香お姉さま……。石田は、あんまりお力になれなさそうなお話ですね……」

「いやいや、いいんだよ、ぜんぜん。真悠さんは真悠さんの思うがままに生きてくれれば！」

　必要以上に責任を感じないようにと、フォローがずいぶん必死になってしまった。

「あ、ちなみに明日葉さんのお世話は、どんな感じ？」

「それが……明日葉お姉さまは何事もしっかりしていて、自分のことはすべて自分でなさってしまうので、石田の出る幕が……」

「いいことじゃありませんか……」

　明日葉が釈然としない顔で眉根を寄せる。

「石田は物足りませんね……」

「なので、代わりにわたしが真悠さんにお世話されていますの」

　胸に手を当てて、エッヘンとうなずく千沙都。友達の自己犠牲精神（？）に感動した真悠が、「千沙都さん〜」と腕に抱きついていた。

　とはいえ、姉に奉仕するのと、友達に奉仕するのとでは、また真悠のモチベーションも変わってくるのだろうけれど。それはともかく。

「でも、いいことじゃないんですか？」

　話を聞いていたらしいうららが、会話に加わってくる。

「あたしは藤麻さんに特に思うところはありませんケド、できることはひとつでも多いほうがいいと思います。人として」

「うららさんが、いかにも言いそうだ……」

「言いましたケド!?」

　ちなみにうららは今回、帆南の妹だ。同室には汐音がいて、ことあるごとにからかわれているらしい。うららの受難は続いている。

　ふむ、と涼香は腕を組んでうなった。

「となると、みんなに話を聞いてみたくなってきちゃったな。いや、別にそれで私がどうするってわけじゃないんだけど、せっかくだし。うららさん、ちょっと汐音さんも呼んできてくれないかな？」

「なんであたしに言うんですか!?」

「いや、いちばん仲良しなのかなーって……」

「センパイですケド、言わせてもらいますよ!?　その目、節穴ですか!?」

　結局、うららと千沙都がふたりで呼んできてくれた。




「えー？　おねーさまってば、わざわざ汐音に会いたくなっちゃったんですかー？　だったら、里帆ちゃんを口実にしなくても、会いに来てあげますのにー」

　いきなり抱きついてきた汐音を見て、千沙都が「はわわ」と顔を真っ赤にしていた。

　しかし涼香は動じない。なぜなら、彼女の姉として過ごした三ヶ月の経験値があるからだ。微笑すらも浮かべて、汐音の頭をぽんぽんと撫でた。

「里帆さんのことはほんとだけど、汐音さんに会いたかったのもほんとだよ。汐音さんは寂しがりやさんだからね。いつも気にかけているよ」

「……ずいぶん言うようになりましたねー？　おねーさま」

「汐音さんに鍛えられたかな」

　にやりと笑うと、汐音の瞳が妖しげな色を灯した。あっ、これは危ない。汐音が本気になる前に、涼香は慌てて話を変える。

「そ、それで里帆さんのことなんだけど」

「でもお世話待ちの里帆ちゃん、かわいくないですー？」

　小首を傾げる汐音は、目で語っていた。完全に、面白ければなんでもよくないですか？　の顔だ。汐音が楽しそうなのでなんにも言えなくなった。

「じゃ、じゃあ、千沙都ちゃんは？」

　涼香が目を向けると、千沙都はぐっと拳を握って目を輝かせた。

「わたしはいいと思います！　だって里帆さん、眠れる森の美女みたいで、とってもロマンティックですの！」

「よーしよしよし、千沙都ちゃんはかわいいねー」

「あうあうー」

　たちまち汐音のオモチャにされる千沙都であった。




　話も一段落したところで、未華子が里帆を引きずりながら食堂にやってきた。

　さすがにぎょっとした生徒たちが、何人も振り返っている。

「なにを考えていらっしゃるんですか……！　もう、お昼ごはんぐらいはちゃんと食べてくださいまし……！」

「一食ぐらい食べなくてもへいき」

「あなたいっつもそう言っているじゃありませんか！　生活改善、生活改善ですわ……！　あら、皆さまお揃いで？」

　額に汗をかいた未華子が、きょとんと一同を見回してくる。

「ええと……大変そうだね、未華子さん」

「お、お姉さま！　すみません、なんだか恥ずかしいところを見せてしまいまして……！」

　そそくさとハンカチで額を拭う未華子の後ろで、ふにゃふにゃの里帆が椅子にもたれかかっていた。その目はぽけーっと虚空を見つめている。

「お昼の面倒を見てあげているの？」

「ええ、そうですわ。里帆さんってば、眠いからいらないだとか、チョコレート食べるからいらないだとか、そんなことばっかりおっしゃるんですわ！」

「食事制限。スタイルの維持は必要だもの」

　うにうにとつぶやく里帆に、ぽつりと帆南が。

「マネージャーさんからも、さすがに瘦せすぎだからもうちょっと肉をつけたほうがいいって、言われてなかったっけ」

「…………」

　里帆が恨めしそうに姉を見つめてくる。帆南は肩をすくめた。

「さ、というわけですわ。キチンとビタミンを摂取して、健康的な美を手に入れましょう！　食券を買いに行きますわよ！」

「うー」

　完全に困ったらしい里帆が、最後の頼りとして涼香を見つめてくる。その視線を浴びて、涼香は思わず胸を抑えた。

　真悠と千沙都は、今にも助け舟を出してあげたそうにしているし。うららは放っておきなさいとばかりに腕組みをしている。汐音は野次馬モードだ。

　里帆を除いた妹たちは、ちょうど２対２。（そして汐音が見物）

　涼香はこめかみに指を当てて、熟考の末、絞り出すように告げた。

「み、未華子さん……ほどほどに、ね……」

「………………」

　突き刺さるような里帆の視線に、涼香は引きつった笑顔を返したのだった。




　その日の夜、三人で大浴場へと向かったときのことだった。

　涼香と未華子、里帆が三人並んで湯船に浸かる。このときばかりは、ようやく里帆もリラックスした顔を見せていた。

「里帆さん、お風呂もめんどくさいって言うのかと思いましたわ」

「お風呂は好き。優しいもの。……未華と違って」

「子をつけてくださいまし」

　ふたりに挟まれながら、涼香が熱い息を吐く。

「どうなることかと思ったけど……でも、なんだかんだ里帆さんも順応してきてるよね」

「未華がやってくれないから」

　そこで、くいくい、と里帆が涼香の手首を引っ張ってきた。

　柔らかな手のひらの感触が急にやってきて、びくっと思わず腰が動いてしまった。

「な、なに？」

　凄まじい美貌をもつ美少女が、捨てられた子犬のような濡れた瞳で、上目遣いに涼香を覗き込んでくる。涼香は思わず目を奪われた。言葉がどこかに吹き飛んでいってしまう。

「涼香姉さま、髪を乾かしてほしい。……だめ？」

　思わず、里帆を抱きしめながら『もちろんいいよ！』と答えてしまいそうになる。

　反対側から「んっ、んん！」という咳払いの声が聞こえてきて、はっとした。

「ご、ごめんね、里帆さん。まずは自分でやってみよう……ね？」

　無表情の里帆の顔に、あからさまな失望の色がにじんだ。

「……シオ、こう言えば姉さまはイチコロだって教えてくれたのに……うそつきだわ……」

「汐音さんの入れ知恵か！　あの子は私をどれだけチョロいと思っているのか！」

　大浴場に、涼香の叫び声が響き渡った。
















　りほちゃんよくできましたカード、というものを発行した。

　発行元は姉である、春崎涼香だ。

　経緯はまったく複雑でもなんでもない。いつものように、里帆がお風呂上がりのドライヤーをかけている最中だった。

　ぱたり、と里帆がその場にぶっ倒れたのだ。

『えっ!?』!?

　同じく隣で髪にドライヤーをかけていた涼香はそりゃもう慌てて、里帆のもとに駆け寄った。

　里帆は床に倒れたまま、虚無感に支配された顔で、ぽつりとつぶやいた。『メリットがない』と。いったいどういうことなのか。

　詳しく聞き出すと（きょうだけは涼香が髪を乾かしてあげた）里帆は、スピーカーに混ざるノイズのように、ぼそぼそと語り出す。

　身の回りのことをがんばってやろうとしていたけれど、その糸がぷっつりと途切れてしまったのだとか。

　最初は真面目に聞いていたものの、話を要約すると、里帆は『やる気になるような、ご褒美がほしい』と主張しているのだった。

　なるほど……なるほど？

　そこで涼香と里帆が頭を突き合わせて考えたのが、りほちゃんよくできましたカードだ。里帆が『自分はこれだけのことをやった』と報告し、その成果が認められた場合、スタンプが一個押される。

　スタンプがすべてたまると、涼香からご褒美がもらえる、という寸法だ。

　ちなみに未華子は最後までご褒美の実装を反対していた。自立のためにやっていることなのに、里帆だけご褒美がもらえるなんておかしい、と。

　確かに……と納得したので、里帆が目的を達成した場合、未華子にも同じようにご褒美をあげることになった。安請け合いをしてしまった気がするが、出した言葉を引っ込めるわけにもいかない。

　こうして、里帆は毎日「ドライヤーした」「宿題した」「きょうの授業は寝なかった」などの報告を重ね、順調にスタンプカードを埋めていった。

　そして──。




「──そろそろ一枚たまりそうだねえ、里帆さん」

「うん」

　足先も冷えるようになってきた季節。涼香は就寝前、里帆から報告を受けて、彼女のスタンプカードにハンコをふたつ押した。お互いパジャマ姿だ。

　里帆ががんばっているということもあり、スタンプカードは二週間経たない間に、もう埋まりそうだ。もうちょっとマス目を増やしておけばよかった気がする。ちなみにハンコは、春崎印のガチの印鑑である。

「貯まる直前にもう一度釘を刺しておくけれど……。あんまり無茶なお願いは、聞けないからね？」

「わかってる」

　こくこくとうなずく里帆は、いっぱいに咲いた春崎印を眺めて、うっとりしている。

　本当にわかっているんだろうか。里帆はイマイチ考えの読めない妹であるから、涼香はそれなりに不安だ。

「……ちなみに、どんなのをご褒美にもらおうとしていた？」

「聞きたい？」

「うん、まあ。あげるの私だし」

「だったらね、こっそりと教えてあげる」

「それは嬉しいなあ」

　あげるのは私なんだけど！　という叫びを喉奥に引っ込めたまま、涼香は里帆の唇に耳を近づけた。

　ふぅ、と息を吹かれた。

「ひゃっ」

　慌てて離れて耳を押さえると、里帆は口元に手を当てて上品に微笑んでいる。

「ふふっ」

「いたずらっ子だね……」

「里帆ね、お姉さまをろーらくしようと思っていて」

　頭の中で、漢字の変換がうまくいかなかった。

「ろーらく……籠絡？」

「そう」

　小首を傾げた里帆の大きな瞳が、涼香を見つめる。ワンサイズ小さな人形のようにほっそりとした人差し指が、唇に突きつけられた。

「考えたの。お姉さまが、里帆のことを世話したくてしたくて、たまらないよ、ってさせちゃえば、里帆は楽ができるって」

「ええ……？」

「だからね」

　もう一度近づいてきた里帆が、涼香の耳たぶに吐息を吹きかけながら、ささやいてくる。

「スタンプカードがたまったら、キス、しよ」

「え!?」

　涼香は大いに狼狽した。背中をドアに引っ付けるほどに後ずさると、里帆はくすくすと笑っている。

　絶世の美少女の誘惑は、どこまでが冗談かわからない。

「いや、あの、里帆さん……？」

「スタンプカードがたまるまで、あと少し。楽しみね」

「さすがにそれは……ご褒美でやることではないっていうか。せめてほっぺたぐらいにしてもらえませんかね……？　おでことか……」

　すると、里帆はベッドに腰を下ろしながら、「まあ、それでもいいよ」と許容してくれた。ありがたい。いや、ご褒美をあげる側なのになんでこんな振り回されているのかわからないけれど！

　そこで未華子が戻ってきた。

「ふう、きょうのボランティア活動はこれにて完了ですわ。……あら？　里帆さん、もうちょっとでスタンプ貯まるんですのね」

「そうだね……。あの、未華子さんもできればお願いは手加減してくれたら助かるなーって……」

　顔を赤らめている涼香がそう言うと、未華子は心得ているとばかりに大きくうなずいた。

「もちろんですわ。というか、最初から『ご褒美』は決まっておりますもの」

　こちらの会話に興味なさそうにベッドに寝転んでいる里帆を横目に、涼香は思わず緊張してしまう。

「え、ええと……それって、どういうものかな？」

「ええ。決まっていますわ。お姉さまのご褒美だって、私は自分のためではなく、誰かのために使ってあげたいんですわ」

「な、なにそれ」

　自分の身柄が妹ではない誰かを幸せにする？　予想外の前置きに、涼香はおののく。

　未華子は両手を組み合わせて、天井を見上げながら告げてきた。

「ですから──ぜひとも、里帆さんのスタンプカードのマス目を、今の８倍にしてあげてくれませんか？」

「……………………は？」

　そのつぶやきは、里帆のもの。

　未華子は心から神を信じるシスターのように、きらきらとした目をしていた。

「だって、目標が遠ければ遠いほど、人はやる気になるのではありませんか。私も聖母を目指して早十年。いまだ母なる愛は遠く、されど気持ちは燃え続けておりますもの！」

　と、言い終わる前に、里帆が未華子の顔面に枕を投げつけてきた。

「未華、きらい！」

「今はそう言っても、いつかきっと里帆さんは私に感謝するときが来るんですのよ……」

　あ、だめだ。未華子は陶酔しきっている。

「ははは……」

　かくして、未華子のプランを聞いて、すっかりやる気をなくした里帆。『涼香籠絡作戦』は未然に防がれたものの、スタンプカードシステムそのものも頓挫してしまった。

　涼香のもとに残ったのは、やっぱりモノで釣る作戦はいけない、という戒めと──そして、このスタンプカードシステムが、うららや汐音の耳に入る前に廃止になって良かったな……という安堵であった。
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　明日葉の心は、満ち足りていた。

「ねえねえ、お姉さま！　お姉さまがオススメしてくださった本、とーっても面白かったですの！」

「そうですか。それはよかったです」

　子犬のようにじゃれついてくる千沙都に、明日葉は心からの笑みを見せた。

　ここは明日葉の寮部屋。明日葉は第三期になって、千沙都と真悠のふたりを妹にした。千沙都と真悠はもともと友達同士ということもあり、仲は良好だ。

　さらにここからが大切なところだが、ふたりは気性がとても穏やかで、そして読書家だった。明日葉にとって、理想のような妹たちであった。

「千沙都さんも、読んだんですね。ふふ、石田も明日葉お姉さまに貸してもらって、夢中になって一晩で読んじゃったんですよ」

「そうなんですの！　明日葉お姉さまの妹になってから、毎日、どんなに時間があっても足りませんの！」

　真悠と千沙都は、両手を合わせてきゃっきゃとはしゃぐ。

　椅子に座ったままその様子を眺めながら、明日葉は「ふぅ」と頰に手を当てた。

「これが私の望んでいた、日常……」

　決して、第一期と第二期の妹たちに問題があったわけではない。そう、むしろ問題があったのは自分自身だ。

　明日葉は今までずっと、人付き合いを苦手に思っていた。特に、うらら＆未華子と同室になった第二期は、死ぬかと思った。いや、いい意味で、いい意味でだ。

　それに、最終的には順応することもできた。まるで荒療治だったけれど、そのすべては無駄ではなかった。

　仮に第一期に、千沙都と真悠を妹に迎えていたところで、明日葉はきっとふたりとうまく言葉を交わすことはできなかっただろう。

　だからきっと明日葉は──姉として妹を教育する立場でありながら──自分を育ててくれた妹たちに感謝するべきなのだ。

「千沙都さんも、真悠さんも、いろんな本を読んでいらっしゃるんですよね。もしなにか面白いものがあれば、私にも教えてください」

「まあ、明日葉お姉さまにオススメしたい本ですの!?　それでしたら、あの……」

　千沙都が胸の前でもじもじと指を絡ませる。明日葉は彼女を安心させようと微笑みかけた。

「わかります。自分の好きな本を紹介するのは、恥ずかしいですよね。まるで、自分の脳の中身を覗き見られているような。ふふ、でも心配はいりませんよ」

　明日葉は胸に手を当てて、にっこりと笑う。

「私だって、物書きの端くれです。こう見えても、それなりに守備範囲は広いんですよ。千沙都さんが面白いと感じる本、私にも教えてくれませんか？」

「明日葉お姉さま……」

　千沙都はほわんとした顔で、明日葉のもとに机の上から電子書籍リーダーを持ってきた。

「で、でしたら、でしたら」

　その場からそそくさと真悠が離れていったことに、明日葉は気づかない。

「あの……ほんとのほんとに、どんびきしたり、しませんか？」

「ええ、もちろん。約束します」

　力強く念を押すと、ようやく警戒心を解いてくれた。

　千沙都の差し出してきた電子書籍リーダーに表示されていたのは、もちろん誰彼構わず見せるわけにはいかないような肌色成分多めな本の類。

　まさかの内容に、明日葉も動揺を隠せなかった。

「あの、これは」

「真悠さんにオススメしたこともあるんですけど……」

「そ、そうなんですか？」

「はい……。でもそうしたら、この板をブン投げられてしまいまして……」

　思わず視線を真悠に向けると、彼女はこほんと咳払いをした。いつになく、彼女の顔が赤く染まってしまっている。

「……それは、千沙都さんが悪いです」

　頰を膨らませて、真悠がそっぽを向く。

「だって、あんなの……。まだ早いです、千沙都さんには」

「大丈夫です、真悠さん！　文芸作品には、年齢制限がありませんの！」

「そういう問題じゃありません！」

　ふたりの言い争いを聞きながら、明日葉は苦笑いする。なるほど、千沙都の趣味はずいぶんと偏っているみたいだ。それはそれで、まあ、うん。

「約束は約束、ですからね。私も、新たな扉を開いてみます」

「まあ！」

「ええ!?」

　千沙都の黄色い声と、真悠の悲鳴が同時に響き渡る。

「どうですか？　真悠さんも。ねえねえ、真悠さんも今なら」

　うきうきとすり寄る千沙都に、真悠は断固首を振った。

「石田はけっこうです！」

　まさか真悠も、自分が少数派になってしまうとは、夢にも思わなかっただろう──。
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「麒美島女学院は、クリスマス会とかはやるの？」

　世間話のように涼香が尋ねる。

　明日葉と帆南、それに涼香は放課後、三人で暖房の入った温かな学食に集まっていた。姉同士の懇親会は、出会ってからずっと続いている定例行事だ。

「特にそういうのは、ありませんね。食堂のメニューに、ケーキが追加される、ぐらいでしょうか？」

「そうだね。いつもと変わらない日だよ。翌日も学校だし。ああ、あとはあれかな？　寮のラウンジにクリスマスツリーが飾られるかな」

「有志が飾り付けを担当するんですよね」

「暇そうにしていると、手伝いさせられることもあるみたいだよ。だからわたしは、去年逃げ回ってた」

　帆南が小さく舌を出して、明日葉が笑った。

　まったくタイプの違うふたりだが、姉同士の連帯感で、ずいぶんと仲良くなった。やはり共通の困難に立ち向かう仲間というのは、大きい存在だ。

　ともあれ、クリスマスに特別な行事を行う予定はなさそうだ。それなら、と涼香はふたりに話を切り出した。

「いや、実はね。文化祭も、その前のパジャマパーティーも、妹たちが主導でイベントを作ってくれたじゃない？　だから、クリスマスぐらいは、私たちがなにかしてあげたいな……って思いまして」

　そう告げると、帆南は案の定、面倒くさそうな顔。

「わたし、親からクリスマスには関わるなって厳しく言われちゃっててさ」

「帆南さん、意地悪ですね。私は素敵なアイデアだと思いますよ。できることがあれば、なんでも協力しますね」

「うう、ありがとう、明日葉さん」

　涼香は泣き真似をしつつ明日葉の手を握る。その後、じっとりとした目を帆南に向ける。帆南は目をそらした。

「といっても今からじゃ、大したことはできないんじゃないかな。人手も足りないわけで」

「うん。だから、クリスマスカードを用意して、ケーキを作るぐらいでどうかな？　ツリーもさ、寮の倉庫にホコリかぶってしまわれているのもあったんだ。飾り付けはみんなでやろうよ」

「みんなって、妹たちも？　それって結局、いつもと変わらないんじゃ」

「いやいや」

　涼香は首を振った。

「私たちが一緒にやろうって言い出すことが大事なんだよ。たぶん。ほら、準備だってきっといい思い出になるだろうし」

　涼香が熱く言うと、帆南もついに説得されたようだ。大きくため息をつく。

「わかったよ。ただし、わたしはクリスマスカードはパス。自分の気持ちを形に残すのは、あんまり好きじゃないんだ」

「了解了解。帆南さんは恥ずかしがり屋だもんね」

　睨まれて、涼香は愛想笑いを浮かべた。

　こうして、初めて二年生主導でのイベントが開かれることになった。




　＊＊＊




　ちなみに、サンタさんにお願いしたいプレゼントをリサーチしようとしたら、それは帆南に止められた。購買部に取り寄せられる品目には制限があるため、あとでがっかりさせるかもしれないという話だ。

『だから、贈りたいものを贈ればいいんじゃない？』と、帆南は言ってくれた。それはそれで、なかなかの難題だったのだけど……。

　クリスマスの準備は進み、そして、当日になって。




　涼香は学院長に呼び出された。

　子供の誰もが夢を見て、サンタクロースにプレゼントをねだる清らかな日を目前に控えて。彼女はそこで、新たに自分の道を選び取るための決断を、しなければならなかった。

























　涼香は久しぶりに、学院長室に呼び出されていた。

「どうだい？　最近は」

「ずいぶんとざっくりとした質問ですね」

　文化祭にも言葉を交わしたが、こうして顔を付き合わせてじっくりと話すのは、それこそ入学以来かもしれない。

「妹になってくれた子たちは、みんなすごくいい子ですよ。学院長の教育の賜物ですね」

「それは、私も鼻が高いね」

　学院長は笑みを深くしてから、本題に入ってきた。

「そろそろ、本年度の姉妹制度も終わりが見えてきた頃だろう」

「そうですね。なんだかちょっと、寂しいですけど」

「人との繫がりを極端に断ってきた涼香が、そんな風に言ってくれるとはね」

「これもすべて、学院長や妹たち、友達、それに……祖母の、おかげですよ」

　涼香は、学院長室に飾られていた故人の写真を見上げる。

　祖母に報告するように、視線を送った。わずか一年にも満たない学校生活で、かけがえのないものをいくつも手に入れた気がする。

　それらはすべて、この学校に誘ってくれた叔母と、そして祖母のおかげだ。

「というわけで、いよいよ。君には選択の時が迫ってきた。

　学院長は机の上に、六枚の写真を広げた。

　そこに写っているのは、まだ緊張に頰を固くしている、面接当時の妹の写真だ。

「『麒き花か』を選んでもらうことになる」

「……きか」

　それは、永久の絆を結んだ相手の名である。

　第一期、第二期、第三期に結ばれた妹の中から、最終的に決められるただひとり。

　六人の妹の中からたったひとりだけ。そのひとりを特別な存在として、麒美島に咲く花。麒花と呼ぶのだ。

　第三期もあと一ヶ月と少しで終わってしまう。

　学院長に思い出させられるまでもなく──涼香には、決断の時が迫っていたのだ。

　ただ、そこで涼香は目を逸らした。

「どうしても、麒花は、選ばなくちゃいけないんでしょうか」

「なんだって？」

　涼香がこの学園に来て、初めてのことだった。約束を反故にするようなことを言うのは。

「そもそも、姉妹制度は、かつてこの学校で行われていた制度を復活させたものだって、学院長は言ってましたよね」

　その口から紡がれる言葉は理路整然としていたが、どこか感情を押し殺したようなものだった。

「ああ、そうだね。ずいぶんと昔の話だ」

「麒花だって、その頃からあったものでしょう？　だったら、もうすっかりと時代も移り変わったじゃないですか」

　涼香は机の上に並べられた妹たちの顔を、愛しげに眺める。

「今回、私は姉妹制度で、幸運にも、六人全員の姉になることができました。少しの間でしたけれど、みんなと一緒に過ごしたんです。みんな、とてもいい子たちでした」

「そうだろうね」

「私は、一緒に暮らしてから、もっともっと、彼女たちのことが好きになったんです」

　学院長は、涼香の言葉を黙って聞いている。




「真悠さんは自分の好きなことをはっきりともっていて、芯の強い子です。とても気配りができて、視野が広くて、年下とは思えないほどに立派でした。でもときどき、普通の女の子っぽい一面も見せてくれて、それが本当にかわいらしかったです」




「うららさんは、頑張り屋です。一生懸命で、いつでも前を向いていて、そのバイタリティは見ているこっちが元気をもらえます。いつだって一歩先の自分を目指していて、少しだらしないところのある私は𠮟られることもありますけど、頼りになるんです」




「千沙都ちゃんは優しい子です。いつも笑顔で明るくて。私のことを尊敬してくれて、まるで本当の妹みたいに思えるんです。純粋で、純真で、ちょっぴりその、好奇心旺盛なところには手を焼かされることもありますけれど」




「汐音さんはコミュニケーションの達人です。いつでも人を楽しませようってがんばってて、汐音さんがいるだけで、周りの雰囲気がとっても華やかになるんです。振る舞いは大人びていて、私のほうが教えられることばかり。立派なんですよ」




「里帆さんは実はコツコツとやり続ける努力家なんです。興味の差が激しくて、好き嫌いもいっぱいあるんですけど、モデルの仕事をずっと続けていて、普段からも身体のメンテナンスにとっても気を遣っているんです。変わったところもありますが、今はちょっとずつ自分を変えようと、がんばっています」




「未華子さんは他人にも自分にも厳しくて、その姿が魅力的な人です。誰に対しても親切で、裏表がなくて、姉の私が言うのもなんですが、とても頼りになります。あんな風に公明正大な子がいつも隣にいてくれたら、私も背筋を正さなきゃなって思わされるんです」




　全員の名前をあげた後に、涼香は改めて首を振った。

「だから、私は……」

「あの中から、選びたくない、って？」

「いいえ。できれば、六人全員を選んであげたいです」

　涼香は視線をそらさず、まっすぐに学院長を見つめた。

　学院長は頰を緩める。

「強くなったな、涼香は」

「……そうですか？　ただワガママを言っているだけだと思いますけど……」

「頭のいい子だとは思っていたけどね。最近は考え方も柔軟に、しなやかになってきた。昔の君だったら『ルールはルールなので』ぐらい、言いそうなものじゃないか」

「そう、かもしれません。でも、私を変えてくれたのだとしたら、それはこの学院で出会ったみんなです。友達や、妹、先生方。もちろん、叔母さんもですよ」

「やれやれ」

　学院長は肩をすくめて、それから静かに告げてきた。

「でも、だめかな」

「……え？」

「涼香はあの六人の中から、たったひとりだけを選ばなければならない」

「なんでですか！」

　思わず声を荒げてしまって、涼香は口を押さえた。トーンを抑えながら、学院長を問いただす。

「……もともと、私を誘ってくれたのだって、心から『楽しい』と思えるものを見つけてくれるって、そう言ってくれたじゃないですか」

「そうだよ。でも、それはもう見つかったんだろう？　だからね」

　学院長は涼香の瞳を覗き込みながら、口元に笑みを浮かべる。

「涼香、君はもう、大丈夫だ」

　その言葉は優しく響いたが、涼香から温かな寝床を奪い取るものでもあった。

「でも」

「この学院に来て、君はじゅうぶんに変わったよ。妹たちのいいところを見つけてくれて、ありがとう。あれほど自分のことで精一杯だった涼香が、こんなに変わるだなんて、私は叔母としても、学院長としても、自分のことのように嬉しい」

「だったら……」

「だから、君にはもう一歩、前に進んでほしいんだ」

　涼香はまるで、亡くなった祖母と話しているような気分になった。いつでも自分を信じて、背中を押してくれた、大好きだった祖母と。

「六人とこれからも仲良く過ごしたいという、君の気持ちもわかる。それはきっと楽しいだろう。でもね、人と人は、いつか別れが訪れるものなんだ」

「そんなことは、わかっています。だから、今だけ、この学院にいる間ぐらいは」

「誰かひとりを選んだところで、もうずっと会えなくなるわけじゃないだろう？」

「でも確実に、関係性は変わってしまいます！」

「選んだひとりとは、きっと人生をともに歩むパートナーになる。麒花はそのための、私たち麒美島女学院から、君への贈り物だよ」

　学院長は微笑む。

「誰かひとりを選び、残る五人を開放するんだ。彼女たちはまた、自分にとってかけがえのない相手を見つけるだろう。そのための決断が、必要なんだ。君だって、もう、選んだはずだ」

「私は、そんな」

「この学校に来ることを選んで、人生を変えただろう？　だから、涼香。私は君の強さを信じている。麒花を決めるまでには、あと二ヶ月。よく考えるといい。君の悩んだその時間が、きっと良い花を咲かせることになるだろう」

「私は……」

　それ以上言う言葉は、互いになにもなかった。涼香は小さく頭を下げて、「失礼します」と言って、学院長室を退出した。

　来たときよりもずっと小さな背中を見送って、学院長は「ふぅ」とため息をつく。

「……大切な人を作らせてから、その中のひとりを選ばせる。わかっていたけれど、酷な話だよね。たとえ、現実が常にそうであっても、さ」

　学院長は窓の外を眺めた。

　ここは麒美島。閉ざされた地上の楽園。

　島にいる間は、いつまでも夢を見ることもできるだろう。だけど──。

「年老いた人は亡くなり、子供はいつしか大人になる。時間は常に進み続けるから。だから、不幸な事故だとか、自然消滅とかでもなくてさ。自分の手で、ちゃんと『決断』をするんだよ、涼香。私は……信じているからね」

　誰にも届かないその声はきっと、歴代の学院長たちだけが聞いていた。
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　学院長室を出た涼香は、ふらふらと購買部に立ち寄っていた。

「あら、涼香さん」

「え？　あ、帆南さん」

　購買部の前で、藤麻帆南とばったり出くわした。

「学院長からの呼び出し、どうだった？　涼香さんはわたしと違って、大目玉を食らうことになったってわけじゃないんだろう？」

「うん、そうだね」

　その元気のない返事を聞いて、帆南は目を細める。

「……まさか、怒られちゃったわけ？　なにをしたの？」

「ああ、いや、そうじゃないよ。ちょっと『麒花』の話をね」

「……ん、そっか。涼香さんは、博愛主義っぽいもんね」

「そうなのかな」

　帆南は記入用紙を購買部の店員に手渡す。購買部に申請することで、生徒たちは島の外から──公序良俗に違反しない限り──たいていのものを取り寄せてもらえる。

「帆南さん、なにか取り寄せてもらうの？」

「ま、もうじきクリスマスだからね。かわいい妹たちに、日頃の感謝の気持ちを伝えようかなって。涼香さんも、そのつもりでやってきたんでしょ？」

「うん、まあ」

　頰をかく。すると、涼香の肩を帆南がポンと叩いてきた。

「あんまり、深刻に考えないほうがいいよ。なんだったら『麒花』の子も、クジで決めたら？」

「それはさすがに」

　眉根を寄せると、帆南はにやりと笑った。

「涼香さんは、マジメだねえ。選んでもらった子は、きっと嬉しいだろうね」

「でも、もし選ばれなかった子は」

「それが人生ってものでしょ」

　ひらひらと後ろ手を振って、帆南は歩いてゆく。

　彼女のように割り切って考えることができれば、と思うのだけれど。

「クリスマス、か」

　記入用紙を手にして、涼香はしばらく思い悩む。誰になにをプレゼントするかもまた、決断だ。どんなに優しい世界にいようとも、常に決断は迫ってくる。

「なんでもかんでも、サンタさんに決めてもらうわけには、いかないもんな」

　ひとりごちて、涼香はペンを動かし始めたのだった。
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　クリスマス当日。

　寮でのささやかなパーティーを終え、三人が部屋に戻ってきてから。

　里帆と未華子には、それぞれネックレスを送ることにした。

　もしかしたら里帆辺りには、塩対応される可能性も考えていたのだけれど、珍しく彼女は顔を赤くしてくれて、恥ずかしそうに喜んでくれた。

「よかった。里帆さんって、お仕事柄、いろんなアクセサリーを身につけるだろうから、私のセンスじゃどうかなって思ったんだけどさ」

「……あれは、お仕事だから。プレゼントは、里帆だって、嬉しい」

　恥ずかしそうに目を逸らす里帆。最近ちょっとずつわかってきたのは、里帆が思ったよりずっと恥ずかしがり屋だってこと。

　裸を見られても気にしないから、人とはポイントがズレているようだけど。

「それで、未華子さんはこっちね」

「まあ……お姉さま、私にも……？」

「そりゃそうでしょ。里帆さんにだけあげて、未華子さんになんにもないとか、ありえないってば」

「里帆さんは……それは、お綺麗ですから」

　おや、と思う。もじもじと胸の前で手を絡ませる未華子は、いつも自信満々な彼女とは違う一面だった。

「もちろん、未華子さんだって私にとっては、かわいいかわいい一年生だよ。ほら、後ろ向いてみて。私がつけてあげるからさ」

「あの、でも」

「いいから」

　未華子がしずしずと後ろを向いて、髪をかきあげる。その細い首筋を眼前に突きつけられて、涼香は思わず緊張してしまう。

　おっかなびっくりの手付きで、手を前に回し、ネックレスをつけてあげる。

「どうかな、未華子さん」

　鏡の前に彼女を導くと、未華子は嬉しそうに微笑んだ。

「ずっと大切にしますわ、お姉さま」

　ずっと。その言葉が、涼香の胸にずしんと響く。

「ん……どういたしまして」

　大人びた笑顔で、涼香は未華子の頭を撫でた。




　ふたりと過ごす慎ましやかな日々はいつか終わる。だからこそ、この瞬間を大切にしなければならないと、涼香は改めて思うのだった。
















「おねえちゃん」という幼い声がした。

　見やると、そこには髪を長く伸ばした──最愛の──妹が、クシを持っていた。

「とかして、くれる？」

　長い髪は手入れをしなければならないということを最近学習した彼女は、これが必要だから、という言い訳で、なにかと姉に構ってもらおうとする。

　仕方ない。そうしてもらわなければならないのだ。なぜなら自分は髪を伸ばしているのだから──、と。

　恥ずかしそうにはにかむ彼女の手からクシを受け取り、自分はくすりと笑う。

　ひとつ年下の妹は、甘えん坊だ。自分がいないとなにもできない。

「おいで」

「うん」

　いっぱしのレディーを気取る妹の髪の毛に、クシを差し込む。

　まっすぐに下りた細い髪の毛は、梳かす必要があるのか疑問に思うほど、するりと歯の間を滑り落ちてゆく。一本一本が新雪のように柔らかく、触れていると指の温度で溶けてしまいそうだ。

　しばらく手触りを楽しんでいると、妹が「……？」と振り返ってくる。髪を玩具にしないでほしい、という批難がましい視線を浴びて、つい笑みがこぼれた。

「ごめんごめん。触りたくなっちゃって」

「べつに、いいけど」

　表情に乏しい妹は、ぽつりと言う。どこか腑に落ちないような表情をしている（ように見える）彼女を、後ろから抱きしめる。ひだまりのような洗髪剤の香りがした。

「里帆は、美人だね」

「うん」

　顔の造形だけじゃない。里帆には雰囲気がある。野山に咲く一輪の花のように、人の目を惹きつける。誰からも寵愛を注がれることになるであろう。生まれつきの美女の資質だ。

　父も母も、家に来るお手伝いさんもみんな──見知らぬ赤の他人すらも──里帆のことが大好きだった。里帆の美貌は天からの授かりものであり、彼女はその美しさがゆえに幸せになるべきだと持ち上げられた。

　世界一の歌手が喉を大切にするように、里帆は才能を保全するようにと周りの大人たちから強く教え込まれた。宿命を背負わされたように窮屈な暮らしを強いられた里帆に、帆南は同情した。

「里帆」

　髪を乱さぬよう、優しい手つきで帆南は妹の頭を撫でた。

　彼女が髪を伸ばし始めたから、姉である自分は、髪を伸ばすことをやめた。その姿にふさわしいのは、きっと里帆だろうから。

「お姉ちゃんも、里帆のことを愛しているからね」

「うん」

　帆南にとって里帆は自慢の妹だった。

　この想いは永遠だと、そう信じていた。




　＊＊＊




　島にもすっかりと寒波が襲来して間もない冬の日。そのお昼休みに、帆南は学院長室に呼び出されていた。

　もうじき、第三期目の──つまり、一年を通しての──姉妹制度が終わりを迎える。そのための、個人面談だ。

　学院長と一対一で話をすることに、帆南は緊張していた。なにより叩けばホコリの出る体だ。せめて隣に涼香や明日葉がいてくれたら、と思ってしまう。

　様々な形式上の会話を済ませたところで、「それで」と学院長が声色を半音高くした。いよいよかと、帆南は思わず身構える。

「どうかな、藤麻さんはこの姉妹制度を経て。なにか自分で、ここが変わったな、って思うことはある？」

「特には」

　少しも迷わず口に出すと、学院長は微苦笑した。

「ほんのちょっとも？」

　今度は少し考えて。

「生徒の注目を集める機会が増えたので、前よりも真面目に授業に出席するようになりましたね」

　教育的指導の結果を考慮した発言を心がけてみたものの、なぜか学院長にはご満足いただけなかったようだ。

　面倒くさいな、と思う。

　帆南はただそうすればサボりによって傷ついた（自業自得の）内申点に色を付けてくれるというから、やっただけだ。

　姉として振舞うのは、難しくはなかった。共同生活にも慣れていたし、妹たちはみんな、里帆に比べたら手のかからない女の子ばかりだった。

　といっても、蓋を開けてみれば彼女たちは単純にいい子というわけではなくて、一癖も二癖もある妹揃いだったのだけれど。

「そう、わかったわ。ありがとうね、藤麻さん。今後の参考にさせてもらうわね」

　学院長の浮かべた透明な笑みは、真意がよくわからない。

　少し、引っかかる。

「学院長は」

「なにかしら？」

「わたしがなにか、変わったと思いますか？」

　人からどう見られているかなんて、どうでもよかった。

　どうせ、自分の周囲にいる人物は皆、自分を『里帆の姉』としか見ないのだから。

　だが、もし学院長だけが気づいている答えがあるのなら、手っ取り早く教えてもらいたかったのだけども──。

　学院長は微笑んで首を傾げる。

「さあ、どうなのかしらね」

　なんだか試されているような気がした。

「……失礼します」

　気を抜くと舌打ちしてしまいそうだったから、足早に学院長室を出る。

　はしたなく乱暴にドアを閉めて、帆南は目的地もなく歩き出す。

　疲れた。

　午後の授業は間もなく始まるが、このまま教室に戻る気にもなれず、窓の外を眺めた。

「姉妹制度ぐらいで、わたしが変わったりしないっての……」

　不快感を吐き出すようについた息は白く、サボるにも場所を選ぶ必要がありそうだ。

「……まったく」

　どんなに浮世から離れようとしても、なにもかもまとわりついてくる。血の繫がりも、季節の移り変わりも。子供のうちは決して、本当の意味で自由にはなれないのだ。







　学院の外れには、花の温室がある。園芸部以外はまず立ち入ることもなく、ひっそりと学院の行事に使う様々な花を育てている。

　見栄えもよいガラス温室は、昔からの建物らしく、中にはいくつものベンチが備え付けられている。きっと古くは、休み時間や放課後、憩いの場所として皆に愛されていたのだろう。

　温室の中は温かく、ここなら思う存分時間を潰せそうだ。

　胡蝶蘭の通路を抜けて、奥へ。

　帆南は見つけたベンチにもたれかかり、腕を枕にして横になった。

「……ふう」

　天井に顔を向けて、目を閉じる。

　遠くでチャイムが鳴る。ここには誰もいない。

　世界からひとり取り残されるような自由を、帆南は静寂とともに満喫した。
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　お姉さま、お姉さま──という声に、揺り動かされる。

　誰だろう。

「ん……里帆……？」

　幼き日の里帆が、無邪気な瞳で──いや、どこかこちらの機嫌を窺うような顔で、帆南の袖をつまんでいる。

　──いつかの日を境に、帆南は里帆を冷たくあしらうようになった。

　誰のどんな賛辞にも顔色ひとつ変えることのなかった里帆が、しかし頼りにしていた姉に邪険にされ、不安な表情を覗かせる。

　そんなことで溜飲を下げていた自分に気づいたとき、帆南は少なからずショックを受けた。そうして、なにもかもが手遅れになる前に、帆南は静かに里帆から距離を取ったのだ。

　お互い傷つけ合うことがないように。

　それが最善だと、帆南は信じていた。

　心から愛していると言えたあの頃の帆南は、まだきっと自分の中にいる。だけど、それを表に出すことがどうしてもできなかった。焼けた石を握り続けることができないように。

　なにも感じず済むように心も鈍化させて、なのに里帆は、姉妹制度に申し込んできた。いったいなにを考えているのか、帆南にはさっぱりわからなかったのだ。

　と、顔をあげた帆南の前に立っていたのは、里帆ではなかった。

　吉村うらら。

　帆南の、第三期の妹のひとりだった。

「……吉村さんか」

「吉村さんか、じゃありませんよ！」

　腰に手を当てた彼女は目を吊り上げて、こちらを見下ろしてくる。

「教室に呼びにいったら、午後の授業出ていなかったって話じゃないですか！　まったくもう！　なんですぐに授業サボるんですか!?　そんなに面白くないですか!?　だったらぶっちぎりで学年一位取ってからサボってほしいんですケド！」

　寝起きにうららの声はキンキンと響く。

　それで帆南が嫌そうな顔をすると、うららがますますヒートアップする、という寸法だ。

「ていうか別に、わたしがサボろうがわたしの勝手だよ……」

　凡庸なセリフを吐いたことに、じゃっかんの気まずさを感じつつ、目を逸らす。

　だがうららは、断固として帆南を逃さない。

「勝手じゃありません」

「なんで……」

「帆南お姉さまは今、あたしのお姉さまですから」

　眉をひそめる。

　自分が里帆の面倒を見るはめになったのは、彼女の『姉』だったからだ。だから、立場上仕方なくという彼女の言い分には、抵抗感を覚えた。

「あのね、そういうのは他の品行方正なお姉様に言って。わたしは例外だから」

「なんですか、それ」

「そういうことだから。それじゃ解散」

「ちょっと、待ってくださいよっ」

　帆南の後を、うららが小走りで追いかけてくる。

「放っておいてほしいんだよ」

「帆南センパイがサボらなければ、あたしだって放っておきますよ！」

「厳しい子だな……」

　ちらりとうららを見やる。彼女は「まったく……」と腰に手を当てている。

　苛立ち交じりに、嫌味のひとつでも投げつけようかと思ったその時だった。

　瞬間、ふいに脳裏をよぎる香りがあった。

　お風呂上がりの里帆が、濡れ髪のまま帆南の下へやってくる。乾かしてほしいとドライヤーを差し出す彼女に、帆南は苦笑いしつつも、頼られたことが嬉しくて。

　まったく、とそう言って里帆の髪を乾かす。

　そのときの、洗髪剤の香りが。

　帆南は立ち止まる。

「センパイっ？」

　過剰に目を吊り上げて見上げてくるうららに帆南は。

　下唇の下に指を当てて、どこか本意ではない顔をしていた。

「立場が変われば、見えてくるものもある……ものなのか」

「いったい、なんの話ですか？」

「……いや、別に」

　心の中を告げるのはあまりにも恥ずかしくて、帆南はそう言うより他なかった。

　逸らした視線の先には、白い胡蝶蘭の鉢が並べられている。美しいものを目にすると、いつだって自分が比べられているような気がして、ずっと嫌だった。

　だがそれでも。

「周りを振り回して、心配を焼かせる。これじゃ、やってることは変わんないな、って思っただけ」

「もう、さっきから浸ってばっかりで、ずっとよくわかんないんですケド！」

　うららが口を尖らせて、帆南の手を引いた。

「清く正しく生きてください！　お姉さまらしく！」

　そのあまりにも真っ直ぐな言葉は無理難題で、とても実現できそうにはない。

　帆南は首を横に振って、小さくため息をついた。

　姉妹制度によって強制的に結び付けられた人間関係でもなければ、そんなことを言われる機会はなかった。しかし、あの学院長はここまで見越していたのだろうか。

　確かに、姉妹制度によって帆南は変わった。

　それは。

「世の中には、いくらでも厄介な妹がいる、っていうことなんだろうな」

「なんですかそれ!?」

　うららの叫び声が響く温室は、ふたりだけなのに騒がしくて、とても帆南のことを放っておいてはくれそうになかった。
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　この日も里帆は脱衣所にて、あまりの面倒さと熾烈な戦いを繰り広げながら、ドライヤーを手に濡れた髪を乾かそうとしていた。

　今すぐ床に寝そべって転がれば、明日起きる頃にはすっかり乾いているだろうに……と思わないでもないのだが、それでは髪が傷んでしまう。

　そのとき、隣に誰かがやってきた。

「里帆、貸して」

「……？」

　これからお風呂に入ろうとしていた姉──帆南だった。

　ちょっと驚きながらも、言われるがままドライヤーを差し出す。すると、受け取った帆南は不愛想な手つきで、里帆の髪を乾かしてくれた。

　ゴォ、という熱風が耳をくすぐる。

「お姉ちゃん」

「たまたま、気が向いたから、だから」

「びっくりした。……いいの？　里帆、もう高校生なのに」

「気が向いたの。てか、里帆がひとりで髪を乾かすとか、こっちだってびっくりだよ」

「うん」

　しばらく無言。お互い、複雑な思いを抱えながらも、そのワンシーンだけ切り取れば。

　ふたりはまるで、仲の良い姉妹のようであった。




　誰よりも遠慮のない手つきが懐かしく、里帆は目を細めた。

「明日からも毎日、気が向いてほしい」

「調子にのんな」

























　未華子がいつもの通り、朝起きて身支度を済まし、聖母にふさわしい十全たる完璧な準備を終えてから、いつもの通り涼香と里帆を起こそうとして。

「ほらほら、お姉さま。起きてくださいまし」

「うぅん……」

　涼香がもぞもぞと寝返りを打つ。

　妹の規範になるべき姉の涼香だが、その寝起きが悪いのはいつものことであった。特にここ最近は未華子ですら布団の誘惑に屈してしまいそうになる真冬の冷え込み。

「もう、あと五分だけですからね！」

　どっちみち、なんだかんだ涼香は最後にはちゃんと起きてきて、支度をしてくれる。（してくれる、という言い方も姉に対しては不適切かもしれないが）

　問題は、もうひとりのお寝坊さんだ。

「それでは……里帆さん、ほら、里帆さん、朝ですよ。学校のお時間ですよ」

「…………えぇ」

　非難めいた声が飛んでくるものの、未華子はまるで気にせず彼女の小さな体を揺さぶる。やがて徐々にそのぼんやりとした目が薄く開いてきた。

「未華……」

「未華子ですが。さあさ、早く起きてくださいまし。そのご自慢の美しく長い髪、準備にお時間がかかるのでしょう？」

「だいじょうぶ……。きょうは、がっこ休むから」

　がばっと。未華子が里帆の布団をめくりあげた。

「さむい…………」

「ええ、ええ。パジャマのままでいたら、お風邪を引いてしまうかもしれませんわね」

「さむいよぅ……未華にひどいことされてる……たすけて、涼香おねえさま……」

「人聞きが悪いったらありゃしませんわね！」

　華奢な肩を摑んでムリヤリ引き起こすと、いよいよ観念して里帆は朝の準備を始め──。

「ない!?」

　再び布団を摑んで幸せそうに横になった。

「こらあー！」

「ひい、たすけて……。凍死しちゃう……誰か……おねえさま……」

「お姉さまの手を借りたいのは、私のほうなんですけれども！」

　と、こうして朝から騒がしくしていると、涼香がよろよろと起きてきて、『毎朝ありがとうね』と未華子をねぎらってくれるのが、いつものパターンだった。

　なのに、きょうはその涼香も起きてこない。

「もう五分経ちましたけれど……もう、どなたもこなたも！」

　プンスカと頰を膨らませながら、未華子は再び涼香のベッドにやってきて。

「涼香お姉さま、お姉さま！」

　揺さぶろうとして、ふと気づく。

　様子がおかしい。

「お姉さま？　お姉さま！」

　苦しそうに強く目をつむった涼香の姿だけは、決していつも通りの朝ではなかった。




「うー…………だるい」

　ベッドに起き上がる涼香の熱を測った年長の寮母が、うん、とうなずく。

「軽い風邪ね。きょう一日は大人しくしていなさい。学校には連絡しておくから」

「はーい……」

　涼香はしょんぼりと肩を落とした。

「いやあ、ごめんね。心配かけちゃって」

　ひとっ走りして寮母を呼んできてくれた未華子が、息を整えながら澄まし顔で言う。

「それは別に構いませんわ。それより、ちゃんと安静にしてくださいまし」

「じゃあ、里帆はきょう一日、涼香お姉さまの看病を」

　がっしと未華子が里帆の首根っこを摑んだ。

「では、私たちは登校しますので……お姉さま、お大事に」

「お姉さまぁ〜〜……」

　ずるずると里帆を引っ張ってゆく未華子。そして、寮部屋のドアがバタンと閉じた。

　寮母が愛想良く微笑む。

「慕われていますね、春野さん」

「いやあ……できた妹なんです、ほんとに……」

「それじゃあ、妹さんたちのためにも、早く治さなきゃね」

「体の免疫機能にがんばってもらいます……」

　寮母はふふっと笑って、薬を置いていってくれた。きょう一日はこのまま寝ていなさいということだったので、ベッドに横になる。

　誰もいなくなった部屋で、遠くからチャイムの音が聞こえる。

　みんなが授業をしているのにひとりだけベッドに潜っているのは、不思議な気分だった。

「そういえば、麒美島女学院に来てから、学校を休むのって初めてだな……」

　島の空気が体に合ったのか、ずっと調子がよかったのに。でも最近は急に寒くなってきて、ついつい体調を崩してしまったみたいだ。

　以前は、一日でも学校を休んだら周りの人に勉強で置いてかれてしまうという恐怖に、必死で体調管理を続けていた。

「気が緩んじゃったのかな……。気なんて、緩めるもんだって、叔母だったら言いそうだけど……」

　と、涼香が独り言をつぶやいても、シンと部屋の中で響くばかり。

　ていうか、そもそも……。

「こんなに独りになることが、珍しいっていうか……え、これも初めて？」

　ぼんやりとした頭で、記憶を振り返ってみる。

　いや、姉妹制度が始まる前は、そうでもなかった。だけど妹ができてからは当然、寮はずっと同室だから、おはようからおやすみまで、そばには誰かがいた。

「一年前の私じゃ、ほんとに考えられない……」

　進学校にいた頃はずっと、他人なんて必要ないと思いこんでいた。

　自分がいかに努力をして、その結果を点数に反映させられるか。それだけが世界のすべてだった。

　やることのために自分の様々な要素を削ぎ落とし、鋭化してゆくのは、やっていた当時は嫌いではなかった。自分がなにを削いだのかもわからないままなら、苦しむこともなかっただろう。

　ただ、祖母の死とともに、涼香は思い出してしまった。失ったもののあまりの大きさを。

　肉のなくなった涼香を、この学院はもう一度蘇らせてくれた。

　失った世界の豊かさを、また教えてくれた。

　学院と、そして妹たちが。

「……うぅん……」

　体が重い。息が苦しくて、頰が熱いのにベッドの中の体が冷たい。

「寂しいなあ……」
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「……センパイ、大丈夫ですかぁ？」

　霧がかったような視界の中に、マスクをつけたかわいらしい女の子の顔があった。

　白い繭を突き破るように手を伸ばすと、その指がぎゅっと握られた。

「あっ、ちょっ、センパイ。ええっ、なんだかホントに弱ってるみたいじゃないですか」

「実際、割とその通りなんだけども……」

　自分で思った以上に、しゃがれた声が出た。

　ひょっこりと横から、ひとりの女の子が顔を見せる。

「涼香お姉さま、お昼休みですよ。どうですか？　なにか食べられそうですか？」

　うららと、真悠だ。

「どうして、ここに……？」

「未華子さんが委員会で忙しそうだったので、代わりに石田たちが様子を見に来たんですよ。うららさんがどうしても行きたい行きたいって駄々をこねるものですから」

「い、言ってないんですケド!?」

　シャッキリと背筋を伸ばした真悠からスポーツドリンクを受け取って、涼香はよれよれの笑みを見せる。

「ああ、風邪のときに見る真悠さんが、あまりにも心強すぎる……」

「あたしは!?」

　涼香は純白の笑顔を浮かべた。

「もちろん嬉しいよ、うららさん。来てくれて、ありがとう」

「うっ……そ、そうですか。それなら、まあ、いいんですケド……」

　赤くなって唇を尖らせるうらら。もっとかわいがってあげたかったけれど、涼香には追撃するだけの体力が残っていなかった。口惜しい。

「さ、それじゃあ少しは食べてください、お姉さま。食堂の方が、特別に鍋焼きのおうどんを作ってくれましたよ」

「ありがたい……」

　みんなの優しさに、冗談じゃなくて涙がこぼれそうだ。

　顔を近づけてきた真悠が、いたずらっぽく笑う。

「どうします？　お姉さま。石田がふーふーしてあげましょうか？」

「じ、自分で食べられるってば」

　看病という合法的なお世話時間に、真悠は酔いしれているようにも見える。どこかで歯止めをかけないと、際限なく甘やかされてしまいそうだ。

　昼休みが終わる間近までふたりは、涼香の相手をしていてくれた。

「それじゃあ、そろそろ石田とうららさんは、戻りますね」

「あ」

　空になった器をお盆に乗せて立ち去ろうとするうららと真悠を、思わず呼び止めかけた涼香は、ううん、と首を振る。

「う、うん、ありがとうね。午後の授業も、がんばって」

「センパイも寝ててくださいね。ほら、真悠さん──」

　真悠は頰に手を当てて立ち止まっていた。

「……真悠さん？」

「ごめんなさい、うららさん……。やっぱり石田、きょうは学校休みます！」

「ちょっと!?」

「だって、こんなにうるうるとした瞳で求められているんですよ!?　この目を振り切って、なにが侍女ですか……！　ああっ、お姉さま。大丈夫ですよ、きょうは一日中、そばにいてあげますからね」

「ごめん、うららさん、お願い」

「ほら、行くわよ！」

「ああっ……お姉さまぁ……」

　まるで今朝方の里帆のように、今度は真悠が引きずられていった。

　涼香は乾いた笑顔で見送って、そのままぱたりと再び横になる。

「くっ……実はちょっと嬉しかっただなんて、不覚……」
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　窓から夕日が差し込んでくる。そろそろ授業も終わった頃だろうか。

　まどろみから薄く目を開くと、部屋に人の気配を感じた。

　ゆっくりと頭をもたげる。すると、またしてもふたりの女の子がそれぞれ、未華子と里帆の席に腰を掛けていた。

「あ、おねーさま」

「す、すみません。起こしちゃいましたか？」

　今度は、汐音と千沙都だった。彼女たちは開いていた本をぱたりと閉じる。

「ううん、大丈夫。あれ、授業終わったの？」

「うちのクラスは、ちょっと早めに終わったんですよー。だから、せっかくだからおねーさまの様子を見に行こっか、って。ね、千沙都ちゃん」

「は、はい、そうなんです。きっと今頃、火照った体を押さえきれず、悶え苦しんでいらっしゃるのでは……と、いてもたってもいられませんでしたの」

「言い方、言い方」

　涼香が苦笑いしてツッコミを入れるものの、千沙都はどうやら本気で心配してくれているみたいだった。

　汐音が千沙都の後ろから、腰に手を回して抱きつく。

「だったら、千沙都ちゃんがおねーさまの体のうずき、解消してあげたらいいんじゃない？」

「えっ……ええっ!?」

　ぽんっと千沙都の顔が真っ赤に染まった。

「いやいや」

　と、涼香が口出しするも、聞こえていないみたいで。

「わ、わたしが……お姉さまの……？　そ、そんなっ、し、汐音さん、なんてことを……でも、そんな、お姉さまがつらそうにしていらっしゃるのでしたら、わたしは、うう、わたしはぁ……」

　はわわわと口を震わせる千沙都。その体越しに、汐音へと半眼を向ける。汐音は実に楽しそうに舌を出していた。

「えー？　その様子だと、千沙都ちゃんもまんざらじゃなさそうですねー？」

「そ、それは、あの、うう……。お、お姉さまは、お姉さまは、どうですの……？　わたしで、構いませんの……？」

「えっ!?」

　ベッドサイドにひざまずいた千沙都が、上目遣いを向けてくる。

　涼香の心拍数は、じりじりと上昇。順調に下がっていった熱が、全身を襲う。

「いや、それは……っていうか、なんの話かな!?　ねえ、汐音さん！」

　声を張ると、ごほごほと咳き込んでしまった。

　これにはさすがの汐音も反省して、申し訳なさそうな顔をしていた。

「ごめんなさい、おねーさま。さすがに病人にちょっかい出すのは、いけませんでしたねー……」

「いや、別にいいんだけどね……」

　改めて横になった涼香が、小さくため息をつく。置いてけぼりの千沙都は「えっ、えっえっ？」とふたりの顔を交互に見比べていた。

「冗談……でしたの……？」

　汐音は斜め上に視線を向けた後で、にっこりと笑った。

「冗談は冗談だけど。でも、涼香おねーさまが千沙都ちゃんのことを大好きっていうのは、ほんとーのことですよ？　ねっ」

「まあ……う、嬉しいですの……」

　恥ずかしそうにもじもじと体を揺らす千沙都。涼香はまさか『いいえ』と言えるはずもなく、すべてを諦めたような笑顔で「そうだね」と同意する他なかったのだった。




　＊＊＊




　それから、授業が終わったうららや真悠がまたやってきたり、委員会を終えた未華子が全速力で戻ってきたり、里帆が帰ってくるなりぽかぽかの涼香から暖を取ろうとして他の子たちに止められたり。遅れて見舞いにやってきた帆南や明日葉に、ベッドにかじりついて離れない妹たちを引き取ってもらったりなど。

　風邪で寝込んだ涼香のもとには、騒がしい来客が大勢訪れた。

　もう二度と、誰も涼香のことをひとりぼっちなどとは思わないだろう。

　涼香が削ぎ落とし、無くしてしまったものは、失ったとき以上の輝きとともに戻ってきた。それはきっと、人に囲まれていたかつての祖母を思い出させるような、絆の輪であった。




　目が冴えてしまって、ひとり眠れないその夜。

　涼香はただずっと、妹たちのことを──ただひとり選ぶべく麒花を──考え続けていた。

（ねえ、お婆ちゃん。私は、もう大丈夫だよ。胸を張って、今が幸せだって、言えるから）

　暗闇の中、未華子や里帆の小さな小さな寝息が聞こえてきて、涼香は目をつむる。

　だから。

　あとは、先へ進むだけ。

（いつか、私の大切な人を、紹介するね。おばあちゃん）

　祖母の葬式で止まっていた涼香の時間を、動かすそのときが、ついにやってくる。
















　明日葉は悩んでいた。

「ううぅん……うぅぅぅん……」

　寮部屋に漏れるうめき声。悪夢にうなされているかのようなその姿はしかし、彼女がノートパソコンを覗き込みながら発している言葉だった。

　寝巻に包まれた背中は丸まっていて、肩は落ちて、さらに髪もボサボサ。

　全校生徒の憧れである『図書室の姫』は、見るも無残な姿であった。

　さすがの明日葉も高校二年生の乙女であるからして、人前にあまり披露したい光景ではない。

　なので、これはよっぽど追い詰められているのだ。

　明日葉の後ろで、妹たちがヒソヒソと言葉を交わす。

「明日葉お姉さま、大層悩んでますね……」

「そうですねえ……物語を綴るのは、やっぱりとても大変なんですのね……」

　真悠と千沙都だ。

　妹になるまでは、せいぜい図書室で小さなパソコンのキーボードを叩いている明日葉の姿しか、見たことがなかったふたり。

　それはまるでピアノを弾くかのように、優雅なお姿だったのだけれど。

「ううぅ……うぅぅぅ……」

　今はまるで、寒空の下で雑巾を絞っているかのようだ。

「なにか石田たちにできることがあればいいのですが……」

　真悠は今までにも何度かそう申し出たのだけど、明日葉はただ静かに首を横に振るだけだった。

　せめてもと聞き出した話では。

『実は、新作がどうもうまくいかなくて……。何度もお話を書き直しているんですが、納得いく出来にならないんです……。担当さんは私を信じて待ってくれているので、余計に申し訳が立たなくて……。あっ、すみません、妹にこんな愚痴を聞かせて……』

　などと恐縮して、それ以降は口を閉ざしてしまった。

　こちらは、その愚痴を聞くぐらいしかできないのだから、せめて思う存分、心ゆくまで話してほしいのだけど……。

　と、真悠の侍女魂がくすぶるのをよそに、今も明日葉は悩みまくっているというわけだ。

　はふう、と千沙都がため息をつく。

「せめて明日葉お姉さまの書いているお話が官能小説なら、わたしたちにもお手伝いできることがあるかもしれませんのに……」

「そうですねー……」

　適当に相槌を打ってから、ん？　と勢いよく振り返る。

　なにか今、おかしくなかった？

　千沙都は頰をぽーっとさせて、潤んだ瞳で明日葉を見つめている。

「もし該当シーンの参考資料がほしいなら、それこそわたしや真悠さんが……」

「あの、千沙都さん、千沙都さん？」

　真悠は不安になった。最近、千沙都の趣味をいろんな人に受け入れてもらえたからって、もはや自分から隠さなくなってきてない？　と。

「は、恥ずかしいですけど……でも、それが明日葉お姉さまのためになるなら、わたし……っ。思い切って、勇気出します……っ」

「違いますから、千沙都さん。違いますから、千沙都さん！」

　パジャマのボタンをひとつずつ外してゆく千沙都を、真悠が羽交い絞めにする。

　その横を、ゆらりと幽鬼のようにひとりの少女が通り過ぎた。

　目の下にクマを作った明日葉だ。

「寝ます……おやすみなさい……」

　ぱたん、と割りばしが倒れるみたいにベッドに入る明日葉を見て。

　真悠と千沙都は、思わず顔を見合わせていた。

「明日葉お姉さま……」

「これは、かなり重症ですね……」




　＊＊＊




　明日葉は、先日の学園長との面談を思い出す。

　一年を通して行った姉妹制度への、アンケート、感想、フィードバック。そんなものをあらかた話し終わってから、学園長が尋ねてきた。

『それで、どうだったかな。あなたにとっての姉妹制度は』

　少し考えた後に、明日葉ははつらつと答えた。

『──とても実りある、素晴らしい体験をさせてもらえました』と。

　明日葉は胸に手を当てて、語る。

『私はずっと、自分ひとりの世界に閉じこもっていました。そこには物語で育んだたくさんの私が生きていて、だから毎日とても賑やかで、寂しくはありませんでした。けれど、決して変化することもなかったのです』

　妹たちへの感謝を告げるように、明日葉は思いの丈を口にした。

　目も輝いていた。

『そんな私が姉妹制度を始めて、最初は不安でした。他者との触れ合いは怖くて、臆病な私はすぐに自分の心に閉じこもってしまいました。そんな私に妹たちは優しくしてくれて、人と言葉を交わすことの大切さを教えてくれたんです』

　そんな明日葉を、学園長は穏やかに見守っている。

『私は姉としてこの制度に参加しましたが、あくまでも生徒であり、教師はむしろ私の妹たちでした。私はこれから、自分の中だけではなく、外の世界に手を伸ばし、もっといろんな物語を紡げることでしょう。感謝します、学園長。私を誘ってくださって』

『なあに、君がそこまで感じ入ってくれたなら、私から言うことはもうなにもない。残された期間、妹との時間を大切にしてくれ』

　明日葉は微笑んだ。

『──はい』




　と……。

　思い出し、明日葉の頰が熱くなる。

　あのときの明日葉は確かに前向きで、大事な何かを摑むことができたと信じていた。なのに、なのになのになのに。

「ふっふふ……。実際は、このざまですね……」

　夜遅くまで執筆していると同じ部屋の妹たちに迷惑をかけてしまうため、明日葉は今、誰もいない寮の学食にいた。

　電気もつけていない部屋は暗く、ノートパソコンのディスプレイの光だけが灯っていた。

　肩にカーディガンを羽織り、膝上にはブランケット。そして暖かなお茶を頼りに、寒がりながら指を動かす。

　惨めな気分だ。今の自分ならと意気込んで挑みかかった題材は、あまりにも手強く、明日葉の心身をも日々消耗させてくる。

「なにが、だめだったんでしょうか……」

　自分は確かに、人と触れ合うことの大切さを感じたはずなのに。

　新しい輝きは形にならず、摑めたと思えば、するりと手のひらから零れ落ちた。

「はぁ……」

　大きなため息をついたときだ。

　スリッパの足音が聞こえてきた。

　それはのんびりとこちらに向かって近づいてくる。身を固くしていると、学食のドアが開いた。「おや」とのんびりとした声がする。

「明日葉さん？　どうしたの、こんなところで」

「あ、涼香さん。いえ、ちょっと……」

　そそくさと、明日葉は髪を整える。いつも綺麗にしている涼香にだらしない姿を見られるのは、恥ずかしかった。

　涼香自身はそんなこと気にせず、手持ちの水筒に学食備え付けのウォーターサーバーからお湯を注いでいる。

「こんな寒いところでお仕事なんて、大変そうだね。ご苦労様です」

「いえ、その、私が悪いですから……」

「悪い？」

「ええ、本来はもう少し順調に進んでいるはずだったので、焦ってしまって……」

　自己評価が地に落ちた明日葉は、そう言って肩を落とす。

　涼香は小首を傾げた後、明日葉の近くにやってきた。

「なんだか、悩んでるみたいだね、明日葉さん。私でよかったら、話聞くよ」

「いえ、人様にお話しするようなことでもないので」

　話を聞いているんだか聞いていないんだかわからない様子で、涼香は椅子を引き、明日葉の前に腰を下ろす。

「まあまあ、明日葉さん。妹には言いづらいこともあるでしょうて」

「それは……確かに、そうですけど」

「ま、お仕事のことだと、私はまったく役に立たないけどね！」

　涼香はそう言って笑う、わざとコミカルな口調を演じて、会話の敷居を下げようとしているのが明日葉にもわかった。

　こういったさりげない心遣いに関しても、姉妹制度を始める前の明日葉は、まったくの無頓着だった。

「だったら、おひとつだけ聞いてもいいですか？　涼香さん」

「ひとつと言わず何個でも。でもま、最初のひとつ目から聞きましょう」

「涼香さんは、他の高校から転入してきたんですよね。なんでも、すごく勉強ができる方の集まる学校にいたと伺っています」

「そうだね。客観的には、その評価で間違いないかな、って」

　外からの月明かりに頼りなく照らされて、涼香は気恥ずかしそうにうなずいた。

「この学校に来て、涼香さんは大きく変わったと思いますか」

「思うよ」

「では……」

　普段なら、これ以上踏み込もうとは思わない。だから、やはり自分は追い詰められているのだろう。助力を求める発想すら浮かばないほどに。

「それは本当に、いいことだと思いますか？」

　明日葉の真剣な視線に、涼香はおちゃらけた雰囲気を引っ込めた。それでも冷たさより物腰の柔らかさが先に立つのだから、涼香は変わった。

「んー……そうだねえ」

　初めて会ったときはまだ、誰が敵で誰が味方なのかを見極めようと警戒しているような節があった。しかし、今の涼香は来るものをすべて受け入れてしまうような器量を備えている。彼女に聞くまでもなく、それはいいことに違いなかった。

　それでも、涼香の言葉で語ってほしいと、明日葉は思ったのだ。

　答えに近づけるような気がして、だから。

　しかし、涼香の答えは明日葉にとって予想外のものだった。

「わかんないよね」

「……はい？」

　明日葉は聞き返す。

「でも、涼香さんは変わりましたよね。話しやすくなりましたし、今はみんなからもすごく好かれていて」

「そうだね。でも代わりに、あの頃のピリピリとした感覚はすっかりなくなっちゃった」

「人当たりがよくなって、友達もたくさんできましたよね」

「話してくれる人は増えたね。それは間違いなく。けれど、ひとりになったときに寂しいと感じる気持ちは、前よりずっと増えた」

「それじゃあ、まるで」

　涼香は変わってしまったことを、悪いことだと思っているみたいじゃないか。

「そんな、だったら、私は……」

　書きかけの原稿データに目を落とす。

「いったい、なんのために」

「もしかしたら、私が答えることで、明日葉さんを困惑させちゃうかもだけど……先に謝っておく。ごめんね。ただ、私はちゃんと自分の言葉で答えるね」

　その先を怖がる明日葉に、涼香は努めて優しく微笑んだ。

「だからね、言ったんだ。『わかんないよね』って」

「……それは？」

「私は確かに変わったよ。でも、それがいいことだったのか、悪いことだったのかなんて、わかんないんだ。そりゃ、私の周りにいる子たちはみんないいことって言ってくれると思うけど。でも、確実に成績は下がったし、それは明らかにマイナスでしょ？」

「そう、なんですか……？」

「まあ、世間一般的に見ればね。だからね、ただ言えることがあるとすれば、ひとつ目、私は変わった」

　そして涼香は二本目の指を立てた。

「ふたつ目。私は──こんな私を、けっこう気に入ってる」

　はにかんで笑う。その指は、ピースサインのようだった。

「気に入ってる……」

「うん。もっと言うとね、いいかどうかなんてどっちでもいいんだよね。私は望んで変化して、今の私になった。それがね、明日葉さん。私は、楽しかったんだよ」

　涼香の言葉を、明日葉は丹念に飲み込む。

「楽しかった、ですか。なるほど、確かににそれは……いいとか悪いとかでは、片付けられない言葉なのかも、しれませんね」

「なんか、詭弁みたいでごめんねえ」

「いえ……涼香さんが、正しくお気持ちを伝えようとしてくれた結果だと、わかっていますから。ありがとうございます」

「そう言ってくれると、助かるなあ」

　涼香は伸びをして立ち上がる。

「あまり明日葉さんの時間を奪うのもよくないから。私はそろそろお部屋に戻るね。明日葉さんも、無理せずにね」

「はい、ありがとうございます」

　頭を下げて、明日葉は涼香を見送った。

　それから頰杖をついて、ディスプレイを目でなぞる。

「……楽しいから、か」

　自分は変わったことを『成長した』と思っていた。

　だから、遅々として進まない原稿ページに歯痒い思いをして、苛立っていた。

　けれど、変わることは、ただ変わることでしかないのだとしたら。

　自分は前にも後ろにも進んでいない。ただ自分のあり方が変化して、今までと変わらず自分はここにいる。

　それは悲しいことだろうか？　それとも、寂しいことだろうか？

「いえ……」

　巻き戻って、頭から原稿を読み直す。

　そこに登場する女の子は誰にでも優しく、明るくて、可愛らしい少女。

　今までの自分が決して書くことはなかった、瑞々しさにあふれている。

「……好きですね、この子」

　そうだ。変わった自分はまた、一からのスタートで。

　それはまた気が遠くなるほどに地道な道のりになって、あるいは自分が積み上げてきた実績や信頼すらも、無に帰すような行為なのかもしれないけれど。

　明日葉は選んだのだ。

　だってそれが──。

「……楽しい、から」

　明日葉は大きく息をついた。

「──そういうこと」

「ふぇっ!?」

　明日葉は飛び上がるようにして驚いた。すると、去っていったと思ったはずの涼香が、柱の陰から現れた。目の端にわずかな涙を浮かべながら批難するようにじっと見つめると、涼香は「ご、ごめん」と笑いながら頭を下げてきた。

「いや、さすがに独り残すのも心配だったから。でも、悩みはちょっと軽くなったみたいだね」

「……はい、おかげさまで」

「ごめんってば」

　少しむくれた後に、ふっと明日葉は笑う。

「いえ、いいんです。本当に、助かりましたから。涼香さんには今度またぜひとも、改めてお礼をさせてください」

「そんな大げさにしなくてもいいってば。友達でしょ？　あ、だったら今度は私がひとつお願いしてもいい？」

「もちろん、なんなりと」

　涼香はにっこりと微笑んだ。

「そのお話、完成したら私にも読ませてくれないかな？　きっと、すごく素敵なお話になると思うから」

　その言葉に、明日葉はわずかに目を丸くして。

　それから、小さくこくりとうなずいた。

「はい、ぜひ」




　静かな夜が過ぎてゆく。

　涼香が実はこれまでに出版したすべての本を読了している熱心なファンのひとりだと、明日葉が知ることになるのは、また別のお話。

　そして、明日葉が出版社の特別な賞を受賞することになるのは──そう遠くない、未来のお話だった。

























　教会の礼拝堂を思わせるような麒美島女学院の講堂には、たくさんの生徒たちが集まっていて、粛々としてそのときを待っていた。

　囁き声の重なり合う静寂は、波音にも似ている。涼香は海に囲まれたこの島での物語が、ひとつ終わりを迎える予感を感じていた。

　まるで、一足先の卒業式だ。

　講堂の舞台袖に待機していた涼香は、静かに目を閉じる。

　思えば、妹たちと初めて出会ったのも、この講堂だった。学園長に促されて、顔見せのために集まっていた六人の少女と、言葉を交わしたのだ。

　懐かしい。あれからまだ、一年も経っていないなんて。

「……懐かしいなあ」

　その声はかすれていて、さらに耳に入る段階になると、ぐわんぐわんと揺れていた。

　先ほどからずっと、動悸が激しい。息も苦しい。受験日の当日でも、これほど緊張したことはなかった。

　思い返せば、対人関係におけるターニングポイントと呼べるものを、自分は今まで一度も経験してこなかった。

　一般的には、喧嘩や恋などが該当するのだろうけれど、涼香にとってはこれが初めての一大事件だ。

「……なるほど、どうりで」

　何度もシミュレーションをして備えてきたものの、問題の要点を見誤っていたということか。どううまく言うかなんかより、もっと心構えを大切にするべきだったようだ。

　今が本番の五分前であっても、気づけてよかったと思う。自分は確かに学習しているという証なのだから。

「さて、いよいよだ」

　オーディションの結果を待っているような顔で佇む涼香に声をかけてきたのは、学院長だった。

「とうとうこの日を迎えたわけだけど、どうだい、今の気分は」

「インタビューみたいですね……。それ、学園広報とかに載せないでくださいよ」

「許可を出してくれるなら、みんな喜ぶと思うんだけどね」

「もういいじゃないですか、私だけこんな大きなセレモニーに参加することになったんですから……」

　これから始まるのは、百合結びの会のグランドフィナーレだ。

　本来なら内々で行うはずの行事だが、大勢の一般生徒の要望で、こうして講堂を貸し切って開かれることになった。カリキュラムではないため、参加も不参加も生徒に一存されている。にも関わらず全校生徒は漏れなく講堂に集まっていた。

　ちなみに、帆南と明日葉はこれまで通り、後に内々で妹を指名するらしく、講堂でのグランドフィナーレに参加している姉は涼香ひとりである。

　騙された──とまでは、思わない。思わないが、涼香はただ知らなかったのだ。断ることもできたのだ、と。

　おかげでこんな、とびきりの目立ちたがり屋みたいなことになってしまった。いや、生徒たちが喜んでくれるならいいのだけど……。

　学院長が涼香の横に並ぶ。ささやくような声で。

「だったら、私と先代の院長にだけ、教えてくれないかい？　今の気持ちを」

　そうまで言われては、涼香も口を開くより他ない。

　いや、どちらかというと……自分もきっと、吐き出したかったのだ。

「なんだか、まだ、夢を見てるみたいで。ううん、もしかしたら私がこの学院に来たこと自体が夢だったのかもしれないって思っちゃうんですよね」

　涼香は、ぼんやりとしたその瞳に、居並ぶたくさんの麒美島女学院生徒たちを映していた。

「目が覚めたら、私はなにも変わっていなくて、おばあちゃんが死んだ翌朝に戻ってしまって。押し潰されてしまいそうな虚無感を背負って、明日からまた生きていくのかな、って」

「でも、夢じゃない」

「うん。それが不思議で……それこそ、夢みたいです」

　涼香は学院長に向き直り、頭を下げた。

「この学院に誘ってくださって、本当にありがとうございました。叔母さんと、お婆ちゃんのおかげです。私はここに来てよかった。それが今の、心からの気持ちです」

「そうか。うん、そうか」

　叔母さんは顔をそむけて、何度か小刻みにうなずいた。

「そう言ってくれると……うん、嬉しいね」

　その声がわずかに震えていたことに気づきながら、涼香はあえて見過ごした。下手に指摘して、こんなところでもらい泣きしているような場合ではないのだ。

「では、そろそろですね。行ってきます、学園長。見ててくださいね、私の決断を」

「ああ。行ってらっしゃい」

　肩をぽんと叩かれる。背中を押されたような気がした。

　壇上で司会進行役の教師が、涼香の名前を呼ぶ。少女は歩き出した。

　涼香が光の中に歩み出てくると、会場から拍手が鳴り響く。

　涼香が演台の前まで進み出ると、足を止めて正面を向いた。

　徐々に光に目が慣れてきて、生徒たちの顔が見えてくる。涼香が腰を折ると、間もなく拍手の音が引いてゆく。

　改めて、自分が緊張していることを自覚する。

　しかしそれは、全校生徒に見られているからではなく──むしろ、これから語りかけるたったひとりの少女へ向けての虚栄心、のようなものだった。

　ええい。

　どうせ姉として、今までさんざん情けない姿を見られているんだ。今更じゃないか。

　涼香は演台のマイクの高さを調節して、口を近づける。

「麒美島女学院の高等部二年生、春崎涼香です」

　うまくやろうとしなくたっていい。ただ、過不足なく、ちゃんと伝えよう。今の自分の気持ちを、飾らずに。

「みなさんもご存知の通り、私は高校二年生にこの学校に転入して、姉妹制度を受けることになりました。六人の妹たちと触れ合い、優しくしてもらえました。どの方も本当に素晴らしい人ばかりで、私は人間的に成長を遂げることができました」

　一言一言に感情を乗せるよう、涼香は努めてゆっくりと話す。

　決断の瞬間を先延ばしにするつもりではない。心から感謝の念を伝えたいだけだ。

「その中でたったひとり、大切な人を選ぶ前に……お礼を言いたいのです。私はこの麒美島女学院にやってきて、本当に良かったと思います。ここにいる皆さんが、未熟な私の成長を温かく見守ってくださったからです。改めて、ありがとうございます」

　涼香が頭を下げると、また拍手が響いた。

　鳴り止む頃に、涼香は頭をあげて、前を見つめる。

　その視線の先に──彼女がいた。

「それでは、私の麒花を選ばせていただきます」

　一年間の思い出が、まるで走馬灯のようにフラッシュバックする。

　つらいときにも、寂しいときにも、ずっとそばにいてくれた最愛の妹の名前を、涼香は口に出した。

「石田真悠さん」

　わぁ──と歓声があがった。

　一年生の列。その中ほどに座る石田真悠が、口元を手で覆った。

　目を見開く彼女に、涼香は手を伸ばす。

「どうか私の大切な人に──麒花に、なってもらえますか？」

　涼香は選んだ。

　全校生徒の前で、たったひとつの言い訳もせず、堂々と決断した。

　立ち上がった真悠が、生徒たちの間を縫って、凍った池の上を歩くような不確かな足取りで、こちらに近づいてくる。

　がんばって、よかったね、おめでとう、真悠さんお幸せに、とクラスメイトに声を掛けられながらも、真悠の顔に浮かんでいたのは、喜びと不安、そして困惑の色だった。

「あの、石田は」

　ステージの前にやってきた真悠と、それを壇上から見つめる涼香。

　ふたりの視線が交わり、世界から音さえも消え去ってゆく。

　真悠はその手に、放送委員からマイクを手渡される。

　涼香はただじっと、妹の返事を待っていた。

「私は……ただ侍女として、お姉さまのお世話をさせていただければ、それだけで」

　ぽろりと真悠の瞳から涙がこぼれた。

　そのとき大きな声がした。

「──がんばってください、真悠さん！」

　ハッとして振り返る真悠。

　そこには、千沙都がいた。姉妹制度に応募する時からずっと一緒にいて、いつだって真悠に寄り添ってくれていた親友の姿が。

　真悠がぐっと言葉を飲み込むのが、涼香にもわかった。

　躊躇してたじろいでいたその瞳が、輝きを取り戻す。

「涼香お姉さま」

　真悠の唇が、まるで歌うように言葉を紡ぐ。

「嬉しいです、本当に……。まさか、石田を選んでいただけるなんて」

　胸に手を当てた妹は、一歩、前に歩み出てくる。

「石田は他の方々よりずっと子供っぽくて、家柄だって、容姿だって、特別に優れている点はありません。お姉さまに侍女としての夢を叶えてもらって、それで満足するべきだったんです。でも、お姉さまに選んでいただけて……こんなにも、嬉しいだなんて」

　そう言って、石田真悠は微笑んだ。百合の花よりも、まるでカスミソウのような控えめで、美しい笑顔だった。

「麒花の名誉、喜んで拝受させていただきます」

　直後、もう一度拍手が──割れんばかりの拍手が巻き起こった。

　真悠が舞台の袖にある階段から、壇上に登る。演台の前にいた涼香は、もう待ちきれないとばかりに真悠の下に小走りで駆け寄り、その身体を抱きしめた。さらに拍手の音が増す。

　抱き合いながら、涼香が真悠の耳元に囁く。

「ありがとう。どんなときも、私のことを支えてくれて」

　真悠もまた、おっかなびっくりと涼香に背中に手を回した。

「そんな、私のほうこそ……お姉さま。これからもずっと、ずっとお仕えします。おそばに、置いてください！」

「もちろんだよ。私だって、真悠さんがいないとろくに朝だって起きられない体になっちゃったんだから」

「まあ、お姉さまってば……」

　ふたりはお互いの存在を確かめるように、その細い体を抱き合っていたのだけれども。

　固唾を吞むように静寂に包まれていた講堂で、ハッとして気づいた。

　これだけ大勢の前にいたことを、思い出したのだ。

　ふたりとも、顔が真っ赤だった。

「ご、ごめん、真悠さん。私、大胆なことをしちゃって」

「い、いえ……石田も、嬉しかったので……お姉さまに抱きしめてもらって、すごく、愛を感じました。ただ仕えるだけで幸せだと思ってたんですけど……働きを労ってもらって、こうして大事にしてもらえるのって、本当に、嬉しいんですね」

　頰を桃色に染めながらはにかむ真悠を見て、ああよかったな、と涼香は思う。

「おっ、お姉さまっ？」

　あふれ出した愛おしさに身を任せ、涼香はもう一度真悠を強く抱きしめた。黄色い声が飛ぶ。

　恥ずかしがる妹の姿を堪能し、真悠を解放した涼香は、満足気に微笑んで。

「それじゃあ、いこう、真悠」

　伸ばした手に、真悠が手を添えてくる。

「はい、お姉さま」

　手を繫いだふたりは、壇を降りる。講堂を後にするため、歩き出す。

　すると、涼香と真悠の行く先にいた生徒たちが、桜の枝を模したアーチを掲げてくれた。これは生徒の有志が用意してくれていたもので、涼香ですら知らなかった。

　涼香と真悠は桜のアーチをくぐる。その中には、妹たちの姿があった。

　未華子が満足気に微笑みながら、告げてくる。

「悔しいですけれど、ふたりともとってもお似合いですわ。おめでとうございます！」

　里帆がうっとりと目じりを下げる。

「素敵」

　汐音が笑顔で、涼香の背中を叩く。

「おねーさま。ぜったいに真悠さんのことを離しちゃダメですよー！」

　千沙都がぼろぼろと涙を流しながら、幸せそうに笑う。

「真悠さん、ほんとに、よかったですの。これからもわたしたちは、ずっとずっと、お友達ですからね」

　うららが生意気そうな顔で、頰を緩める。

「あたしだって、お姉さまに負けないぐらい素敵な人を見つけちゃいますからね。ふたりとも、お幸せに！」

　輪をくぐりながら、ひとりひとりにお礼の言葉をかけて、涼香と真悠は講堂を出る。

　しゃくりあげて泣く真悠にハンカチを差し出しながら、涼香もまた、少しだけ目を潤ませていた。







「百合結びの会なのに、どうしてアーチは桜なんだろうね。門出だからかな？」

「百合は、石田たちのためのお花、だからじゃないですか？」

　涼香と真悠は講堂を出て、渡り廊下から教室への道をたどっていた。

　吹く風はまだ肌寒く、ふたりはぴったりと寄り添う比翼連理のように歩いている。真悠の目元は赤いが、今はふたりきりの幸せを嚙みしめているようにも見えた。

　涼香は本校舎へと続く廊下の途中で、立ち止まる。

「さて、私たちはこのまま寮に帰ってもいいみたいだけど……とりあえず教室に鞄を取りに行こっか」

「そうですね……でも、まだもうちょっとこのままでも、石田は幸せです」

「ん……」

　そばに立つ少女の笑顔に、涼香は思わず目を逸らす。彼女の存在を意識して、急速に恥ずかしくなってきてしまった。

　不思議だ。全校生徒の前で抱き合ったときよりも、ふたりきりで手を繫いでいる今のほうが、照れてしまうだなんて。

「あのさ、真悠さん」

「なんですか？　お姉さまっ」

　まるで甘えるような『お姉さま』の響きに、心臓が早鐘を打つ。

　六人の中から、たったひとり選んだ妹。

　その決断が、涼香にとって真悠をかけがえのない大切な少女たらしめていた。

　それはまるで、恋のように──。

「ほんとはさ、講堂を出る前に渡さなきゃいけなかったのを、すっかりと忘れてたんだけど」

　立ち止まった涼香は胸ポケットから一輪の花を。もとい、百合をかたどったブローチを取り出した。

　決して枯れない、永遠の絆の証明だ。

「私の妹になってくれて、ありがとう、真悠さん。ずっと、大切にするからね」

「ふふっ」

　真悠は心から嬉しそうな笑みを浮かべ、胸元にブローチをつけてくれた涼香の手を取って、それを自らの頰に当てた。

「まるで、プロポーズみたいですね、お姉さま」

　やがてふたりは声をあげて笑った。

　麒美島女学院の長い歴史にまた、一組の姉妹がその名を刻む。

　選択と決断。そして桜と百合の物語が、ここに幕を閉じたのだった。
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　ひとりの少女が学院長室のドアを叩く。

『どうぞ』の声とともに、少女は勢いよくドアを開いた。

「しっ、失礼します！」

　はたから見ても可哀想なほどに緊張した少女は、ぎくしゃくと右手右足を同時に前に出しながらやってきて、学院長の机の前に直立する。

　新任の──まだ代替わりしたばかりのうら若き学院長は、微苦笑とともに、「まあまあ」と彼女の緊張を解きほぐそうとはするが、失敗。

　姉妹制度の姉役として立候補してきた少女は、最初から最後まで緊張しっぱなしで、二者面談を終えることとなった。彼女はこの後、寮に帰った後で人知れず滂沱の涙を流すことになるのかもしれない。ううん、可哀想だ……。

　だが、その去り際。

「あっ、あの、学院長様！」

「う、うん。なに？　どうかした？」

「実はお聞きしたいことがありまして……。学院長様も在学当時、姉妹制度のおかげで、素敵な妹様を見つけたんですよね？　その人とは学校を卒業したその後、どうなったんですか？」

「ふむ」

「ひい」

　ただ口元に手を当てただけで、そんな風に大げさに反応されても、と思いつつ。

　学院長は、微笑んだ。

「私とその妹がどうなったのかは、悪いけれど、教えるわけにはいかないんだ。だってそれは私と彼女だけが知っていればいいことだから」

「そっ、そうですよね!?　すみません、私ってばそんな、興味本位みたいに！」

「ただ、ひとつだけ言えることは」

　指を一本立てて、学院長は悪戯っぽく笑う。

「私は姉妹制度によって人生が変わった。これは、マジで」

「じ、人生が……！　わ、わかりました！　ありがとうございます！」

　血色の戻った彼女は、学院長と──それから部屋の片隅に立つクラシカルなメイド服をまとった女性に頭を下げて、部屋を出ていった。

　学院長は深く椅子にもたれ込んで、小さく息をつく。

「いやあ……ひとりひとりの情熱に当てられて、さすがにくたびれちゃうね」

　すると、今まで彫像のように微動だにしなかった女性が、学院長に声をかけてきた。

「では、リラックスできるようなお茶をご用意しますか？」

「ん、お願いしようかな」

「畏まりました」

　女性が柔らかな笑みを浮かべると、途端に部屋全体の雰囲気が華やいだ。

「いつもいつも、ありがとうねえ」

「いいえ、滅相もないです」

　長い髪をまとめた女性は、毅然とした職務態度の下、どうしても押し殺すことのできない喜びをにじませて、弾む声で応えた。

「──お姉さまの侍女であることが、石田の夢ですからっ」

　ふたりはいつかのように、声をあげて笑い合う。

　季節は巡り、そしてまた窓の外には、桜が揺れていた。
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　涼香と真悠は、なんとなく椅子に座って向き合っていた。

「……」

　寮部屋は、今やふたりだけのもの。

　これまで三人部屋として使われていたのだが、これから一ヶ月、進級までの間はふたりきりで過ごすことになっている。姉妹水入らず、というやつだ。

　百合結びの会が終わった後、恒例のお引越しを済ませた涼香は、妙な気まずさを感じていた。

（ふたりきりの場面なんて、別に、今までいくらでもあったのになあ……）

　姉妹のふたり部屋になったからって、今までとなにが変わるというわけではない。

　あるいはドアを開いた瞬間にバーン！　と、壁紙は一面ピンク色で、部屋の中央にはハート型のベッドが鎮座していて、さらにシャワー室もガラス張り！　みたいなことになっていたら、さすがに『おい！』ってなっていただろうけれど。

　そんなことはない。質素で上品な、一年間過ごしたいつもの部屋だ。緊張する要素など、なにひとつない。はずだ。

「あの、お姉さま」

「は、はい？」

　真悠は立ち上がって微笑む。

「紅茶を淹れてきますけれど、お姉さまもいかがですか？」

「お、お願いします」

　なぜか敬語になって、涼香が頭を下げた。

　真悠の後ろ姿を見送って、ふぅ、と息をつく。

「私、普段は真悠さんとどういう話をしていたっけ……？」

　完全に自分を見失ってしまった。こんなときは、テストで問題に詰まったときのように、一度他のことに意識を向けてみるのがいい。

　よし、勉強しよう。

　涼香は教科書ノートを取り出して、机に広げた。それだけで心が落ち着いてくる。これぞルーティン。

　己を取り戻して没頭している間に、真悠がティーポットを携えて戻ってきていた。茶葉の香りが立ち上ると、ふっと記憶が蘇る。

「ああ、なんだか懐かしいな。春はよく、真悠さんにこうしてもらっていたね」

「ふふっ、そうでしたね。毎日勉強するお姉さまの姿を、おそばで見守らせてもらいました」

「テスト前とか、真悠さんとうららさんに、勉強を教えたりね」

「あのときは、お姉さまの時間を奪ってしまって、申し訳なかったです」

「私はテスト前だから勉強増やすってわけじゃないからねえ。私が得意なことで姉らしいことができて、楽しかったよ」

「あらまあ……それでは、こちらこそどういたしまして、ですか？」

「かもね」

　笑い合う。すっかりと緊張は解けていて、ようやく自分たちらしい調子に戻れた気がする。

　真悠は微笑みながら、紅茶に口をつける涼香のことを、本当に幸せそうに見つめていた。

「お姉さま、最初からずっと、石田はお姉さまにお仕えするのが史上の喜びですので、なんでもなんなりと言いつけてくださいね」

「はは、そういえばそうだったね……。朝の着替えも用意してもらったりしていたんだった……」

　それどころか、朝の支度を手伝ってもらったり、洗濯物をお任せしたり……。ときには、マッサージなんかをしてもらうことだって。

「あ、でも」

　真悠は少し言葉を途切れさせた後、トレイを胸に抱きながら、頰をわずかに赤く染める。

「最初からずっと……とは言いましたけど、もちろん、お姉さまの麒花となれた今のほうが……その、幸せ、ですよ」

「そ、そっか！」

　恥ずかしがる真悠と目が合って、涼香は照れ隠しのように再び教科書に向き合った。

　くっ、なるほど……。麒花に選んだことによって真悠が喜んでくれたのなら（あるいはふたりの距離がグッと縮まったと思っているのなら）、決断した結果に対する責任は、取るべきなのだろう。




　悩みあぐねた涼香は、寝る前になって、真悠に大真面目に告げた。

「わかった、真悠さん。確かに私は他の誰でもなく、真悠さんを選んだんだ。これからもっともっと仲のいい姉妹になろうよ」

「はい、嬉しいです」

　椅子に座って向かい合う姉妹。パジャマに着替えた真悠が、にっこりとうなずく。

「その一環としてね。私は真悠さんになるべく遠慮はしないし、してほしいことは言う。だから真悠さんも、私にしてほしいことがあったらなんでも言ってね。コミュニケーションを取っていこう」

「えっ、ほんとですか？　なんでもいいんですか？」

「う、うん」

　グッと身を乗り出してくる真悠に、同じぐらい身を引きながら、涼香はこくこくと首を縦に振る。早まったかもしれない。

　真悠は「あの」と頰に手を当てて、ちらちらと涼香の顔色を窺ってくる。

「でしたら……石田のことは、どうぞ『真悠』と呼んでくれませんか……？　昔、一度だけ呼んでくださったことが、今でも嬉しくて麒美島女学院の規則はさん付けが推奨されていますけれど、本当はずっと、呼び捨てにしてもらいたかったんです」

「ああ、うん」

　涼香はホッとした。それぐらいならお安い御用だ。涼香はあまりお互いの呼び方に対するこだわりはないが、真悠の要望を突っぱねるつもりもない。

「じゃあ、その……」

　だが、いざ言う段になると、妙に口が重い。

　それはきっと、目の前の少女が日照りの村に雨を待つような真剣さで、涼香の顔をじっと見つめてくるからなのだろうけれど！

「……ま、真悠」

　真悠が抱きついてきた。

「はい、お姉さま！」

「ちょ、ちょっ」

「あっ、す、すみません！　嬉しくなってしまって、つい……」

　すぐに真悠は離れてくれた。びっくりした。

　いや、普段は侍女らしい振る舞いをしているが、真悠自身は年頃の女の子らしく賑やかな少女なのだ。なんせあの（？）千沙都の親友だ。

「ま、まあ、これぐらいなら、ぜんぜん大丈夫だよ……ま、真悠」

　ちっとも大丈夫そうには聞こえない不器用な呼び方であった。まあ、すぐに慣れるだろう……。

「でも、お姉さま。できればもっと、女王陛下が衛兵を呼びつけるような調子で、気高く事務的に呼んでもらえると、より嬉しいです！」

「難しいなあ！」

　真悠のさらなる要求に、やっぱり早まったかもしれないと改めて思う涼香であった。







　それからの涼香の暮らしは、まさに女王陛下か、そうでなければ面倒見のいい飼い主に愛されている猫のようだった。




「お姉さま、洗った洗濯物はこちらのタンスに仕舞っておきますね」

「う、うん、ありがとう。あの、あんまりがんばりすぎなくてもいいからね……？」

「いえいえ、これが石田の喜びですから」




　また、ある時は。

「お姉さま、明日の用意は完了です。時間割を見て、授業で使う教科書とノートも、鞄に入れておきましたので」

「そっか、ありがとう……。え、これ毎朝する気？　真悠の担当業務が増えて大変じゃない？」

「いえいえ、そんなことありません。むしろお姉さまのお世話をすればするほど元気になっていくんです。ふふっ、これからもいっぱいお世話させてくださいね」




　一週間も経つ頃には、涼香も諦めの境地に至り。

「お姉さま。さ、バンザイしてください。ちょっと失礼しますね」

「いや、体ぐらい自分で拭けるので……ああ、うん、ありがとね……」

「いえいえ、すべて石田にお任せくださいっ」




　＊＊＊




　そして今──ベッドに寝転がる涼香は、真悠に膝枕されていた。

「痛くはありませんか？」

「うん、きもちいいよー」

　真悠が耳かきをしてくれているのだ。お風呂上がりの涼香はふわふわとした気持ちで、真悠に頭を預けている。

「このあとは、マッサージもしてほしいなあ」

「はい、ご用命を賜りました」

「きょう、体育の授業でバレーだったから、腕が痛くなっちゃってー」

「まあ、お姉さま、とってもお疲れなんですね。それでは、石田にお任せください。お姉さまは指一本動かさず、首ひとつ傾けさせずともよろしいですからね」

「ありがとー」

　真悠は満面の笑みで涼香の頭を撫でる。

「途中で寝ちゃっても構いませんからね、お姉さま。いつでも好きなときに、好きなようにしてくださいませ。そのお世話をするのが、石田の幸せなのですから」

「うんー……」

　涼香は目を閉じて、うつらうつらと意識を手放してゆく。

　耳かきを終えた真悠が、それはもう心から嬉しそうに、涼香の二の腕に手を伸ばしたところで。

「──よくないんじゃないかなあ!?」

「ひぇっ？」

　涼香が跳ね起きた。

　真悠が目を丸くする。それから不安そうな顔になって。

「あの、石田がなにか粗相をいたしましたか……？」

「そういうことではなく！　私、最近ちょっと、あまりにも真悠になにもかも委ね過ぎじゃない!?　これじゃあお姉さまっていうか、もうただのペットだよね!?」

「ペットだなんてそんな！　お姉さまは石田のお姉さまです！　だいたい、ペットのお世話だったらこんなに張り切ってやりません！」

「いや真悠が私のことを大切にしてくれているのはめちゃくちゃ十分伝わってきているから！　扱いの話だよ、扱いの！」

　真悠は「扱いになにか不服が……？」と本気で首を傾げた。涼香はこめかみを押さえて、落ち着け、落ち着け、と自分に言い聞かせる。

　わかっている。真悠が一から十まで善意（あるいは欲望）でやってくれているのは。

　涼香だって真悠がしたいことはなんでもさせてあげたいと思っていた。だが、物事には限度がある。

　つまるところ、超えたのだ。その、ラインを。涼香史上、もっとも超えちゃいけないラインをだ。振り絞るように告げる。

「増えたんだよ……！　体重が……！」

「まあ」

　真悠は口元に手を当てて、それからすぐににっこりと微笑む。

「大丈夫です、石田はお姉さまが太っても気にしません。ちょっとぐらい太っていたほうが貫禄が出てきて、いいと思います」

「この件に関しては、いいか悪いかを決めるのは、私なんだよ！」

　涼香は真悠の肩に手を置いた。

「いいかい、真悠」

「あっ、はい……。今の呼び方、なんだかちょっと冷たくて、石田はゾクッとしてしまいました。今後は時々でいいので、その雰囲気も漂わせてもらえれば……」

　もうだめだ。真悠はだめだ。だめになってしまった。

　頰を赤くして、キラキラの瞳でこちらを見上げてくる真悠に、涼香は唇を嚙み締める。

　しかし、だめになってしまったのは、自分のせいだ。それもこれもすべて、自分が甘やかしすぎたから。たったひとりの妹だからということで、惜しげもない愛情を注いだのが悪かった。その責任を果たすべきときが来たのだ。

「よし、真悠にお姉さまとして新たな命令を下します……」

「はい、なんなりと」

　うっとりと笑みを浮かべる真悠に、涼香は言いつけをした。

「真悠はきょうから、私のご主人さまになること──」




　＊＊＊




「あの」

　寮部屋の入り口に佇む真悠に、涼香は腰を折って頭を下げる。

「おかえりなさい、真悠お嬢さま」

「これはいったい、どういうことですか……？」

　帰寮してきた真悠の手から鞄を受け取って、涼香はにっこりと笑ってみせた。

「どういうこともなにも、見ての通りだよ」

　涼香は恥ずかしさを押し殺しながら、学園祭で身につけたあの大胆なメイド服を着ていた。髪をしっかりと三つ編みにまとめて、雰囲気もしっとりとメイドらしく振る舞おうとしている。

「言ったでしょ。私だって真悠のお世話をしたいから、たまには交代しようよ、って。ね、ちゃんと私のやりたいこともさせてくれるんだよね」

「それは……そうですけど」

　真悠は納得しているけれど気が進まないという顔だ。そりゃそうだ。普段は姉として仕えている涼香に奉仕されたところで、気が休まらないだろう。

　けど、涼香は心を鬼にして、やり通すつもりだ。ちょっとは動かないと、このまま体重は増える一方なのだから──。

「というわけで、真悠。なんでもしてほしいことがあったら、言ってね」

「落ち着きませんがー……では、あの、その、お茶をいただけますか？」

「おっけー」

　敬語だとさらに居心地悪くさせてしまいそうなので、フランクな態度になって指で丸を作る。しばらく心配そうにチラチラと振り返ってくる真悠の下へ、紅茶を用意した。

「どうぞ」

「は、はい……ありがとうございます」

　紅茶に口をつけた真悠は、すると気落ちしていた顔を、ほんの少しだけほころばせた。

「あっ……おいしいですね、お姉さま」

「それはよかった」

　真悠の頭を、優しい手つきで撫でる。

「なるほど……。お姉さまは、このことが言いたかったんですね」

「うん。うん？」

　真悠はぎゅっと胸元で拳を握った。

「自分で淹れた紅茶よりも、人が淹れてくれた紅茶はおいしい……。同じように、何気ないことだって、人にしてもらえたら嬉しいですよね。だから、仕えられる側の気持ちも理解して、より侍女としてレベルアップをしなさい、と……！」

「……じゃあ、それで」

　まったく意図していなかったことだが、真悠が納得してくれたのならまあいいか、と涼香はうなずいた。

「だからね、真悠も思いっきり私にお世話されてちょうだいね」

「わかりました……。お姉さまのご期待に応えられるかどうかわかりませんが、精一杯お世話されてみせますね！」

　こうして、涼香と真悠の主従逆転生活が始まった。







　もちろん最初は、涼香がなにをするにも落ち着かない様子の真悠だったが。

「さ、真悠。洗濯物は畳んで、ちゃんとタンスの中に入れてあげるからね」

「お、お姉さま。そんなことまで……。大丈夫ですから、ちゃんと、石田がしますから」

「だめでーす。真悠は素直にお世話されてくださーい」




　徐々に、涼香に押し切られてゆき。

「ほら、真悠、ここに座って。髪、乾かしてあげるから。真悠の長い黒髪は、きれいだねえ」

「あー……きもちいいです、お姉さま。やってもらって、すみません」

「いいのいいの、私がやりたくてやってるんだから。それよりほら、おかゆいところはございませんかー？　なんてね」




　実家での真悠が怠惰な甘えん坊だったことから、もとより適正はあったわけで。

「きょうもがんばったね、真悠。さ、おいで。耳かきをしてあげようじゃないか」

「わーい、お姉さま。石田のこと、いっぱい褒めてくださいね！」

「うんうん、真悠は偉いね。よしよし、真悠お嬢様が毎日楽しそうで、私も嬉しいよ。……なんか最近、私も奉仕の喜びってやつに目覚めてきちゃったな……」

　一週間が経つ頃には、すっかり染まっていたのだった。




　＊＊＊




「おかえりなさい、お姉さま！」

　授業が終わって寮の部屋に戻ってくると、家主を迎える子犬のように、真悠が体を擦り寄せてくる。

「ねえねえ、お姉さま」

　涼香は多少焦りながらも、そんな真悠に引きつった笑顔を向ける。

「真悠、ど、どうかしたかな」

「あのですね、お姉さま。きょうは、ですね。石田は、お姉さまと一緒に寝たいなあ、って……だめ、ですか？」

「いや、それは、いいんだけど」

「わーい。石田はお姉さまが大好きです。学校だとお姉さまに会えなくて寂しいです。いっぱい甘やかしてもらいたいのに」

「う、うん。あ、あのね、真悠」

　涼香は傷が広がらないうちに、告げることにした。あるいはもう、手遅れかもしれないが──。

「きょうは久々に勉強会しようかって話をして……その……」

　涼香の後ろ、ドアの脇に、ふたりの少女が立っていた。

「わー、真悠さんすっごく顔が緩んでるー。新婚生活、幸せなんですねえー」

「あ、あのっ、わ、わたしは、なにも見てませんので！　ね、汐音さん、ねっ！」

　汐音と千沙都であった。

「──────」

　真悠は顔を真っ赤にして、そして。

「これは！　違うんですー！」

「真悠!?」

　逃げ出した。




　ざざーん、ざざーん、と波が寄せては引いてゆく。

　夕焼け空の下、真悠は制服のまま、砂浜に体育座りをしていた。

　慌てて追いかけてきた涼香は、どう声をかけようかとかなり迷っていたが……とりあえず、よっこらせと同じように隣に座ることにした。

　気づいた真悠が、「あっ」と声をあげる。

「お姉さま、制服に砂がついちゃいますよ……」

「それは真悠もでしょ」

　そう言うと、真悠は膝を抱えながらうつむいた。

「恥ずかしいところを、見られてしまいました……」

「うん、そうだね。私たち人前では一応、もとの関係のままやってたからね……」

　とりあえず、千沙都と汐音は人に言いふらすような子ではないので、そこだけは安心だが、真悠が気に病んでいるのはそういうことではないだろう。

　真悠にどっぷりと甘やかされるのも、あるいは主従逆転して真悠を甘やかすのも、寮部屋の中だけの出来事だった。

　ふたりだけの秘密だったのだ。

「私……見られてしまったのも、そうなんですけど……でもそれより、ショックだったんです……」

「ショック？　なにが？」

「……今まで、お姉さまにあんな態度を取っていたんだな、って……」

「それは」

　涼香がやらせたことだ。真悠が落ち込むようなことではない。そう言って慰めようとしたのだけど、でもそんなことは真悠だって重々承知の上だろう。

　真悠は顔を伏せたまま、波音よりも小さな声で言う。

「……ふたりがドン引きしているのを見て、私も気づいたんです……。本当に、ずっと失礼なことをしていて、これじゃあお姉さまの侍女として失格ですよね……」

「私は、かわいかったけど」

「その言葉は嬉しいです……。でも、かわいいじゃ、だめなんです……」

　うつむいた真悠は、首を横に振る。

「石田が憧れたお話の侍女は、もっと毅然としていてかっこよくて……石田には、ヒロインよりも素敵に見えたんです。憧れてて、夢だったんです……。それが、こんな……」

　ふー、と涼香は大きく息をついた。

　ここから先に踏み込むには、涼香もまた、覚悟を決める必要がある。いわゆる、選んだ『責任』ってやつだ。でも、今更か、と涼香は頰を緩めた。

　真悠は大切な妹だ。彼女の力になるために、いちいちあれやこれやと理由をつける必要なんてない。

　だってもう涼香は、真悠が可愛くて仕方なくなってしまっているのだから。

「あのね、真悠。理想の侍女になりたいと思っている真悠には申し訳ないんだけど……私は真悠が夢見ているような、立派なヒロインにはなれないと思うんだよね」

「そんな」

　真悠は弾かれたように顔をあげた。

「お姉さまは、とっても素敵です！　悪いところなんて、ぜんぜんありません。至らないのは、石田で……」

「それも違うと思うんだよね」

　涼香は、真悠の細い肩を抱き寄せる。

「お姉さま……」

「だって私は、真悠が言うみたいな毅然として立派な侍女さんがそばについていたら、たぶん気疲れしちゃうよ。緊張して、ずっとリラックスできないかも」

　まだ肌寒い季節が続いている。涼香は真悠が少しでも寒くなくなるように、その身を寄せた。

「私はそんなに詳しくないんだけど、たぶん侍女さんって、そのご主人さまに合ったご奉仕をするんだよね。例えばすっごく恥ずかしがり屋のご主人さまの着替えを、無理矢理手伝ったりしないよね？」

「それは……はい、そう思います」

「うん、だからね。立派じゃない私には、一生懸命で、可愛らしくて、一途で、がんばり屋で、でも時々失敗をしちゃうような侍女さんが、ぴったりだと思うんだ」

　夕暮れ時。赤く染まった真悠の顔を、涼香はまっすぐに見つめている。

「真悠は、私にとって理想の侍女さんであり、妹だよ。他の誰よりもね」

「お姉さま」

　真悠の瞳に、うっすらと涙がたまってゆく。

「幼い頃に夢見た真悠にとって、私は理想のご主人さまじゃなかったかもしれないけどね」

　そう言って笑うと、真悠はほのかに笑みを浮かべた。

「確かに、お姉さまは朝が弱くて、時々面倒がってお風呂に入るのを嫌がったり、制服のままでベッドに横になろうとしちゃいますもんね」

「いつも真悠に注意されているね……」

「はい、お姉さまのことは、なんでも知っています」

　真悠は、にじんだ涙を指で拭う。

「お姉さまが、石田のことを知っているみたいに」

「うん、そうだよ。だから、私たちは真悠にとっての理想の主従じゃないかもしれないけど、でも、私たちにとってはこれが最高の関係なんだよ」

　涼香は微笑んで、真悠の頭を撫でる。

「ねえ、真悠。これからもずっと、私のお世話をしてくれないかな」

　真悠は頰を緩ませながらも、弱気な声をあげる。

「石田は……ときどき、やりすぎちゃうかもしれませんよ……？」

「そのときはそのとき。またなにか手を考えるし。それに、私は真悠のことが大好きだから、きっと大丈夫。その気持ちがあれば、うまくいくよ」

「……石田も、もちろんお姉さまのことが、大好きです」

　そう言って、真悠が涼香の体にもたれかかってくる。

　夕日が照らす砂浜で、ふたりの影がひとつになる。

「だから、がんばります。お姉さまが満足いただける侍女になれるように。あの日憧れていた侍女ではなくとも……それが、今の石田の新しい夢になりました」

「ん」

　涼香が目を細めて微笑んだ。

　無言の時が少し続いて、それから真悠が恥ずかしそうにぽつりと。

「…………これからもずっと、お世話をしていいんですか？　お姉さまの」

「え？　あ、うん、まあ……。そう、だね」

　涼香は目を泳がせた。別にでまかせの言葉を吐いたわけではないが、しかしそれは真悠のこれから一生を引き受けかねないセリフなわけで。

　しかし……ここで怖気づくのは、さすがに格好悪い。涼香はこれも『決断に伴う責任』だと腹を据えて、うなずいた。

「真悠が嫌にならなければ、ずっと、そばにいてほしいかな」

　浜辺のプロポーズにも似た言葉に、真悠は。

「ご用命、賜りました」

　そう言って、とても可愛らしい笑顔を見せたのだった。




　その夜、ふたりはひとつのベッドで、抱き合いながら眠りにつく。

　今だけは主人と侍女ではなく、姉と妹として──否、春崎涼香と石田真悠という、ふたりだけの関係として。

「うーん……」

「どうしました？　お姉さま」

「いや……学生の間はいいけど、これから一生、真悠に仕えてもらうためには、とりあえずお金持ちにならないとな、って思って……。ふたり分の生涯賃金を稼がなきゃいけないんだもんな……」

「まあ」

　真悠は涼香の腕に抱かれながら、くすくすと笑う。

「もちろん、なんだって石田はお手伝いしますよ。お姉さまをそばで支えることが、石田の喜びですから。たとえお姉さまがアルバイト生活でも、ちゃんとやりくりしますからね」

「うーん、がんばるよ！」

　慈母のような表情で微笑む真悠の頭を抱きしめた涼香は、もはや自分が自分ひとりの人生ではなくなったことを感じながら、少しの不安と──そして、これからずっと真悠がそばにいてくれるという喜びを嚙み締めて眠るのであった。
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約１年間の『シスラビ』の連載を終えて、今の心境をお聞かせください




みかみてれん氏（以下、てれん）：商業誌で１年間ノベルを連載するというのは初めてでしたので、ようやく肩の荷が下りた気分ですね。当然締め切りがあるものですので、自分の好きなタイミングで書いてすぐＷｅｂにアップできる、というような気楽さはなかったですが、その分、次の展開や挿絵を決める編集さんとの打ち合わせなど、この１年大変ながらも楽しい作業をさせていただきました。




まず最初に、本作品を執筆することになったきっかけはどんなものだったのでしょうか？




てれん：最初に電撃Ｇ'sマガジンさんの方から、百合モノの読者参加型企画を今考えているんですが、というご相談をメールで受けたのがきっかけですね。それを見て、以前Ｇ'sさんがされていた企画『ストロベリー・パニック』みたいなものをやるのかな、と勝手に思い込んでいたんです。今ほど百合が周知されていない時期にも関わらず、相当アグレッシブな企画だったんですよね。それを展開されていたところならいいじゃん！　と思い引き受けました。そのお話を受けた当初はまだ余裕があったんですが、連載が始まった２０２０年は、他のライトノベルやコミック、連載企画などが一気に重なってなかなか大変でしたね。百合関係のお仕事の機会というのは、他のジャンルに比べてまだ少ないんです。やりたい、という意志がいくらあってもできない方はたくさんいらっしゃると思うんです。そんな中で、わざわざ自分のところにお話をくださったことは大変ありがたいことですし、基本的に全部やりたいと考えているんです。ですが、どんなにがんばってみても、１日は24時間しかなくて……ついに自分も百合関係のお仕事を断らないといけない時が来てしまった、そんな無念さを感じた年でもありました。
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この作品を書くうえでのテーマを改めて教えてください




てれん：〝選択と決断〟です。読者さんが選んだ選択肢に沿って涼香たちが物語を進めていく読者参加型企画ですので、分かりやすいテーマにしました。実際に投票する際、自分の１票が物語に影響を及ぼすんだな、と思っていただくのがきっと楽しいと思いましたので。あと、当初のプロットから、妹の選択、学校内で行うイベント、妹が抱く感情など、次の展開は選択肢で決めることを考えていました。そもそも百合好きな方は、女の子同士の関係性自体が好きな方が多いと思うんですよね。なので「妹たちが涼香にどのような想いを抱くと思いますか？」という解釈を選択という形で読者さんにゆだねました。そして、その解釈通りにわたしが物語に起こすという、ある種のコミュニケーション感があったのが楽しかったですね。選択といえば１つ、驚いたことがありました！　毎回妹の感情の３択では、物語のうえでとてもきれいな流れのもの、友達感覚で進むもの、もう１つは罠のようなもの（笑）を用意していたんですね。とはいえ、どれを選んでもおもしろく進むようにはしていましたが。２シーズン目が終わるまではずっと前の２つが選ばれていたんですが、最後の最後に里帆の感情として罠的な選択肢だった〝依存〟が選ばれたのにはびっくりしましたね。でも、これも『シスラビ』のおもしろいところだったと思います。




離島にある超お嬢様学校や、その姉妹制度といった本作の舞台設定はどうやって生まれたものなのでしょうか？




てれん：まず、読者さんがＡ、Ｂ、Ｃの中から次の展開を１つ選択する際に、どういう結果になるのか予想しやすい方がいいと思ったんです。例えばＡを選ぶ際に、見たいイベントがきちんと想像通り見られることが大事なんです。なので、世界観設定も想像のつきやすいものがいいと思い、お嬢様学校や姉妹制度など、百合が好きな方には定番的なものを組み込みました。その辺りの設定が定番になったのは、もはやそれ自体が１つのジャンルともなった金字塔『マリア様がみてる』の影響がとても大きいと思いますね。舞台を離島にしたのは、必然的に全員が寮生活となり行動範囲も制限されるので、さまざまなイベントがぎゅっと凝縮されて、より姉妹同士の関係性をより深く描ける舞台になると思ったからです。極論をいえば、山奥とか、南極とか、宇宙ステーションとかでもよかった気はしますが（笑）、その中でもバランスがちょうどいい舞台だったと思いますね。個人的に離島にしたことで、姉妹でこっそり夜の海に行くというシチュエーションが書けてよかったです。女の子と海の組み合わせは最高ですから！




全９人の姉妹たちのキャラクターメイキングについておうかがいしたいのですが、まず主人公である春崎涼香はどのように設定されていったのでしょう？




てれん：９人の中で一番最初にメイキングしたのが涼香です。この作品のテーマである〝選択と決断〟に則って、なにかを得るためになにかを失ってしまう、そんな子にしました。進学校に通いひたすら学力を重視していた代わりに、身近な人の死に無頓着になっていた自分に気がつくというところから物語が始まり、そこからお嬢様学校へ転入し、姉妹制度に組み込まれる中で新たな〝選択と決断〟を繰り返しながら成長していきます。また、学校に転入してすぐに人気者になったうえで６人の妹候補たちからも慕われなければいけないので、欠点のないパーフェクトな女の子として描きました。なぜなら、女の子同士の恋愛はごまかしが効かない、とわたしは考えているんです。女の子同士って常に対等な、50／50の関係じゃないですか。冴えない男の子がなぜか美少女に惚れられるというテンプレートは、こういう世界を描くうえでは通用しないですし、女の子から惚れられるには、明確かつ強固な理由が必要だと創作上常に心がけています。ビジュアル面でいえば、涼香はかなり悩んだ子でもありますね。最初は、乙女ゲームの主人公っぽい茶髪でいわゆる普通の女の子！という雰囲気でしたが、より優秀できらびやかなオーラを出したかったので、今の方向に舵を切ったんです。それを受けてＴａｍ−Ｕさんが本当に素晴らしいデザインに仕上げてくださいましたね。個人的に百合モノの主人公は強キャラであってほしかったので、ビジュアル面に関してもうまくハマったかと思います。あと、基本的にキャラクターデザインはＴａｍ−Ｕさんと編集さんにお任せしていまして、お２方が考えられるものなら、いいものができあがると確信していました。




第１シーズンで妹となり、最終的に〝麒花〟ともなった真悠についてメイキングの過程をお聞かせください




てれん：涼香を決めてから、その他のキャラクターのバリエーションを作ることになったのですが、私の趣味の１つでもあるＴＰＲＧでの設定の作り方を大いに参考にさせていただきました。まず最初に、キャラクターの大切にしているものと許せないもの、という２つの軸を決めたんです。例えば真悠だったら、大切なものが忠誠、許せないものが裏切りですね。この要素にさまざまな肉づけをしていって、今のようなキャラクターが生まれました。選択肢で先の展開を決める、というスタイルも、ダイスを振って行動を決定するＴＲＰＧから来ているところもありますね。その真悠ですが、涼香の次に設定の決まった、メイドのように品行方正なキャラクターです。最初は、妹に選ばれて侍女志望だった自分の夢を叶えられた、ということに舞い上がっていて涼香のことを見ていないんですよ。ですが、その人となりを知って２人の関係が近づいていく、という姉妹制度の先にある関係性を強調した子になりました。そんな真悠の心の移り変わりを書いていくのは楽しかったですね。キャラクター性としては、ある意味普段からコスプレをしているというか、お嬢様になりきって学園生活を送っている子です。あと、人に甘えられてお世話するのはもちろん好きですけど、実は甘やかされるのにも弱く結構依存体質なんです。本編ではあまり書きませんでしたが、真悠は実家でめちゃくちゃ甘やかされて育てられています。なんでも買ってもらっていましたし、かわいいと愛されていました。そんな環境から、逆に誰かに対して奉仕することで、自分が役に立っているという実感と快感を覚えたんですね。なので、ふとした瞬間に甘やかされていた頃の顔をのぞかせることもあり、つい優しさにとろけちゃうこともあるんです。ビジュアル面に関しては、Ｔａｍ−Ｕさんがこちらの考えた設定をデザインで補強してくださりうれしかったですね。パジャマパーティーでの髪のアレンジなどを積極的に提案してくださるなど、真悠をよりいいキャラクターにしてくださいました。
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それでは、次に１シーズン目に真悠とペアになったうららについて教えてください




てれん：うららですが、登場人物の中で１人だけモノの見方がやさぐれているというか、ある意味ではシャープな目線を持っている子です。姉の涼香がそれなりの庶民的な目線を持っているので、妹にも１人同じ目線の子がいた方がその２人だけの関係性が生まれておもしろいかなと考えまして、うららを庶民の出にしました。舞台がお嬢様学校という特殊な環境ではありますが、そのお嬢様たちだけで物事を考えるのではなく、いろいろな切り口が必要でもあったからです。物語では、庶民のうららがお嬢様学校に来たとして、どんな感情を抱くのかを掘り下げていきましたね。基本的にまわりが自分と違う時っていうのは、迎合するか対峙するかの選択を迫られますよね。うららはその後者として「なにがお嬢様よ！」と持ち前の反骨心をむき出しにして、成長していくキャラクターにしました。そういった性格ゆえに、涼香のような、３人目の姉に突然選ばれたぽっと出のお姉さまには余計に強く反発するだろうと。叔母が学院長ということもあって鳴り物入りで転入していますし、涼香本人もどこかふわふわした感じもありますしね。それから涼香が学校や姉妹制度にしだいになじんでいき、認められるまでの流れを描くうえで、うららはとてもいい働きをしてくれました。いわば最初のライバルキャラクターです。また妹候補の中では、一番の常識人でツッコミ役でもあります。ビジュアル面については、先程お話ししました涼香の茶髪の初期デザインをうららに持ってきたんです。そこにうららの性格を加味して修正してもらったのが、今のデザインになっています。最初は庶民のテイストが強調された、もっと地味目なデザインでした。
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２シーズン目に入って妹のペアも代わりました。その１人、汐音のメイキングについて教えてください




てれん：汐音は素直にかわいいですよね。妹たちの中では、小悪魔系で年上をからかって手玉に取ってくるような子にしました。ですが、中身は寂しがり屋で、その素直な気持ちを表に出せないんです。表面上では誰とでも上手に関係を維持できますけど、内面はさらさないタイプですね。ゆえに、汐音は集団の中にあって孤独を感じているんだと思いますよ。この姉妹制度の共同生活では、包み隠すことのできない心の内側を見せて、涼香と交流するタイミングが必ずどこかでやってくるんです。その際、なにかしら心の内に秘めているものを持った子を作っておきたいな、と考えて汐音をこういう設定の子にしました。汐音は世界的な歌姫である〝母親の娘〟ではなく、〝汐音〟という自分自身を見てほしい、と強く思っていましたが、涼香のまっすぐな考え方を聞いて、自分も人とのつき合い方を変えてみるもいいのかもしれない、と成長していきましたね。
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２シーズンで汐音とペアになった千沙都の設定について教えてください




てれん：千沙都については、もうコテコテのお嬢様を目指しました。そのうえで、えっちな本が大好きというコミュニケーション面での秘密を抱えた、すごいギャップのある子です。箱庭で育ってきたからこその強い好奇心で、いろいろなことを知りたいと純粋に思っています。小学生女子みたいな子ですね。その純粋無垢という部分で、里帆と方向性がかぶってしまうのでは、と少し心配していましたが、ふたを開けてみれば見た目はとてもかわいいのにどこか危うい、不思議な子が生まれましたね。やることなすことがとにかく極端な、愛すべきポンコツです（笑）。１シーズン目は心の壁を作ってしまう帆南と人見知りしがちな千沙都という関係上、あまりうまくいきませんでしたが、その失敗の反動で、それ以降の涼香や明日葉の時によりがんばるという、千沙都自身の成長物語として見た場合にもおもしろかったなと思います。涼香に思いきって自分から突撃したことで、千沙都が己をさらけ出せるようになり、３シーズン目では明日葉ともうまくいくようにもなりました。明日葉は結構多様性を重視するせいで、他人の本の趣味を否定できないタイプなんですよ。だから、千沙都がいきなり見せてきたえっちな本も一旦は受け止めて「あなたの世界にもつきあってみましょう」ってきちんと読んじゃうんですよね。多分、そのあと千沙都は毎月新刊について「これがよかったですわ！」とか明日葉に報告してるんじゃないでしょうか（笑）。あと、２シーズン目に涼香の妹として汐音とペアになったのが個人的に印象深いですね。この物語が始まる前から、もともと汐音は千沙都だけには優しいといいますか、いつも世話を焼いてあげている感じなんです。お世辞ばかりのきらびやかな世界で生きてきたせいで、汐音はそういった言葉や機微に敏感なんですよ。でも、千沙都は裏表がまったくなく、噓をついていない無害な子です。だからこそ、そんな千沙都の純粋さが汐音は好きで優しくしているんです。
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最後のシーズンに妹となりました、未華子のメイキングについて教えてください




てれん：未華子はストイックかつ品行方正な子です。また、庶民のうららの対立軸として、お嬢様たちの中でとりわけ上昇志向が強くめちゃくちゃグイグイ来る子にしました。彼女は自分の成長はもちろんですが、他人の成長にも重きを置いているので、姉妹制度に対しても人一倍積極的に取り組んでいます。そういう強い想いがあるゆえに、里帆といっしょに明日葉の妹となった最初のシーズンでは、自分がとてもがんばるのに空回りしてばかりで、歯がゆく感じていましたが。彼女はいわゆる学級委員長タイプで、イベントを積極的に考えたりするなど、表で引っ張るのに向いていますよね。逆に裏でうまくみんなを支えてくれそうな汐音と、同じ姉妹になっていたら相性はよかったのでは？　と思っています。でも実際にはシーズン順に里帆、うらら、そしてまた里帆と組むという（笑）。世話を焼いて、ケンカをして、また世話を焼くという感じで、ペアの結果としては予想以上におもしろいものになりました。未華子は本当にいい子なので、書いていてわたしも楽しかったです。友達としてもほしいタイプですよね。どんなささいなことでも、よかったところ探しをしてくれそう（笑）。
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未華子のペアとなった、里帆についてはどうメイキングされていったのでしょう？




てれん：現役モデルでもある里帆ですが、あまり感情を表に出さない、コミュニケーションに難のある子にしました。とにかく〝美しさ〟にこだわりがあることだけは最初に決めましたね。まわりの助けがあってこそ生きる、お姫様みたいなイメージです。１シーズン目で堂々と明日葉の前で居眠りしておきながら、最後にしれっとウソの感想を述べていますが（笑）、あれは彼女の処世術なんですよ。本人は他人を不快にしたり、傷つけたいと思っているわけではまったくなくて、こういえばこの場は丸く収まるだろうと信じているんです。問題はそれがめちゃくちゃ人とズレていることなんですけど（笑）。芸能界を知る妹としては里帆の他に汐音がいますが、２人とも育ってきた環境上、普通の学校生活を送る子たちとは違う価値観を持っています。汐音はその価値観のズレを自覚していて悩んだりもしていますが、里帆はまったくそのズレを自覚していないどころか、逆にそれが正しいと思っているんです。美しい自分をみんながほめてくれて、お世話してくれることで、まわりもまたハッピーになる、という生活を送ってきましたから、それを当然だと自然に感じていて。むしろ姉妹制度の共同生活については「どうしてお世話をしてくれないのかしら、もうちょっとみんな真面目にやってほしい」くらいは思っているかもしれません。でも、里帆的な視点で見ればこれが理にかなっているんですよね。うまくできる人がうまくやってくれるべき、と信じているんですから。そういう超絶お嬢様な思考を持っているため、まわりのみんなからは、いつまでもそういう生き方はできないだろうと気遣われている感じですね。マイペースな割に、きちんといわれたことはがんばろうとするなど、嫌味な感じがないのもいいところです。この物語は涼香が主人公である以上、どうしても姉妹の組み合わせによって成長の描き方が変わってしまいますが、里帆に関してはもうちょっと成長の余地があったのかも、とも思っています。もし３シーズン連続で涼香の妹になっていたら、真悠みたいに自分のことは全部テキパキとこなす、スーパー里帆になっていたかもしれません。朝の準備を先に済ませて、お姉さま遅いですよ、と涼香を待っていたりとか（笑）。この６人の妹たちのメイキングでは、真悠、汐音、里帆は割とするっと作れたんですが、残りの３人はなかなか大変でしたね。
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それでは、姉役の１人・明日葉についてどのように設定されたのか教えてください




てれん：明日葉については、姉としては未熟なキャラクターにしました。というのも、姉妹制度が姉と２人の妹それぞれに与える影響を書くことも物語のうえで必要だと思っていましたので。帆南も少し未熟な面はあるんですが、自分の進むべき道はある程度決めていて、他人に影響されにくいキャラクターなんです。逆に明日葉は他人に影響されやすいですが、その分人と深く関わる姉妹制度を通じての成長が、より実感できるキャラクターにしようと。ビジュアルはまさにオーソドックスなお姉さま、という感じですが、中身はオドオドしていて人付き合いが苦手な女の子です。実際、ひとりの時間が大好きな内気な子が、突然２人の妹ができたからいっしょに暮らしなさい、っていわれたとしたら相当困惑すると思うんですよね。姉妹制度によるいい部分や影響はもちろん物語の中で描かれていくんですが、逆にその生活の大変さや過酷さといった部分を明日葉が担ってくれてます。結果的には、大きく成長したというか、２つのシーズンで妹となった未華子が逆に明日葉を鍛えた、という部分もあると思います。団体生活においては自分の意見をきちんと主張することが大事なんだ、って（笑）。あと、カクヨム版第９話では、いい笑顔の明日葉をＴａｍ−Ｕさんに描いていただきました。このイラストをよく見ると、明日葉のリボンのカラーがいつもと違うんですね。彼女が本を出すのは３年生に進級してからだと考えていましたので、ここでは３年生用のカラーになっています。
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唯一実の妹がいる帆南については、どうキャラクターを作られたのでしょう？




てれん：ボーイッシュで不真面目系の帆南ですが、妹候補６人を決めてから姉を作っていったので、全キャラクターの中で一番最後に決まった子です。そういう経緯もあり『シスラビ』にまだいなかったキャラクターを目指して作りました。あと、百合モノとしては姉妹百合が欠かせない要素の１つなので、誰か１人は妹のいるキャラクターを作ろうとも考えていたんです。そうしてかわいい妹・里帆がいるという設定を作ったことで、その里帆との確執があったり、コンプレックスを抱えていたり、という設定をさらにつけ加えれば、品行方正な子からは外れるかも、と想像をふくらませていきました。それだけでなく、姉として下級生から見て魅力のあるキャラクターにもする必要があったので、自由人的なイメージにしました。そうしてお嬢様学校では浮いているけれど、自分にないものを求めているお嬢様たちからは憧れられる存在になるのかな、と設定を整えていきましたね。内に抱えたものとその自由な性格ゆえに、帆南は自分からぽつんと孤独になっていくタイプでもありますね。
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ノベルを振り返ってみて、特に印象深いシーンや気に入っている部分はどこですか？




てれん：印象深いシーンでいえば、やはり最後の〝麒花〟を選ぶところですね。最初にこの展開を決めていたとはいえ、書いていくうちに６人がどんどんかわいくなり、愛着も湧いてきていたので、全員が幸せになってほしいと思うわけですよ。それでもコンセプト通りに１人の妹を選ばなければいけませんので、その部分はとても涼香に感情移入しながら書いていました。辛かったですけど、同時に醍醐味でもありましたね。〝麒花〟に関しては、わたしはうららか汐音あたりが選ばれるのかな、と思っていました。２人とも涼香との物語に起伏がありましたしね。真悠は最初からずっと涼香へと尽くしてくれていたので、そういう意味では少し意外ではありましたね。真悠みたいなずっといいことをしていた子が報われてほしい、という意見をみて納得しました。最後のシーンは、講堂に集まった生徒たちの前で涼香が〝麒花〟を選ぶ、という形になりましたが、あれにも理由があるんです。今まで姉妹制度の百合結びの会はずっと内密に行われていて、一般生徒としては人気者同士の姉妹がどういった生活を送っているのか、ずっと気になっていたと思うんです。特に姉妹のクラスメイトたちは日々近くで見ていることもあり、その成長具合を感じつつも、なにか姉妹制度であったんだろうな、という程度の妄想に留まっているだけだったんですよ。３シーズン目が終わりに近づいたあたりで、自分たちの目の前で〝麒花〟を選ぶ会をやってほしいという署名が集められて、学院長に提出されたんです。一般生徒たちは、単に野次馬根性だけでなく、学校生活の中で姉妹制度のサポートをしてくれていたと思うんですよね。例えば、イベント事の際には掃除当番を代わってあげて姉に早く会わせてあげるなど、さりげなく気を利かせてくれたりとか。そういう周囲の支えあっての１年間だったので、涼香もみんなへの恩返しとしていいんじゃないかな、と了承した節もあると思います。




まだこの部分を『シスラビ』で書いてみたい、というようなシーンがありましたらぜひ教えてください




てれん：そうですね……未華子と里帆のお話はもうちょっと書いてみたかったです。いろいろな組み合わせをやりたかったので、その２人が直接ペアになっていない子、例えば、千沙都と里帆、真悠と未華子とかも化学反応が起きておもしろそうです。それを涼香込みの組み合わせで書いてみたいですね。千沙都と里帆だったら、マイペースな里帆にめちゃくちゃ千沙都が振り回されると思います。お風呂上がりに里帆の髪を乾かしてあげようとするんですけど、千沙都がポンコツなせいで全然うまく乾かせなくて、毛むくじゃらのオバケみたいになっちゃうんです。それで千沙都も里帆もいっしょにズーンと沈んじゃう、みたいなシーンがありそう（笑）。里帆が逆に、自分でやるっていい出すかもしれませんね。千沙都のあまりの残念ぶりに、人生で初めてフォローに必死になる里帆とか、そういう可能性もありそうです。
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読者投票の結果を受けて次の展開が変わるのが最大の特徴でしたが、執筆にあたって大変だったことや楽しかったことはありますか？




てれん：毎月読者さんへ向けて、３つそれぞれが魅力的だと思われる選択肢を考えるのは大変でした。作家的には、どうしてもこれがおもしろいだろう、と先の展開について自分的な正解を決めようとしてしまうので……。これ３つ全部おもしろいけれど、どれを選ぶ？　と自信をもっていえるものを提示するのは難しかったですね。読者さんが選ぶ意欲を失ってしまうものを作ってしまってはいけませんし。すでに用意された選択肢があって、そこから自分で好きな展開を選べるとか、あるいは目の前に読者さんがいて、会話でコミュニケーションをしながら要望を聞いて作るとかなら、まだ作業がしやすいと思うんです。展開を決める選択肢を作るのは、ノベルを書く作業とはまったく違う思考を要求されるもので、難しくとても勉強にもなりました。その中でも、クリスマスの選択肢についてはギリギリまで難航したのを覚えています。あれは悩ましかったですね……。あと、楽しかったというかおもしろかったことなんですが、３シーズンを通じて、妹候補６人全員がきちんと涼香の妹になるとは思っていなかったです！　この結果には本当にびっくりしました。正直なところ、３シーズンのうち必ずどこかで妹の組み合わせがかぶってしまうだろうと思っていましたし、企画の当初から投票結果しだいで物語を全部見せられない子も出てくるかもしれない、というのはやむを得ないところでもあったんです。１シーズン目からいきなり人気の偏りができてしまって、ずっと最後まで姉妹の組み合わせが同じになり続けるんじゃないか、という心配さえありました。一応そうなった時のために〝麒花〟は一度でも涼香の妹になった女の子から選ばなければいけない、というルールも作っていたくらいです。そうでないと、現実味のある物語として成立しませんから。それほどに気をかけていたところだったんですけど、妹の誰を選んでもいいという、一番物語としてうまく成立する形になるとは……本当に予想を越えていてすごかったですね。みなさんの投票のおかげであって、本当にこちらが意図的にやったものではないです（笑）。




紙媒体の電撃Ｇ'sマガジンと、Ｗｅｂ媒体のカクヨムでの同時連載でしたが、その点で気を使った部分を教えてください




てれん：カクヨム版は、あくまでも電撃Ｇ'sマガジンさんの連載を読んでくださる方のための連載だということを、常に大事にしていました。ですので、カクヨム版の方であまり物語の重要なエピソードを進めてしまわないようにすること、そして涼香たち以外の２組の姉妹になるべく焦点を合わせた物語にすることは意識しました。そのうえで、それぞれの情報量の詰め込み方にも特に気を配りましたね。とはいえ、全部で９人もキャラクターがいますから、全員のことをくわしく紹介して、なおかつ掘り下げていくとなると、カクヨム版の方もきちんと使い切るくらいでないと厳しかったので、その点も考えながらの執筆でしたね。この単行本には両方時系列どおりに収録されていますので、カクヨム版をその当時リアルタイムで見られなかった方も合わせて楽しんでいただけていれば、うれしく思います。




みかみさんにとって〝百合〟ジャンルの魅力とはどんなものですか？




てれん：そうですね、ひと言でいえば〝百合〟は女の子キャラクターの多様性だと思っています。男性と女性がいる世界では、構造上どうしても女の子ができる役割が狭まってしまうんですよね。ですが、女性しかいない世界を書くのであれば、そこではすべてを女性が担う必要があるわけで、女性のより幅広い魅力を描けると思うんです。男女で恋愛しなければならない、というルールを取っ払った世界で、女の子が女の子と関係性を作っていくと、本当に広い選択肢があるんですね。友だちであったり、恋愛関係であったり……そうして描ける百合の関係の多様性が大好きなんです。わたしからいわせていただければ、男女の恋愛がどうして好きなんだろう、と逆に聞いてみたいくらいです（笑）。今、百合という単語は、とても幅広い言葉になっています。少年マンガの中でも、この関係とこの関係は百合だ、ということを聞いたりしますし、ぱっと見渡しても百合要素のない作品の方が少ないくらいです。例えば、ライバル同士は百合ですし、ある子に対して最大の理解者である親友も百合ですし、保護者とその非保護者も百合なんです。恋愛感情を抱く間柄だけに留まることなく、女の子と女の子の無限の可能性が広がっているんですよ！　もっといえば、女の子が女の子に対して、ほんのわずかでも感情が動くことは当然として、逆に感情がまったく動かないこともまた百合だと思っています。つまるところ、世界が百合なんですよね！　そういえるほど百合の定義は広がっているわけです。わたしが〝ガールズラブコメ〟というジャンルを作品につけているのは、それだけ百合が広がっているからこそ、この部分をわたしは書いていますよ、っていうアピールでもあるんです。さらに今は、若い方を中心にして、どうやって百合を楽しめばいいのか、その下地が作られていっています。その中心となっているのが、さまざまなソーシャルゲームとその創作活動を乗せる各種ＳＮＳですね。みんながゲームをプレイして、それぞれの百合解釈をＳＮＳに乗せることで、こういう関係が百合なんだな、とライトな層に自然と教育がなされ、百合というジャンルそのものがどんどん取り込まれていっているんです。少し昔も熱心なファンアートがインターネット上にたくさんアップされていましたが、今は一般の人の目にふれるところに当たり前のように流れてくる、というのが非常に大きいと思いますね。ある意味で他人を傷つけにくく受け入れられやすい、twitterでもバズりやすいジャンルの１つですし、ＳＮＳの隆盛とともに、より勢いを増して一般的になりつつあると思います。その流れで入ってきた若い方々へ向けて、おもしろいものをわたし達が作ることで、より百合の世界を盛り上げていきたいですね。




みかみさんご自身がお好きな〝百合〟の形があればぜひ教えてください




てれん：個人的な百合の好みをいえば、まず二次元限定ですね。わたしは何にでもすごくハマってしまうので、楽しむ側として節度を保つために、あらかじめナマモノ（三次元）には手をふれないように決めています。内容としては、女の子と女の子の恋愛を描いているものが一番好きです。女なんて全員あたしのモンだぜ、と豪語しているカッコいい美人が、まわりの子を落としまくるというような話がすごく好きです。百合の世界がもうちょっと広がって、女の子の主人公が女の子を好きだということを読者さんたちが当たり前に受け入れられる時代が来たら、そちらを自分で書いてみてもいいかな、と思っています。いわば百合界における俺ツエー系です（笑）。絶対に楽しいと思うんですよ、アゴクイしただけで下級生を落としてやったぜ、みたいな（笑）。あと、先程少しお話に出しました創作活動での百合作品ですが、個人的にはアリです。その人が自分なりに物語を解釈して楽しんでいるわけですし、その妄想をみんなに「見て見て、これよくない？」って提示して盛り上がるのには問題ないと思いますよ。




最後になりますが、このノベルを読んでくださったみなさんへひと言メッセージをお願いします




てれん：まず、２つの媒体での１年間の連載におつき合いいただきましたみなさま、本当にありがとうございます。毎月の読者投票にも参加していただいた方もいらっしゃるかと思います。そんなみなさまのおかげで、この企画がきちんと成り立ち、最後まで続けることができました。『シスラビ』１周年の集大成をこの単行本で見てほしいです！　また、この本から新しく『シスラビ』を知ってくださった方々は、こういう企画があったんだなと、当時の投票のことなどを想像しながら読むと、また違った楽しみ方ができると思います。みなさんそれぞれの『シスラビ』の楽しみ方をこの本を通して見つけていただければ。またこういう百合モノ企画や、この企画の続編などが展開できるのであれば、私自身ぜひやってみたいと思っています。もし今後、その機会が来ましたら、その時は企画にも参加してくださるとうれしいです！
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